
 

 

 

 

 

 

 

 

第３期川崎町子ども・子育て支援事業計画に 

関するニーズ調査及び 

第２期子どもの未来応援計画に関する状況調査 

  

 

 

 

 

 

報 告 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 

川 崎 町 
 

  



 

 

  



 

目  次 

Ⅰ アンケート調査の概要 .................................................... 1 

１ 調査の実施概要 ............................................................... 3 

（１）実施方法 ................................................................... 3 

（２）回収方法 ................................................................... 3 

（３）調査期間 ................................................................... 3 

（４）集計分析上の注意事項 ....................................................... 3 

２ 調査結果の概要 ............................................................... 4 

（１）子ども・子育て支援事業計画調査（未就学児童の保護者） ....................... 4 

（２）子ども・子育て支援事業計画調査（小学生児童の保護者） ....................... 5 

（３）子どもの生活状況調査（小学生・中学生保護者） ............................... 6 

（４）子どもの生活状況調査（小学生本人） ......................................... 7 

（５）子どもの生活状況調査（中学生本人） ......................................... 8 

Ⅱ 調査別結果 ............................................................ 11 

１ 子ども・子育て支援事業計画調査 （未就学児童の保護者） ....................... 13 

１．お住まいの地域について ................................................... 14 

２．お子さんとご家族の状況について ........................................... 14 

３．お子さんの育ちをめぐる環境について ....................................... 16 

４．保護者の就労状況について ................................................. 20 

５．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について ........................... 26 

６．地域の子育て支援事業の利用状況について ................................... 31 

７．土曜・休日や長期休暇中の「定期的な」教育・保育事業の利用希望について ..... 35 

８．病気の際の対応について ................................................... 38 

９．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について ............. 40 

10．小学校就学後の放課後の過ごし方について（お子さんが５歳以上である方） ..... 46 

11．育児休業について ......................................................... 50 

12．子育て全般について ....................................................... 55 

２ 子ども・子育て支援事業計画調査 （小学生児童の保護者） ....................... 61 

１．お住まいの地域について ................................................... 62 

２．お子さんとご家族の状況について ........................................... 62 

３．お子さんの育ちをめぐる環境について ....................................... 64 

４．保護者の就労状況について ................................................. 67 

５．地域の子育てに関する事業の利用状況について ............................... 73 

６．病気の際の対応について ................................................... 76 

７．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について ............. 78 

８．放課後（授業等終了後）の過ごし方について ................................. 84 

９．育児休業について ......................................................... 88 

10．子育て全般について ....................................................... 93 



 

 

３ 子どもの未来応援計画調査 （小学生・中学生保護者） .......................... 101 

１．ご本人とご家族の状況について ............................................ 102 

２．お子さんについて ........................................................ 113 

３．経済的な状況 ............................................................ 119 

４．健康状態について ........................................................ 125 

５．必要な支援 .............................................................. 134 

４ 子どもの未来応援計画調査 （小学生本人） .................................... 145 

１．学習の状況 .............................................................. 146 

２．進学希望 ................................................................ 149 

３．日常的な生活の状況 ...................................................... 151 

５ 子どもの未来応援計画調査 （中学生本人） .................................... 167 

１．学習の状況 .............................................................. 168 

２．進学希望 ................................................................ 171 

３．日常的な生活の状況 ...................................................... 173 

 

 

 

  



 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ アンケート調査の概要  
  



 

2 

 

  



 

3 

１ 調査の実施概要 

（１）実施方法 

実施した調査種別と対象者は下表の通りです。 

 

種  別 番号 対象者 
対象者数 

（件） 

配布・回収方法 

配布 回収 

子ども・子育て支援事

業計画 

① 未就学児童の保護者 562 
園 

郵送 

園、郵送 

WEB 

② 小学生児童の保護者 696 学校 学校 

子どもの未来応援計画 ③ 
小学５年生保護者 

中学２年生保護者 
245 

学校 学校 子どもの未来応援計画 ④ 小学５年生本人 117 

子どもの未来応援計画 ⑤ 中学２年生本人 128 

 

（２）回収方法 

調査別の回収状況は下表の通りです。 

 

番号 対象者 
対象者数 

（件） 

回収数（件） 回収率 

（％） 学校・園等 Ｗｅｂ 計 

① 就学前児童保護者 562 156 77 233 41.5 

② 小学生児童保護者 696 154 62 216 52.1 

③ 
小学５年生保護者 

中学２年生保護者 
245 113  113 46.1 

④ 小学５年生本人 117 84  84 71.8 

⑤ 中学２年生本人 128 64  64 50.0 

 

（３）調査期間 

令和６年２月 13 日（火） ～  令和令和 6 年 2 月 26 日（月） 

 

（４）集計分析上の注意事項 

・集計は小数点第 2 位以下を四捨五入しているため、回答比率の合計は必ずしも 100％にな

らない場合がある。 

・回答が複数になる場合、その回答比率の合計は原則として 100％を超える。 

・表、グラフに示す選択肢はスペースの関係で文言を簡略して表記している場合がある。 
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２ 調査結果の概要 

（１）子ども・子育て支援事業計画調査（未就学児童の保護者） 

１）保護者の就労状況 【問 11】 

・母親の就労形態は、フルタイム（産休等の状態含む）が 38.2％となっており、前期計画策

定時の調査（以下、「前回」という。）の 41.4％から 3.2 ポイント減少しています。パー

ト・アルバイト（産休等の状態含む）は 38.6％となっており、前回の 34.5％から 4.1 ポイ

ント増加しています。また、現在働いていない母親は 17.2％で前回の 19.5％から 2.3 ポイ

ント減少しています。 

２）教育・保育事業の利用意向 【問 12-1】【問 13】 

① 施設別の利用状況 

・認可保育所の利用が 79.9％であり、前回の 75.8％から 4.1 ポイント増加し、幼稚園が

13.9％で前回の 18.0％から 4.1 ポイント減少しています。幼稚園の預かり保育が 2.9％で

前回の 0.3％から 2.6 ポイント増加しています。認定こども園は 1.4％となっています。（前

回は未開設） 

② 施設別の利用意向 

・認可保育所の利用意向が 70.8％と最も高く、幼稚園が 21.5％、認定こども園が 9.9％と続

きます。 

３）地域子育て支援拠点事業の利用意向 【問 14】【問 15】 

・「地域子育て支援センターすこやか」について、現在利用していると回答した保護者は 8.2％

で前回の 7.4％から 0.8 ポイント増加しています。今後の利用意向は 16.7％となっていま

す。 

４）病児・病後児保育の利用意向とその理由 【問 19-1】【問 19-2】 

・子どもが教育・保育事業を利用できなかった際に、病児・病後児保育を利用した割合は

1.7％となっています。父親もしくは母親が休んで対応した人のうち、できれば利用したい

と思った人は 43.8％で前回の 29.1％から 14.7 ポイント増加しています。 

５）育児休業の取得状況 【問 26】【問 26-3】 

・育児休業を「取得した（取得中である）」と回答した母親は 42.1％で前回の 41.1％とほぼ

同じです。父親は 3.9％で前回の 2.3％から 1.6 ポイント増加しています。育児休業取得後、

希望より早く復帰した人の理由は、母親、父親ともに「経済的な理由で早く復帰する必要が

あった」が最も高くなっています。 

６）町の子育て環境や支援の満足度 【問 36】 

・満足度が比較的高い（５点・４点）保護者は 23.6％で、前回の 15.6％から 8.0 ポイント増

加しています。比較的低い（１点・２点）保護者は 20.2％で前回の 33.4％から 13.2 ポイ

ント減少しています。中間（３点）は 51.5％と最も高く、前回の 43.9％から 7.6 ポイント

増加しています。全体的に満足度は高まっていると言えます。 
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（２）子ども・子育て支援事業計画調査（小学生児童の保護者） 

１）保護者の就労状況 【問 10】 

・母親の就労形態は、フルタイムが 39.8％（産休等の状態含む）となっており、前回の

44.9％から 5.1 ポイント減少しています。パート・アルバイト（産休等の状態含む）は

34.2％となっており、前回の 35.9％から 1.7 ポイント減少しています。また、現在働いて

いない母親は 17.6％となっており、前回の 14.9％から 2.7 ポイント増加しています。 

２）病児・病後児保育の利用意向とその理由 【問 12-1】【問 12-2】 

・子どもが教育・保育事業を利用できなかった際に、病児・病後児保育を利用した割合は

0.7％となっています。父親もしくは母親が休んで対応した人のうち、できれば利用したい

と思った人は 23.1％となっています。 

 

３）学童クラブの利用意向 【問 16】【問 18】 

・学童クラブの利用を希望する低学年（１～３年生）児童の保護者は 40.0％となっています。 

・学童クラブの利用を希望する低学年児童の保護者で、土曜日の利用を希望する割合は

53.1％で、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中は 79.6％となっています。 

 

４）育児休業の取得状況 【問 19】【問 19-3】 

・育児休業を「取得した（取得中である）」と回答した母親は 30.6％、父親は 5.1％となって

います。父親は、前回の 2.3％からわずかに増加していますが、少ない状況にあります。育

児休業取得後、希望より早く復帰した理由は、母親、父親ともに「経済的な理由で早く復帰

する必要があった」が最も高くなっています。 

 

５）町の子育て環境や支援の満足度 【問 28】 

・満足度が比較的高い（５点・４点）保護者は 11.6％で前回の 7.9％から 3.7 ポイント増加

しています。比較的低い（１点・２点）保護者は 30.6％で前回の 45.1％から 14.5 ポイン

ト減少しています。中間（３点）は 53.2％と最も高く、前回の 44.3％から 8.9 ポイント増

加しています。全体的に満足度は高まっていると言えます。 
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（３）子どもの生活状況調査（小学生・中学生保護者） 

※「標準世帯」、「相対的貧困世帯」の定義は、９頁（資料）参考 

１）現在の暮らし向き 【問 19】 

・「大変苦しい」と回答した割合は、標準世帯で 10.3％、相対的貧困世帯で 24.3％となって

います。これに「苦しい」の回答を加えると、標準世帯が 33.8％に対して相対的貧困世帯

が 64.8％となり、相対的貧困世帯の経済状況が厳しいことが分かります。 

 

２）経済的な理由による生活状況 【問 22】【問 23】【問 24】 

① 食料の購入 

・家族が必要とする食料を買えないことが「よくあった」と「ときどきあった」の計の割合は、

標準世帯の 8.9％に対して、相対的貧困世帯は 27.0％となっています。 

② 衣服の購入 

・家族が必要とする衣服を買えないことが「よくあった」と「ときどきあった」の計の割合は、

標準世帯の 5.8％に対して、相対的貧困世帯は 21.6％となっています。 

③ 公共料金の未払い 

・公共料金の未払いがあった割合は、電気料金が標準世帯で4.4％、相対的貧困世帯で27.0％、

ガス料金が標準世帯で 5.9％、相対的貧困世帯で 29.7％、水道料金が標準世帯で 4.4％、相

対的貧困世帯で 27.0％となっています。 

 

３）子どもの進学先と選択の理由 【問 16】 

・標準世帯では「高校」「大学」が 30.9％と最も高く、次いで「専門学校」「まだわからない」

が 16.2％となっています。一方、相対的貧困世帯では「高校」が 45.9％と最も高く、次い

で「専門学校」「大学」が 16.2％となっています。 

 

４）子育てについての心配や悩みごと 【問 32】 

・全体では、「将来的な教育費」が 66.4％と最も高く、標準世帯では 63.2％、相対的貧困世

帯では 75.7％となっています。次いで、「生活費などの経済的な負担」が全体では 53.1％、

標準世帯では 41.2％、相対的貧困世帯では 73.0％となっています。 

 

５）現在または将来的にあったらよいと思う支援 【問 34】 

・全体では、相談支援について最も高いのは「子どもや生活のことなどの悩みを相談できるこ

と」が 25.7％、経済的支援では「子どもの就学にかかる費用が軽減されること」が 83.2％、

その他の支援では「無料で利用できる塾などの子どもの学習支援の場が地域にできること」

が 67.3％と最も高くなっています。標準世帯および相対的貧困世帯も同様の傾向です。 
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（４）子どもの生活状況調査（小学生本人） 

１）授業以外の勉強の状況 【問 2】 

・「自分で勉強する」が全体では 65.5％と最も高く、標準世帯の児童で 60.7％、相対的貧困

世帯の児童で 73.3％となっており、次いで「家の人に教えてもらう」が 34.5％と高く、標

準世帯の児童で 46.4％、相対的貧困世帯の児童で 26.7％となっています。「塾で勉強する」

は、標準世帯の児童で 7.1％、相対的貧困世帯の児童ではみられませんでした。 

 

２）進学先の希望と理由 【問 7】【問 7-1】 

・標準世帯の児童では「高校」までが 39.3％と最も高く、次いで「大学」までが 21.4％とな

っています。相対的貧困世帯の児童では「専門学校」までが 33.3％と最も高く、次いで

「高校」までが 26.7％となっています。 

・理由は、「希望する学校や職業があるから」が標準世帯の児童で 50.0％、相対的貧困世帯の

児童で 46.2％と最も高くなっています。次いで、標準世帯の児童では「親がそう言ってい

るから」が 25.0％、相対的貧困世帯の児童では「お金のことを考えて」「兄・姉がそうして

いるから」が 23.1％と高くなっています。 

 

３）大人の代わりにほぼ毎日行っていること 【問 17】 

・何らかの家事を行っていると回答した割合は、全体で 26.1％、標準世帯の児童で 17.9％、

相対的貧困世帯の児童で 26.7％となっています。行っている家事の内容では「家族に代わ

り、幼いきょうだいの世話をしている」と回答した割合が最も高く、標準世帯の児童で

10.7％、相対的貧困世帯の児童で 20.0％となっています。 

 

４）生活の満足度（「０：全く満足していない」～「10：十分に満足している」で評価） 【問 20】 

・標準世帯の児童では「10」と回答した割合が 28.6％と最も高く、次いで「９」（25.0％）、

「８」（14.3％）と続いています。一方で、相対的貧困世帯の児童では「９」が 33.3％と

最も高く、次いで「10」（20.0％）、「７」「４」（13.3％）と続いています。 
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（５）子どもの生活状況調査（中学生本人） 

１）授業以外の勉強の状況 【問 2】 

・全体では「自分で勉強する」が 75.0％と最も高くなっていますが、標準世帯の生徒では

「自分で勉強する」（71.8％）に次いで「塾で勉強する」「家の人に教えてもらう」が

20.5％となっています。相対的貧困世帯の生徒では「自分で勉強する」（81.0％）に次いで

「家の人に教えてもらう」「友達と勉強する」が 23.8％となっています。また「塾で勉強す

る」は 4.8％と標準世帯の生徒より 15.7 ポイント低くなっています。 

 

２）進学先の希望と理由 【問 7】【問 7-1】 

・標準世帯の生徒では「高校」までが 43.6％と最も高く、次いで「大学」までが 28.2％とな

っています。相対的貧困世帯の生徒では「高校」までが 52.4％と最も高く、次いで「専門

学校」までが 23.8％となっています。 

・理由は、標準世帯の生徒、相対的貧困世帯の生徒ともに「希望する学校や職業があるから」

が 50.0％と最も高く、次いで「特に理由はない」（22.2％）となっています。 

 

３）大人の代わりにほぼ毎日行っていること 【問 18】 

・何らかの家事を行っていると回答した割合は、全体で 17.1％、標準世帯の生徒で 15.4％、

相対的貧困世帯の生徒で 19.0％となっています。行っている家事の内容では「目を離せな

い家族の見守りや声かけなどの気づかいをしている」と回答した割合が高く、標準世帯の生

徒で 10.3％、相対的貧困世帯の生徒で 14.3％となっています。 

 

４）生活の満足度（「０：全く満足していない」～「10：十分に満足している」で評価） 【問 21】 

・標準世帯の生徒、相対的貧困世帯の生徒ともに「10」と回答した割合が最も高く、次いで

標準世帯の生徒では「８」「５」（20.5％）と続き、相対的貧困世帯の生徒では「９」

（19.0％）、「５」（14.3％）と続いています。また「０」と回答した割合は、標準世帯の生

徒ではみられませんが、相対的貧困世帯の生徒では 4.8％となっています。 
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（資料）子どもの貧困対策推進計画における「相対的貧困世帯」について 

・国においては、国民生活基礎調査を基に、世帯人数ごとの等価可処分所得（手取り収入を世帯

人員の平方根で割ったもの。）の分布の中央値の半分の値を「貧困線」とし、貧困率を算出して

います。 

・本調査においては、国が算出した貧困線を基に、保護者票の世帯収入についての質問の回答を、

「世帯人数ごとの相対的貧困層となる区分」にあてはめ、本町における「相対的貧困世帯」と

定義し、それ以外の世帯については「標準世帯」と表記しています。（表１参照） 

・保護者の集計・分析における「相対的貧困世帯」は、表１の 37 件を分析の対象としています。 

・小学生本人・中学生本人の集計分析においては、保護者と児童生徒本人の調査票を関連付けて

集計を行っています。 

・関連付けた結果は、表２の通りです。小学生本人（15 件）、中学生本人（21 件）を「相対的貧

困世帯の児童・生徒として分析の対象としています。 

 

■表１ 有効回収数のうち保護者の回答から得られた「相対的貧困世帯」の世帯数とその割合 

種別 
国の貧困線の基準

※ 

相対的貧困層とな

る区分 
件数 全体数 割合 

２人世帯 179 万円 200 万円 3 件 6 件 50.0% 

３人世帯 219 万円 250 万円 5 件 14 件 35.7% 

４人世帯 254 万円 300 万円 10 件 37 件 27.0% 

５人世帯 283 万円 300 万円 8 件 28 件 28.6% 

６人世帯 311 万円 350 万円 6 件 16 件 37.5% 

７人世帯 336 万円 350 万円 3 件 6 件 50.0% 

８人世帯 359 万円 400 万円 1 件 3 件 33.3% 

９人世帯以上 381 万円 400 万円 1 件 3 件 33.3% 

合計 - - 37 件 113 件 32.7 

※国の貧困線の基準は「2022 年（令和 4 年）国民生活基礎調査」のデータに基づく。 

 

■表２ 保護者と児童・生徒本人の調査票が関連付けられた回答から得られた「相対的貧困世帯」の

世帯数とその割合 

 

全体の回収数 

保護者票と関連付けられた件数 
割合 

（Ａ／Ｂ） 相対的貧困世帯 

（Ａ） 
標準世帯 計（Ｂ） 

小学生 84 件 15 件 28 件 43 件 34.9% 

中学生 64 件 21 件 39 件 60 件 35.0% 
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Ⅱ 調査別結果  
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１．お住まいの地域について 

問 1 お住まいの校区としてあてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

全体では、「川崎小学校区」が 33.5％と最も高く、次いで、「池尻小学校区」（26.2％）、

「川崎東小学校区」（23.6％）の順になっています。 

 

 

 

 

２．お子さんとご家族の状況について 

問 2 お子さんの生年月をご記入ください。 

全体では、「5 歳」が 22.3％と最も高く、次いで、「4 歳」（17.2％）、「6 歳」（16.3％）の

順になっています。 

 

 

 

 

問 3 お子さんのきょうだいは何人ですか。 

全体では、「2 人」が 28.3％と最も高く、次いで、「3 人」（23.6％）、「1 人」（23.2％）の

順になっています。 

  

33.5 23.6 10.7 26.2 6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

川崎小学校区 川崎東小学校区 真崎小学校区 池尻小学校区 無回答無回答

3.9 14.2 10.3 13.3 17.2 22.3 16.3 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 無回答無回答

12.0 23.2 28.3 23.6 5.6 5.2 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

0人(一人っ子) 1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答無回答
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問 4 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた続柄で、あてはまる番号

1 つに○をつけてください。 

全体では、「母親」が 91.0％と最も高く、次いで、「父親」（6.0％）、「その他」（2.6％）の

順になっています。 

 

 

 

 

問 5 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。あてはまる番号

1 つに○をつけてください。 

全体では、「配偶者がいる」が 69.5％、「配偶者がいない」が 29.2％となっています。 

 

 

 

 

問 6 お子さんの子育て（教育や保育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんから

みた続柄で、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

全体では、「父母ともに」が 48.1％と最も高く、次いで、「主に母親」（46.8％）、「その他」

（1.7％）の順になっています。 

 

 

  

91.0 6.0

2.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

母親 父親 その他 無回答無回答

69.5 29.2 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

配偶者がいる 配偶者がいない 無回答無回答

48.1 46.8

0.9
1.3

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答無回答
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44.2

57.1

3.4

9.4

8.2

4.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

全体(N=233)

「その他」の内容…「見てもらえる状況は曜日や時間による」「子どもに犬アレルギーがあり、祖父母の

家で犬を飼っているのでできるだけ自分たちでなんとかしようと思っている」「祖父

母はみな仕事をしているので、時間は限られている」「祖父母も現役で働いているた

め負担を考えると預けずらい」など 

３．お子さんの育ちをめぐる環境について 

問 7 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

全体では、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 57.1％と最も

高く、次いで、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（44.2％）、「緊急時もしくは用事の

際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」（9.4％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 で「1」または「2」に○をつけた方にうかがいます。 

問 7-1 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

全体では、「祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安

心して子どもをみてもらえる」が 62.8％と最も高く、次いで、「自分たち親の立場として、負

担をかけていることが心苦しい」（24.1％）、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配であ

る」（23.6％）の順になっています。 

  
62.8

23.6

17.6

24.1

6.0

2.5

0.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配する

ことなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるかどうか、少

し不安がある

その他

無回答

全体(n=199)
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問 7 で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 7-2 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番号すべてに

○をつけてください。 

全体では、「友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心し

て子どもをみてもらえる」が 60.9％と最も高く、次いで、「友人・知人の時間的制約や精神的

な負担が大きく心配である」「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」

（21.7％）の順になっています。 

 

 

 

 

問 8 お子さんの子育て（教育や保育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。ま

た、相談できる場所はありますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

全体では、「いる／ある」が 89.7％、「いない／ない」が 5.2％となっています。 

 

 

 

  

60.9

4.3

21.7

21.7

4.3

0.0

8.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配すること

なく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるかどうか、少

し不安がある

その他

無回答

全体(n=23)

89.7 5.2 5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

いる／ある いない／ない 無回答無回答
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「その他」の内容…「職場」「発達支援センター」など 

問 8 で「1」に○をつけた方にうかがいます。 

問 8-1 お子さんの子育て（教育や保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（ど

こ）ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

全体では、「祖父母等の親族」が 87.1％と最も高く、次いで、「友人や知人」（70.8％）、

「保育士(保育所)」（39.7％）の順になっています。 

 

 

 

  

87.1

70.8

3.8

13.4

11.5

39.7

4.8

0.0

17.2

1.9

1.9

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援センター・児童館

保健所・保健センター

保育士(保育所)

幼稚園教諭(幼稚園)

民生委員・児童委員

かかりつけの医師。看護師等

自治体の子育て担当者

その他

無回答

全体(n=209)
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「その他」の内容…「保育園について」「保育園のお迎え時間を園が決めるのをやめさせてほしい」「自分が

使える制度等の質問」「病気の際の保育場所（働いているため休みずらい）」「コロナ中

の保育行事について」「不安はあったが相談しようとまでは思わない」「不安はたくさん

あるが、相談することが負担でつらい」など 

10.7

17.6

32.2

12.0

48.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妊娠中の相談(心身の状態、子育ての不安などについての相談)

産前・産後の相談(心身の状態、育児のサポートなどについての相談)

子育ての不安(子どもの発育、家庭の状況などについての相談)

その他

無回答

全体(N=233)

問 10 次の項目について、町役場に相談したいと思ったことのある番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

全体では、「子育ての不安(子どもの発育、家庭の状況などについての相談)」が 32.2％と最

も高く、次いで、「産前・産後の相談(心身の状態、育児のサポートなどについての相談)」

（17.6％）、「その他」（12.0％）の順になっています。 
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４．保護者の就労状況について 

問 11 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）をうかがいます。あて

はまる番号 1 つに○をつけてください。 

 ❶ 母親 

全体では、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中では無い」が 30.0％と最

も高く、次いで、「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中では無い」

（29.2％）、「以前は就労していたが、現在は就労していない」（15.9％）の順になっています。 

 

 

 

 ❷ 父親 

全体では、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中では無い」が 55.4％と最

も高く、次いで、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である」（6.9％）、

「以前は就労していたが、現在は就労していない」（2.6％）の順になっています。 

 

 

 

  

30.0 8.2 29.2 9.4 15.9

1.3

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中では無い

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中では無い

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答無回答

55.4 6.9

0.40.4

2.6

0.9

33.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中では無い

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中では無い

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答無回答
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0.0

0.6

6.7

12.8

58.7

16.2

0.0

5.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

全体(n=179)

平均4.9日

1.7

11.2

10.6

12.8

14.5

34.1

6.7

1.7

0.6

0.0

0.6

5.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8-9時間未満

9-10時間未満

10-11時間未満

11-12時間未満

12-13時間未満

13時間以上

無回答

全体(n=179)

平均 6.9時間

0.0

0.0

0.0

0.0

41.5

53.1

0.7

4.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

全体(n=147)

平均 5.6日

0.0

0.0

0.7

0.0

4.8

51.7

14.3

16.3

2.0

1.4

3.4

5.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8-9時間未満

9-10時間未満

10-11時間未満

11-12時間未満

12-13時間未満

13時間以上

無回答

全体(n=147)

平均 8.8時間

問 11 で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 11-1 「1 週当たりの就労日数」、「1 日当たりの就労時間（残業時間を含む）」をお答え

ください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答え

ください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

 ❶ 母親 

１週あたりの就労日数は、「５日」が58.7％と最も高く、次いで、「６日」（16.2％）、「４日」

（12.8％）の順になっています。1 日あたりの就労時間は、「８-9 時間未満」が 34.1％と最

も高く、次いで、「７-８時間未満」（14.5％）、「６-７時間未満」（12.8％）の順になっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

１週あたりの就労日数は、「６日」が 53.1％と最も高く、次いで、「５日」（41.5％）、「７日」

（0.7％）の順になっています。1 日あたりの就労時間は、「８-9 時間未満」が 51.7％と最も高

く、次いで、「10-11 時間未満」（16.3％）、「9-10 時間未満」（14.3％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■就労日数（1 週あたり） ■就労時間（１日あたり） 

■就労日数（1 週あたり） ■就労時間（１日あたり） 
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問 11 で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 11-2 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも

多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状

況についてお答えください。 

 ❶ 母親 

家を出る時間は「８時台」が 52.5％と最も高く、次いで、「９時台」（19.6％）、「７時台」

（14.5％）の順になっています。帰宅時間は「18 時台」が 36.3％と最も高く、次いで、

「17 時台」（22.9％）、「16 時台」（13.4％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

家を出る時間は「７時台」が 37.4％と最も高く、次いで、「８時台」（25.2％）、「６時台」

（15.6％）の順になっています。帰宅時間は「18 時台」が 34.7％と最も高く、次いで、

「19 時台」（23.1％）、「17 時台」（15.6％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

■家を出る時間 ■帰宅時間 

■家を出る時間 ■帰宅時間 

0.0

1.1

14.5

52.5

19.6

3.4

0.0

2.8

6.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

6時前

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

全体(n=179)

平均 8：25

9.5

15.6

37.4

25.2

2.7

0.0

1.4

1.4

6.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

6時前

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

全体(n=147)

平均 7：10

1.1

3.4

4.5

7.3

13.4

22.9

36.3

2.2

1.1

0.0

0.0

1.1

6.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

全体(n=179)

平均 16：55

0.7

0.0

0.0

0.7

1.4

15.6

34.7

23.1

8.2

4.8

1.4

1.4

8.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

全体(n=147)

平均 18:25
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問 11 で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 11-3 フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてくださ

い。 

 ❶ 母親 

全体では、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 60.0％と最も高く、次い

で、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」（15.6％）、「フルタイムへの

転換希望がない、又は実現できる見込みが無い」（7.8％）の順になっています。 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

全体では、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」「フルタイムへの転

換希望がない、又は実現できる見込みが無い」が 50.0％となっています。 

 

 

 

  

15.6 7.8 60.0 4.4 12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=90)

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望がない、又は実現できる見込みが無い

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答無回答

12.5 0.0 50.0 37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=8)

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもがある程度の年齢になったころに働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

無回答無回答
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問 11 で「5」または「6」に○をつけた方にうかがいます。 

問 11-4 就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ 1 つに○を

つけてください。 

 ❶ 母親 

ア．母親の就労希望と就労を希望する時の子どもの年齢 

全体では、「すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい」が 45.0％と最も高く、次いで、

「子育てや家事などに専念したい(就労の予定はない)」（27.5％）、「1 年より先、一番下の子

どもが( )歳になったころに就労したい」（15.0％）の順になっています。また、就労を希望す

る時の子どもの年齢は、平均 4.2 歳となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．母親の希望する就労形態 

「パート・アルバイト等」が 87.5％、「フルタイム」が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

  

■子どもが何歳になった頃に就労を希望するか 

16.7

50.0

33.3

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

2歳

3歳

7歳

無回答

子どもがある程度の年齢になったら働きたい(n=6)

平均4.2歳

12.5 87.5 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=24)

フルタイム パート・アルバイト等 無回答無回答

27.5 15.0 45.0 12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=40)

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもがある程度の年齢になったころに働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

無回答無回答
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ウ．母親の希望する就労日数と就労時間 

就労日数は、「５日」が 42.9％と最も高く、次いで、「３日」（33.3％）、「４日」（4.8％）

の順になっています。 

就労時間は、「4-5 時間未満」が 38.1％と最も高く、次いで、「5-6 時間未満」（33.3％）、

「3-4 時間未満」「7-8 時間未満」「8 時間以上」（4.8％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

ア．父親の就労希望と就労を希望する時の子どもの年齢 

全体では、「すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい」が 50.0％と最も高く、次いで、

「子育てや家事などに専念したい(就労の予定はない)」（12.5％）の順になっています。 

 

 

 

 

  

12.5 0.0 50.0 37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=8)

子育てや家事などに専念したい(就労の予定はない)

1年より先、一番下の子どもが()歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは1年以内に就労したい

無回答無回答

■希望する就労日数（週当たり） ■希望する就労時間（１日当たり） 

0.0

0.0

33.3

4.8

42.9

0.0

19.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

全体(n=21)

平均 4.2日

0.0

4.8

38.1

33.3

0.0

4.8

4.8

14.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

3時間未満

3-4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8時間以上

無回答

全体(n=21)

平均 4.9時間
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13.9

2.9

79.9

1.4

0.5

0.5

1.0

1.0

0.5

0.0

0.0

0.0

4.3

0.5

32.5

1.4

0.0

0.0

1.4

1.0

0.5

0.0

0.5

0.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

家庭的保育

小規模保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

こども誰でも通園制度

現在 希望

(n=209人)

５．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

問 12 お子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用されていま

すか。あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

全体では、「利用している」が 89.7％、「利用していない」が 8.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 12 で「1」に○をつけた方にうかがいます。 

問 12-1 年間を通じて「定期的に」利用している事業すべてに○をつけて、現在の週当た

り、1 日あたりの利用頻度をお答えください。また、希望する事業は、週当たり、1 日当た

りどのくらい利用したいですか。 

 

現在、利用している事業は、「認可保育所」が 79.9％と最も高く、次いで、「幼稚園」

（13.9％）、「幼稚園の預かり保育」（2.9％）の順になっています。また、利用を希望する事

業は、「認可保育所」が 32.5％と最も高く、次いで、「幼稚園」（4.3％）、「認定こども園」「事

業所内保育施設」（1.4％）の順になっています。 

 

 

  

89.7 8.6 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

利用している 利用していない 無回答無回答
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■平日の定期的な教育・保育事業の利用状況と意向の日数・時間（平均） 

利用している事業として最も多い「認可保育所」は、現在の１週あたりの利用日数の平均は

5.5 日、希望する利用日数の平均は 5.7 日となっています。現在の 1 日当たりの利用時間の平

均は 8.4 時間、希望の利用時間の平均は 8.6 時間となっています。また、現在の利用時間帯の

平均は、開始８：25、終了 16：50、希望の利用時間帯の平均は、開始８：15、終了 17：

00 となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 で「1」に○をつけた方にうかがいます。 

問 12-2 現在利用している教育・保育の事業の実施場所について、あてはまる番号 1 つに

○をつけてください。 

全体では、「川崎町内」が 81.9％、「川崎町外」が 7.6％となっています。 

 

 

 

 

  

81.9 7.6 10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=210)

川崎町内 川崎町外 無回答無回答

現在 希望 現在 希望 現在 希望 現在 希望
幼稚園 5.4 5.6 7.2 7.0 8:50 8:35 16:00 16:35
幼稚園の預かり保育 4.7 5.0 4.0 2.0 12:20 14:30 16:35 16:30
認可保育所 5.5 5.7 8.4 8.6 8:25 8:15 16:50 17:00
認定こども園 5.7 6.0 8.5 9.2 8:30 8:05 17:05 17:55
家庭的保育 2.0 - 24.0 - - - - -
小規模保育 3.0 - 6.0 - 8:30 - 15:30 -
事業所内保育施設 3.5 3.0 6.0 7.0 9:30 9:20 15:30 16:40
自治体の認証・認定保育施設 5.0 5.0 6.5 7.0 9:30 9:30 15:30 15:30
その他の認可外の保育施設 6.0 6.0 8.0 9.0 8:30 8:30 16:30 17:00
居宅訪問型保育 - - - - - - - -
ファミリー・サポート・センター - 1.0 - 5.0 - 7:30 - 12:30
こども誰でも通園制度 - 5.0 - 8.0 - 8:00 - 17:00

5.4 5.5 8.1 8.2 8:35 8:20 16:40 16:50

利用時間帯

〇時から 〇時まで

全体

1週あたりの
利用日数（日）

1日あたりの
利用時間（時間）
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44.8

68.6

6.2

1.9

1.9

3.8

1.4

12.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの教育や発達のため

子育て(教育や保育を含む)をしている方が現在就労している

子育て(教育や保育を含む)をしている方が就労予定である／求職中

である

子育て(教育や保育を含む)をしている方が家族・親族などを介護し

ている

子育て(教育や保育を含む)をしている方が病気や障がいがある

子育て(教育や保育を含む)をしている方が学生である

その他

無回答

全体(n=210)「その他」の内容…「下の子もいるから」など 

「その他」の内容…「１年保育を希望したから」「４月入園からが良かったので」「保育園申請中」など 

問 12 で「1」に○をつけた方にうかがいます。 

問 12-3 平日に定期的に利用されている主な理由としてあてはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

全体では、「子育て(教育や保育を含む)をしている方が現在就労している」が 68.6％と最も

高く、次いで、「子どもの教育や発達のため」（44.8％）、「子育て(教育や保育を含む)をしてい

る方が就労予定である／求職中である」（6.2％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 で「2」に○をつけた方にうかがいます。 

問 12-4 利用していない理由として、もっともあてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

全体では、「子どもがまだ小さいため」が 40.0％と最も高く、次いで、「子どもの母親か父

親が子育てしており、利用する必要がないため」（30.0％）、「その他」（25.0％）の順になっ

ています。 

  
30.0

15.0

0.0

5.0

0.0

5.0

5.0

40.0

25.0

5.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの母親か父親が子育てしており、利用する必要がないため

子どもの祖父母や親族の人がみているため

近所の人や父母の友人・知人がみているため

利用したいが、教育・保育の事業に空きがないため

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できないため

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わないため

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がないため

(身近に保育所や幼稚園がない等)

子どもがまだ小さいため

その他

無回答

全体(n=20)
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「その他」の内容…「病児保育施設」「夜も預けられる、熱でも預けられるところ」「託児所」など 

「子どもがまだ小さいため」と回答した人で、子どもが何歳になったころに利用したいか尋

ねたところ、「１歳」「３歳」が 25.0％と最も高く、次いで、「２歳」「４歳」「５歳」（12.5％）

の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての方にうかがいます。 

問 13 現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育

の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

全体では、「認可保育所」が 70.8％と最も高く、次いで、「幼稚園」（21.5％）、「認定こども

園」（9.9％）の順になっています。 

 

  

■子どもが何歳になったころに利用したいか 

25.0

12.5

25.0

12.5

12.5

12.5

0.0% 20.0% 40.0%

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

無回答

子どもがまだ小さいため(n=8)

平均 2.8歳

21.5

7.3

70.8

9.9

0.4

0.4

3.0

0.4

0.0

5.6

6.0

4.3

4.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

家庭的保育

小規模保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

こども誰でも通園制度

その他

全体(N=233)
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問 13-1 問 13 で「1．幼稚園」または「2．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ「3」～

「13」に○をつけた方にうかがいます。特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用す

る場合を含む）の利用を強く希望しますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

全体では、「はい」が 60.0％、「いいえ」が 40.0％となっています。 

 

 

 

問 13-2 教育・保育事業を利用したい場所について、いずれかに○をつけてください。 

全体では、「川崎町内」が 71.2％、「川崎町外」が 9.0％となっています。 

 

 

  

60.0 40.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=20)

はい いいえ 無回答無回答

71.2 9.0 19.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

川崎町内 川崎町外 無回答無回答
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６．地域の子育て支援事業の利用状況について 

問 14 お子さんは現在、地域子育て支援センターすこやか（親子が集まって過ごしたり、相談を

したり、情報提供を受けたりする場）などを利用していますか。あてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

全体では、「利用していない」が 87.1％、「地域子育て支援センターすこやか」が 8.2％とな

っています。 

 

 

問 15 問 14 の地域子育て支援センターすこやかについて、今は利用していないが、できれば今後

利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。あてはまる番号 1 つに○をつ

けて、おおよその利用回数（頻度）を（）内に数字でご記入ください。 

全体では、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が 66.5％と最も高く、

次いで、「利用していないが、今後利用したい」（10.7％）、「すでに利用しているが、今後利用

日数を増やしたい」（6.0％）の順になっています。 

希望する利用時間帯は、開始時間は「10 時」（20.5％）、終了時間は「17 時」（10.3％）

が最も高く、開始時間の平均は 11：00、終了時間の平均は 15：00 となっています。 

 

 

  

8.2

87.1

4.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

地域子育て支援センターすこやか

利用していない

無回答

全体(N=233)

10.7 6.0 66.5 16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答無回答

（平均利用回数 2.1 回/月） 

（希望する平均利用回数 3.8 回/月） 

（希望する平均利用回数 3.8 回/月） 
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問 16 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと

思うものをお答えください。①～⑮の事業ごとにＡ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いい

え」のいずれかに○をつけてください。 

認知度は、「➀保健センター乳幼児健診」が 85.0％で最も高く、次いで、「⑬０歳～中学卒

業までの子どもの医療費助成」（79.4％）、「②赤ちゃん訪問事業」（78.1％）、「⑤子ども発育

相談事業・子育て相談」（65.7％）、「⑧すくすく教室・ベビーマッサージ教室」「⑭ブックスタ

ート事業」（57.1％）の順になっています。 

 

利用状況は、「➀保健センター乳幼児健診」が 83.7％で最も高く、次いで、「⑬０歳～中学

卒業までの子どもの医療費助成」（70.4％）、「②赤ちゃん訪問事業」（63.5％）、「⑭ブックス

タート事業」（42.9％）の順になっています。 

 

利用意向は、「⑬０歳～中学卒業までの子どもの医療費助成」が 66.5％で最も高く、次いで、

「➀保健センター乳幼児健診」（53.2％）、「⑭ブックスタート事業」（38.2％）、「②赤ちゃん

訪問事業」（36.1％）の順になっています。 

 

  

■希望する利用時間帯（開始時間） ■希望する利用時間帯（終了時間） 

0.0

5.1

20.5

2.6

0.0

5.1

0.0

5.1

0.0

61.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

無回答

今後利用したい・利用回数を増やしたい

(n=39)

平均 11：00

0.0

7.7

5.1

0.0

5.1

7.7

10.3

2.6

0.0

61.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

無回答

今後利用したい・利用回数を増やしたい

(n=39)

平均 15：00
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Ａ．知っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ.これまでに利用したことがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

85.0

78.1

54.1

53.6

65.7

32.6

38.2

57.1

26.2

52.4

22.3

48.9

79.4

57.1

31.8

3.4

12.4

38.2

40.3

27.5

59.2

54.5

35.2

68.2

41.6

71.2

44.6

12.0

34.8

61.4

11.6

9.4

7.7

6.0

6.9

8.2

7.3

7.7

5.6

6.0

6.4

6.4

8.6

8.2

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 保健センター乳幼児健診

② 赤ちゃん訪問事業

③ ひまわり相談

④ 保健センター何でも相談事業

⑤ 子ども発育相談事業・子育て相談

⑥ 熊丸みつ子先生親子わくわく教室

⑦ おりがみ教室・えいごであそぼう・おはなし会

⑧ すくすく教室・ベビーマッサージ教室

⑨ 子育て支援センター地域支援事業

⑩ 川崎町子育てガイドブック

⑪ 田川市の病児・病後児保育施設（ひまわり）を

利用する際の助成

⑫ 障がいがある子などが利用できる放課後デイ

サービス事業

⑬ ０歳～中学卒業までの子どもの医療費助成

⑭ ブックスタート事業

⑮ 結婚新生活支援事業

はい いいえ -無回答

全体(N=233)

83.7

63.5

19.3

15.5

21.0

13.3

12.9

18.0

6.0

21.0

2.1

7.7

70.4

42.9

3.4

5.2

19.7

59.2

62.2

57.5

65.2

65.7

61.8

71.7

57.1

73.4

70.4

12.4

35.2

73.4

11.2

16.7

21.5

22.3

21.5

21.5

21.5

20.2

22.3

21.9

24.5

21.9

17.2

21.9

23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 保健センター乳幼児健診

② 赤ちゃん訪問事業

③ ひまわり相談

④ 保健センター何でも相談事業

⑤ 子ども発育相談事業・子育て相談

⑥ 熊丸みつ子先生親子わくわく教室

⑦ おりがみ教室・えいごであそぼう・おはなし会

⑧ すくすく教室・ベビーマッサージ教室

⑨ 子育て支援センター地域支援事業

⑩ 川崎町子育てガイドブック

⑪ 田川市の病児・病後児保育施設（ひまわり）を

利用する際の助成

⑫ 障がいがある子などが利用できる放課後デイ

サービス事業

⑬ ０歳～中学卒業までの子どもの医療費助成

⑭ ブックスタート事業

⑮ 結婚新生活支援事業

はい いいえ 系列4無回答

全体(N=233)
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Ｃ．今後利用したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.2

36.1

26.2

28.8

32.6

22.3

29.6

21.9

18.9

30.0

31.8

13.3

66.5

38.2

22.7

14.2

31.8

42.9

42.1

35.2

48.5

42.5

47.6

50.6

40.3

40.3

57.9

6.4

31.8

47.2

32.6

32.2

30.9

29.2

32.2

29.2

27.9

30.5

30.5

29.6

27.9

28.8

27.0

30.0

30.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 保健センター乳幼児健診

② 赤ちゃん訪問事業

③ ひまわり相談

④ 保健センター何でも相談事業

⑤ 子ども発育相談事業・子育て相談

⑥ 熊丸みつ子先生親子わくわく教室

⑦ おりがみ教室・えいごであそぼう・おはなし会

⑧ すくすく教室・ベビーマッサージ教室

⑨ 子育て支援センター地域支援事業

⑩ 川崎町子育てガイドブック

⑪ 田川市の病児・病後児保育施設（ひまわり）を

利用する際の助成

⑫ 障がいがある子などが利用できる放課後デイ

サービス事業

⑬ ０歳～中学卒業までの子どもの医療費助成

⑭ ブックスタート事業

⑮ 結婚新生活支援事業

はい いいえ 系列4無回答

全体(N=233)
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７．土曜・休日や長期休暇中の「定期的な」教育・保育事業の利用希望

について 

問 17 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望はあ

りますか（一時的な利用は除きます）。 

 ❶ 土曜日 

全体では、「利用する必要はない」が 36.5％と最も高く、次いで、「利用したい」（31.3％）、

「月に 1～2 回は利用したい」（28.8％）の順になっています。 

 

 

 ❷ 日曜・祝日 

全体では、「利用したい」が 59.2％と最も高く、次いで、「月に 1～2 回は利用したい」

（26.2％）、「利用する必要はない」（4.3％）の順になっています。 

 

 

  

31.3 36.5 28.8 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

利用したい 利用する必要はない 月に1～2回は利用したい 無回答無回答

59.2

4.3

26.2 10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

利用したい 利用する必要はない 月に1～2回は利用したい 無回答無回答
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「その他」の内容…「仕事の時がある」「病院等」「育児のため」「姉との時間確保のため」「学業」など 

希望する利用時間帯は、開始が土曜日は「８時台」（42.1％）、日曜・祝日は「９時台」

（40.8％）、終了が土曜日は「17 時台」（37.5％）、日曜・祝日は「16 時台」（33.8％）が

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 の➊もしくは➋で「3．月に 1～2回は利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 17-1 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

全体では、「月に数回仕事が入るため」が 61.3％と最も高く、次いで、「平日に済ませられ

ない用事をまとめて済ませるため」（48.1％）、「息抜きのため」（35.8％）の順になっていま

す。 

  

33.3

66.7

16.7

83.3

33.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

週に数回仕事が入るため

買物等の用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

全体( n=6)

■利用開始したい時間帯 ■利用終了したい時間帯 

0.0

8.6

42.1

36.2

3.9

0.7

8.6

0.0

8.5

32.4

40.8

7.0

0.0

11.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

7時前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

土曜日( n=152) 日曜・祝日( n=71)

土曜日：平均 8：25
日曜・祝日：平均 8：30

3.3

3.3

2.6

9.9

17.1

37.5

15.8

2.0

0.0

8.6

4.2

4.2

4.2

18.3

33.8

21.1

2.8

0.0

0.0

11.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

土曜日( n=152) 日曜・祝日( n=71)

土曜日：平均 16：20
日曜・祝日：平均 16：35
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「幼稚園・認定こども園（幼稚園部門）」を利用されている方にうかがいます。 

問 18 お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の利用を希望しますか。

希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。 

全体では、「利用する必要はない」が 43.8％と最も高く、次いで、「休みの期間中、週に数

日利用したい」（18.8％）「休みの期間中、ほぼ利用したい」（9.4％）の順になっています。

希望する利用時間帯は、開始が８時台（55.6％）、終了が 17 時台（44.4％）で最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 で「3 休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 18-1 毎日ではなく、数日利用したい理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつ

けてください。 

全体では、「息抜きのため」が 83.3％と最も高く、次いで、「買物等の用事をまとめて済ま

せるため」（66.7％）、「週に数回仕事が入るため」（33.3％）の順になっています。 

 

  

43.8 9.4 18.8 28.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体( n=32)

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ利用したい 休みの期間中、週に数日利用したい -無回答

■利用開始したい時間帯 ■利用終了したい時間帯 

0.0

55.6

33.3

0.0

11.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

8時前

8時台

9時台

10時以降

無回答

利用したい( n=9)

平均 8：20

0.0

33.3

44.4

11.1

0.0

11.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

16時前

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

利用したい( n=9)

平均 16：45

33.3

66.7

16.7

83.3

33.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

週に数回仕事が入るため

買物等の用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

全体( n=6)
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８．病気の際の対応について 

問 12 で「1 利用している」に○をつけた方（平日定期的な教育・保育の事業を利用していると答

えた保護者の方）にうかがいます。 

問 19 この 1 年間（令和 5 年 1 月から現在に至るまでの時間。以下同じです。）に、お子さ

んが病気やケガで幼稚園や保育所等に通うことができなかったことはありますか。あてはま

る番号に○をつけてください。 

全体では、「あった」が 81.5％と最も高く、次いで、「なかった」（10.4％）の順になって

います。 

 

 

 

問 19 で「1 あった」に○をつけた方にうかがいます。 

問 19-1 お子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった

場合、この 1 年間に行った対処方法としてあてはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日

数もご記入ください。 

全体では、「母親が休んだ」が 86.2％と最も高く、次いで、「(同居者を含む)親族・知人に子

どもをみてもらった」（33.1％）、「父親が休んだ」（22.1％）の順になっています。また、子

どもが病気になった時に対処した年間の平均日数は、「母親が休んだ」が 15.2 日、「父親が休

んだ」が 8.1 日となっています。 

  

81.5 10.4 8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=222)

あった なかった 無回答無回答

22.1

86.2

33.1

8.3

1.7

0.0

0.0

0.6

1.7

0.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父親が休んだ

母親が休んだ

(同居者を含む)親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

全体(n=181)
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問 19-1 で「ア.父親が休んだ」「イ．母親が休んだ」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

問 19-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われまし

たか。あてはまる番号 1 つに○をつけ、日数についてもご記入ください。 

全体では、「利用したいとは思わない」が 54.4％、「できれば病児・病後児保育施設等を利

用したい」が 43.8％となっています。年間の平均利用日数は、「６～15 日」が 31.4％と最も

高く、平均 11.8 日となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.8 54.4 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=160)

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答無回答

■子どもが病気になった時に対処した年間日数（平均） 

■病児・病後児保育施設の年間利用日数 

30.0

31.4

7.1

8.6

22.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1～5日

6～15日

16～20日

21日以上

無回答

利用したい(n=70)

平均 11.8日

平均日数
（日）

父親が休んだ 8.1
母親が休んだ 15.2
(同居者を含む)親族・知人に子どもをみてもらった 8.8
父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 19.4
病児・病後児保育を利用した 5.3
ベビーシッターを利用した -
ファミリー・サポート・センターを利用した -
仕方なく子どもだけで留守番をさせた 2.0
その他 -
全体 12.8
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９．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問 20 お子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労など）により、不定期に利

用している事業はありますか。ある場合は、あてはまる番号すべてに○をつけ、1 年間の利

用日数（おおよそ）もご記入ください。 

全体では、「利用していない」が 88.4％と最も高く、次いで、「一時預かり(私用など理由を

問わずに保育所等で一時的に子どもを保育する事業)」（4.3％）、「産後ケア(市が委託する医療

機関や助産所で宿泊や日帰りによりケアや相談が受けられる事業)」（0.9％）の順になってい

ます。年間の平均利用日数は、7.9 日となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.3

0.0

0.4

0.0

0.0

0.9

0.0

88.4

6.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

一時預かり(私用など理由を問わずに保育所等で一時的に子ども

を保育する事業)

幼稚園の預かり保育(通常の就園時間を延長して預かる事業のう

ち不定期に利用する場合のみ)

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ(夜間一時保育)

ショートステイ(短期間入所)

産後ケア(市が委託する医療機関や助産所で宿泊や日帰りにより

ケアや相談が受けられる事業)

その他

利用していない

無回答

全体(N=233)

■不定期な一時預かり等の利用年間日数（平均） 

平均日数
（日）

一時預かり 8.8
幼稚園の預かり保育 -
ファミリー・サポート・センター 1.0
夜間養護等事業(トワイライトステイ) -
短期入所生活援助事業(ショートステイ) -
ベビーシッター 7.0
その他 -
全体 7.9
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「その他」の内容…「そもそもそのようなサービスがあるのを知らない」「住んでいる地域に利用でき

る施設があるのか知らない」「預けるのが不安（虐待等）」「子どもが知らない環境

でかわいそう」など 

問 20 で「8 利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問 20-1 現在利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

全体では、「特に利用する必要がない」が 69.4％と最も高く、次いで、「事業の利用方法(手

続き等)がわからない」（22.8％）、「自分が事業の対象者になるのかどうかわからない」

（18.9％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

  

69.4

8.3

6.8

3.4

13.1

18.4

18.9

22.8

3.9

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

事業の質に不安がある

事業の利便性(立地や利用可能時間・日数など)がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利用方法(手続き等)がわからない

その他

無回答

全体(n=206)
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「その他」の内容…「きょうだいの行事」「メンテナンス」「人間ドック、健診」「学業」など 

問 21 お子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労等）により、年間何日くら

い事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について、あてはまる番号・記

号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください。 

全体では、「利用する必要はない」が 60.5％と最も高く、次いで、「利用したい」（30.5％）

の順になっています。利用したいと思う目的は、「（ア）私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的」が 70.4％と最も高く、次いで「（イ）冠婚葬祭、学校

行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院など」が 50.7％となっています。また、利用し

たい年間の平均日数は、全体で 9.2 日、「（ア）私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の

習い事等）、リフレッシュ目的」が 6.7 日、「（イ）冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を

含む）や親の通院など」が 3.9 日、「（ウ）不定期の就労」が 4.6 日となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.5 60.5 9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

利用したい 利用する必要はない 無回答無回答

■不定期な一時預かりを利用したいと思う目的 

70.4

50.7

31.0

5.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（ア）私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事

等）、

リフレッシュ目的

（イ）冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の通院など

（ウ）不定期の就労

（エ）その他

利用したい(n=71)

平均 9.2日
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■不定期な一時預かりを利用したい年間日数 

＜全体＞ ＜（ア）私用、リフレッシュ目的＞ 

＜（イ）冠婚葬祭、学校行事、

子どもや親の通院など＞ 
＜（ウ）不定期の就労＞ 

39.4

8.5

8.5

1.4

9.9

1.4

1.4

29.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

利用したい(n=71)

平均 9.2日

48.0

2.0

14.0

2.0

4.0

0.0

0.0

30.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（ア）利用したい(n=50)

平均 6.7日

69.4

5.6

8.3

0.0

0.0

0.0

0.0

16.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（イ）利用したい(n=36)

平均 3.9日

59.1

13.6

13.6

0.0

0.0

0.0

0.0

13.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（ウ）利用したい(n=22)

平均 4.6日
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「その他」の内容…「ベビーシッター」など 

問 21 で「1 利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 21-1 問 21 の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思わ

れますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

全体では、「大規模施設でこどもを保育する事業(例：幼稚園・保育所等)」が 70.4％と最も

高く、次いで、「小規模施設でこどもを保育する事業(例：地域子育て支援拠点等)」（36.6％）、

「地域住民が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業(例：ファミリー・サポート・センター

等)」（14.1％）の順になっています。 

 

 

 

 

  

70.4

36.6

14.1

1.4

8.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大規模施設でこどもを保育する事業(例：幼稚園・保育所等)

小規模施設でこどもを保育する事業(例：地域子育て支援拠点等)

地域住民が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業(例：ファミ

リー・サポート・センター等)

その他

無回答

全体(n=71)



１ 子ども・子育て支援事業計画調査 

（未就学児童の保護者） 

45 

「その他」の内容…「夜勤」など 

問 22 宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育

児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要が

あると思いますか。短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期

間、子どもを保護する事業）の利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○を

つけ、必要な泊数をご記入ください。 

全体では、「利用する必要はない」が 81.1％、「利用したい」が 10.7％となっています。利

用したいと思う目的は、「（ウ）保護者や家族の病気」が 52.0％で最も高く、次いで、「（ア）

冠婚葬祭」（44.0％）、「（イ）保護者や家族の育児疲れ・不安」（40.0％）の順になっています。

また、利用したいと思う年間の平均泊数は全体で 4.1 日となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.7 81.1 8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

利用したい 利用する必要はない 無回答無回答

■不定期な一時預かりを泊りがけで利用したいと思う目的 

■不定期な一時預かりを泊りがけで利用したいと思う年間泊数（平均） 

44.0

40.0

52.0

8.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

（ア）冠婚葬祭

（イ）保護者や家族の育児疲れ・不安

（ウ）保護者や家族の病気

（エ）その他

利用したい(n=25)

平均 6.4日

平均泊数
（日）

（ア）冠婚葬祭 2.5
（イ）保護者や家族の育児疲れ・不安 5.4
（ウ）保護者や家族の病気 3.6
（エ）その他 10.0
全体 4.1



１ 子ども・子育て支援事業計画調査 

（未就学児童の保護者） 

46 

10．小学校就学後の放課後の過ごし方について（お子さんが５歳以上

である方） 

問 23 お子さんについて、小学校低学年（1～3 年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）

の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、

それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。 

問 24 お子さんについて、小学校高学年（4～6 年生）になったら、放課後の時間をどのような場

所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週当たり日

数を数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には利用を希望する時間も（）内

に数字でご記入ください。 

低学年（1～3 年生）では、「学童クラブ」が 47.8％と最も高く、次いで、「自宅」

（36.7％）、「祖父母宅や友人・知人宅」（20.0％）の順になっています。 

高学年（4～6 年生）では、「自宅」が 50.0％と最も高く、次いで、「祖父母宅や友人・知人

宅」（35.6％）、「学童クラブ」（32.2％）の順になっています。 

 

 

 

  

36.7 

20.0 

12.2 

1.1 

7.8 

47.8 

1.1 

4.4 

50.0

35.6

24.4

2.2

12.2

32.2

3.3

5.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

ファミリー・サポート・セ

ンター

その他(公民館、公園など)

低学年（1～3年生）

高学年（4～6年生）

年長児(n=90)
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放課後に過ごす場所の週あたりの利用日数の希望は、低学年（1～3 年生）では平均 4.4 日、

高学年（4～6 年生）では平均 3.8 日となっています。 

また、学童クラブと回答した人に、利用終了の時間帯の意向を尋ねたところ、低学年（1～

3 年生）、高学年（4～6 年生）ともに「18 時台」（46.5％、51.7％）の回答が最も高く、低

学年（1～3 年生）で平均 17：30、高学年（4～6 年生）で平均 17：35 となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■利用終了の時間帯の意向（学童クラブ） 

■放課後に過ごす場所の週当たり利用日数の希望（平均日数） 

7.0

32.6

46.5

2.3

0.0

11.6

3.4

27.6

51.7

3.4

0.0

13.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

17時前

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

低学年（1～3年生）(n=43)

高学年（4～6年生）(n=29)

低学年（1～3年生）:平均 17：30

高学年（4～6年生）:平均 17：35

低学年
1～3年生

高学年
4～6年生

自宅 4.8 4.5

祖父母宅や友人・知人宅 3.6 3.6

習い事 1.5 1.7

児童館 - 5.0

放課後子ども教室 2.8 2.9

学童クラブ 5.1 4.9

ファミリー・サポート・センター 17.2 3.0

その他(公民館、公園など) 4.0 3.8

4.4 3.8

平均日数（日）

全体
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問 23 または問 24 で「6．学童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

問 25 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日と夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間

中に、学童クラブの利用希望はありますか。 

土曜日は、「高学年(4～6 年生)になっても利用したい」が 43.1％と最も高く、次いで、「低

学年(1～3 年生)の間は利用したい」（32.3％）、「利用する必要はない」（20.0％）の順になっ

ています。 

日曜・祝日は、「利用する必要はない」が 72.3％と最も高く、次いで、「高学年(4～6 年生)

になっても利用したい」（9.2％）、「低学年(1～3 年生)の間は利用したい」（3.1％）の順にな

っています。 

夏休み・冬休みなど長期休暇中は、「高学年(4～6 年生)になっても利用したい」が 52.3％と

最も高く、次いで、「低学年(1～3 年生)の間は利用したい」（33.8％）、「利用する必要はない」

（6.2％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.3

3.1

33.8

43.1

9.2

52.3

20.0

72.3

6.2

4.6

15.4

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

日曜・祝日

長期休暇中

低学年（1～3年生）の間は利用したい

高学年（4～6年生）になっても利用したい

利用する必要はない

-

(n=65)

無回答
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利用したい時間帯について、利用開始は、土曜日、長期休暇中が「８時台」、日曜・祝日が

「９時台」で最も高くなっており、土曜日は平均 8：25、日曜・祝日は平均 8：25、長期休

暇中は平均 8：05 となっています。 

また、利用終了は、土曜日、日曜・祝日、長期休暇中いずれも「1８時台」が最も高くなっ

ており、土曜日は平均 17：00、日曜・祝日は平均 17：40、長期休暇中は平均 17：25 と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中に利用したい時間帯 

＜利用開始＞ ＜利用終了＞ 

12.2

49.0

24.5

0.0

4.1

10.2

12.5

25.0

37.5

0.0

0.0

25.0

12.5

60.7

17.9

1.8

0.0

7.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

8時前

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

土曜日( n=49)

日曜・祝日( n=8)

長期休暇中( n=56)

日曜・祝日：平均：8：25

長期休暇中：平均8：05

土曜日：平均 8：25

12.2

6.1

32.7

34.7

4.1

0.0

10.2

0.0

12.5

12.5

37.5

12.5

0.0

25.0

1.8

7.1

32.1

46.4

5.4

0.0

7.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

16時前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

土曜日( n=49)

日曜・祝日( n=8)

長期休暇中( n=56)

日曜・祝日：平均 17：40

長期休暇中：平均 17：25

土曜日：平均 17：00
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11．育児休業について 

問 26 お子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しましたか。母

親、父親それぞれについて、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

 ❶ 母親 

全体では、「取得した(取得中である)」が 42.1％と最も高く、次いで、「働いていなかった」

（39.1％）、「取得していない」（14.6％）の順になっています。 

 

 

 ❷ 父親 

全体では、「取得していない」が 68.7％と最も高く、次いで、「取得した(取得中である)」

（3.9％）、「働いていなかった」（2.6％）の順になっています。 

 

 

 

  

39.1 42.1 14.6 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

働いていなかった 取得した(取得中である) 取得していない 無回答無回答

2.6 3.9

68.7 24.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

働いていなかった 取得した(取得中である) 取得していない 無回答無回答
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問 26 で母または父が育児休業を「2．取得した（取得中である）」に○をつけた方にうかがいま

す。 

問 26-1 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号 1 つに○をつけてくだ

さい。 

 ❶ 母親 

全体では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 85.7％と最も高く、次いで、「現在も育

児休業中である」（9.2％）、「育児休業中に離職した」（4.1％）の順になっています。 

 

 

 ❷ 父親 

全体では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 100.0％となっています。 

 

 

 

  

85.7 9.2

4.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=98)

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答無回答

100.0 0.00.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=9)

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答無回答
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問 26-1 で「1 育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。 

問 26-2 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。

あてはまる番号 1 つに○をつけてください。また、お勤め先の育児休業制度の期間内で、何

歳何か月のときまで取りたかったですか。 

 ❶ 母親 

実際に職場復帰した時の子どもの年齢について、母親では「１歳 0-３ヶ月」が 46.4％と最

も高く、次いで、「11ヶ月」（14.3％）の順になっています。また、希望については「１歳0-

３ヶ月」が21.4％と最も高く、次いで、「３歳以上」（17.9％）、「２歳０-５ヶ月」（16.7％）

の順になっています。 

 

 ❷ 父親 

実際に職場復帰した時の子どもの年齢について、父親では「１ヶ月」が 22.2％と最も高く、

次いで、「１ヶ月未満」「２ヶ月」「１歳 0-３ヶ月」「２歳 0-５ヶ月」（11.1％）の順になって

います。また、希望については「１ヶ月」「３ヶ月」「５ヶ月」「６ヶ月」で 11.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■職場復帰した時の子どもの年齢 

0.0

2.4

1.2

2.4

2.4

1.2

3.6

2.4

2.4

1.2

3.6

14.3

46.4

0.0

2.4

3.6

1.2

0.0

9.5

0.0

0.0

0.0

1.2

1.2

0.0

2.4

0.0

0.0

0.0

1.2

1.2

21.4

6.0

2.4

16.7

1.2

17.9

27.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1ヶ月未満

1ヶ月

2ヶ月

3ヶ月

4ヶ月

5ヶ月

6ヶ月

7ヶ月

8ヶ月

9ヶ月

10ヶ月

11ヶ月

1歳0-3ヶ月

1歳4-7ヶ月

1歳8-11ヶ月

2歳0-5ヶ月

2歳6-11ヶ月

3歳以上

無回答

実際 希望

希望：平均 1歳9.3ヶ月

実際：平均 11.4ヶ月

母親(n=84)

11.1

22.2

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

11.1

0.0

0.0

11.1

0.0

0.0

33.3

0.0

11.1

0.0

11.1

0.0

11.1

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

55.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1ヶ月未満

1ヶ月

2ヶ月

3ヶ月

4ヶ月

5ヶ月

6ヶ月

7ヶ月

8ヶ月

9ヶ月

10ヶ月

11ヶ月

1歳0-3ヶ月

1歳4-7ヶ月

1歳8-11ヶ月

2歳0-5ヶ月

2歳6-11ヶ月

3歳以上

無回答

実際 希望

希望：平均 3.8ヶ月

実際：平均 8.2ヶ月

父親(n=9)
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職場に復帰した時期について、母親は「希望より早く復帰した」が 26.2％と最も高く、次

いで、「実際と希望する復帰時期が同じだった」（17.9％）、「希望より遅く復帰した」（1.2％）

の順になっています。父親は「希望より早く復帰した」が 44.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■職場復帰した時期 

26.2

44.4

1.2

0.0

17.9

0.0

54.8

55.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=84)

父親(n=9)

希望より早く復帰した 希望より遅く復帰した 実際と希望する復帰時期が同じだった -無回答
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「その他」の内容…「3 年は職場に申し訳ないと思った」「育児休業が１年間だった」「職場では１歳になると

復帰しないといけないような感じ」「他の社員も１年で復帰しているため」「会社の規定。

入る保育園が決まっていたら延長できない。入れない時のみ延長できる。」「仕事場に早く

復帰してほしいといわれた」「自営のため」など 

「その他」の内容…「3日間だけだったから」「父親は１ヵ月しかとれなかった」「仕事場に早く復帰し

ないと昇進にかかわると言われた」など 

問 26-2 で、育児休業取得後、希望より早く復帰した方にうかがいます。 

問 26-3 希望より早く復帰した理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

 ❶ 母親 

全体では、「希望する保育所に入るため」「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が

68.2％と最も高く、次いで、「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」（63.6％）の順

になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

全体では、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」「人事異動や業務の節目の時期に合

わせるため」「その他」が 50.0％と最も高く、次いで、「希望する保育所に入るため」「配偶者

や家族の希望があったため」（25.0％）の順になっています。 

  

 

  

68.2

54.5

68.2

63.6

59.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

母親(n=22)

25.0

25.0

50.0

50.0

50.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

父親(n=4)
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「その他」の内容…「子育て支援センター」「職場」「特に入手しようと思わない」など 

12．子育て全般について 

問 27 子育てに関する情報をどこ（だれ）から入手していますか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

全体では、「親族(親、兄弟等)」が 67.4％と最も高く、次いで、「保育所・こども園・幼稚園」

（60.5％）、「インターネット・ＳＮＳ」（50.6％）の順になっています。 

 

 

 

 

問 28 子育てに関する情報は十分入手できていますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてくださ

い。 

全体では、「どちらかといえばできている」が 61.4％と最も高く、次いで、「十分できてい

る」（24.9％）、「どちらかといえばできていない」（6.0％）の順になっています。 

 

 

  

67.4

46.4

60.5

21.0

24.9

18.0

12.0

50.6

28.8

1.7

1.7

3.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親族(親、兄弟等)

隣近所の人、知人、友人

保育所・こども園・幼稚園

役場や町の機関

町の広報やパンフレット

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌・育児書、コミュニティー誌

インターネット・ＳＮＳ

医療機関(産婦人科、小児科)

その他

情報の入手手段わからない

無回答

全体(N=233)

24.9 61.4 6.0

3.4

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

十分できている どちらかといえばできている どちらかといえばできていない

できていない 無回答無回答
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「その他」の内容…「仕事と家庭の両立は難しい。子どもが風邪などで休みをもらいやすくするなら

正社員ではなくパートにしないといけない。」「子どもが熱を出すたび休んで、有

休がもうないので出勤日数が減って、収入も減っている。勤務日数がこのまま少

なかったら、常勤でいるのが難しいと言われた。」「1～8全部」など 

問 29 川崎町は子育てしやすい町だと思いますか。あてはまる番号 1 つに〇をつけてください。 

全体では、「ややそう思う」が 38.6％と最も高く、次いで、「そう思う」（24.9％）、「あま

りそう思わない」（19.3％）の順になっています。 

 
 

 

問 30 子育てに関して不安感や負担感をお感じですか。あてはまる番号 1 つに〇をつけてくださ

い。 

全体では、「なんとなく不安や負担を感じる」が 34.8％と最も高く、次いで、「あまり不安

や負担等は感じない」（30.0％）、「全く感じない」（12.9％）の順になっています。 

 

 

問 31 子育てをする中で、いちばん負担になっていることは何ですか。あてはまる番号 1 つに〇

をつけてください。 

全体では、「お金がかかりすぎる」が 24.5％と最も高く、次いで、「身体的・体力的な疲れ」

（15.9％）、「特にない」（13.3％）の順になっています。 

  

24.9 38.6 19.3

3.4

10.7 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない どちらでもない 無回答無回答

8.6 34.8 30.0 12.9 11.2 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

非常に不安や負担を感じる なんとなく不安や負担を感じる あまり不安や負担等は感じない

全く感じない なんともいえない 無回答無回答

24.5 15.9 11.2

0.4 2.1

4.3

3.0 2.1 2.6

13.3 20.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

お金がかかりすぎる 身体的・体力的な疲れ

精神的な疲れ・ストレス 相談できる人がいない

まわりの環境がよくない 子育てしながら働ける場所がない

公共施設・医療機関がない 公共交通機関の便がわるい

その他 特にない

無回答無回答
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25.3

30.5

23.2

12.0

32.6

2.1

32.2

5.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

身近な場での窓口

専門的な情報

職員の対応スキル

地域機関等へのつなぎ

安心して相談できる環境(子どもの預かり、プライバシーの

配慮等)

その他

特にない

無回答

全体(N=233)

「その他」の内容…「病院で看てもらえないことが多いので、どうにかしてほしい」「病児保育」「保

育園の充実」「どうしようもない時、助けてくれる場所」「金銭的に支援してほし

い」「公園、歩道の整備」「仕事を休んでも大丈夫な環境にして欲しい」「子ども同

士の交流」「習い事」「多胎児の会」「日曜日にすこやかが開いていて欲しい」など 

「その他」の内容…「仕事上で知り得たことはペラペラと話さないでほしい」実際に出産したことあ

る方等に相談できる環境が欲しい」「病児保育」「平日 17 時までの相談ばかりなの

で、相談可能な時間の枠を広げて欲しい」など 

問 32 行政が行って欲しい。また、機会があれば参加・利用したいサービスは次のうちどれであ

すか。あてはまる番号 1 つに〇をつけてください。 

全体では、「特にない」が 34.3％と最も高く、次いで、「発育・発達チェックの場」

（19.7％）、「年齢の近い親同士の仲間づくりの場」（6.9％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 33 町の相談機関において、子育てに関する相談で充実してほしいことは何ですか。あてはま

る番号 3 つまでに〇をつけてください。 

全体では、「安心して相談できる環境(子どもの預かり、プライバシーの配慮等)」が 32.6％

と最も高く、次いで、「特にない」（32.2％）、「専門的な情報」（30.5％）の順になっています。 

 

  

19.7

3.0

6.9 6.0

0.0

3.4

0.90.4

3.4

0.9

5.2

34.3 15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

発育・発達チェックの場 育児の方法・関わり方などを教わる場

年齢の近い親同士の仲間づくりの場 子どもの父親が育児を教わる場

乳房のケアを教わる場 悩みを聞いてもらい、ねぎらってくれる場

自身の健康管理を教わる場 近所の人、地域の人たちと交流する場

家族の大切さや親育ちを教わる場 祖父母が育児を教わる場

その他 特にない

無回答無回答
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「その他」の内容…「フードバンク」「医療費など」「子どもがいる所にもヘルパーさんが欲しい」な

ど 

問 34 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。あてはまる番号 3 つ

までに〇をつけてください。 

全体では、「子どもたちの遊び場、機会の充実」が 36.9％と最も高く、次いで、「地域にお

ける子育て支援の充実」（29.6％）、「保育サービスの充実」（27.9％）の順になっています。 

 

 

 

 

問 36 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度についておうかがいします。あて

はまる番号 1 つに○をつけてください。 

全体では、「3」が 51.5％と最も高く、次いで、「4」（18.9％）、「2」（15.0％）の順にな

っています。 

 

  

29.6

27.9

6.9

6.0

20.6

14.2

22.3

24.0

16.3

4.3

36.9

7.7

1.7

13.7

5.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

地域における子育て支援の充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもの活動拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立への取組

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

特別な支援を要する児童への支援

子どもたちの遊び場、機会の充実

子育てや子どもの発育・発達について相談できる場所

その他

特にない

無回答

全体(N=233)

5.2 15.0 51.5 18.9 4.7 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=233)

1満足度が低い 2 3 4 5満足度が高い 無回答無回答
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（参考）「問 34 子育てをする中での有効な支援・対策」と「問 36 子育ての環境や支援へ

の満足度」のクロス集計 

2.9

4.6

0.0

14.3

6.3

6.1

7.7

7.1

10.5

0.0

5.8

5.6

13.0

13.8

7.1

8.3

18.2

23.1

14.3

7.9

30.0

12.8

0.0

52.2

52.3

62.5

64.3

52.1

51.5

42.3

48.2

57.9

60.0

57.0

55.6

24.6

23.1

25.0

7.1

18.8

18.2

19.2

21.4

18.4

10.0

18.6

33.3

5.8

4.6

6.3

0.0

10.4

3.0

7.7

5.4

0.0

3.5

5.6

1.4

1.5

6.3

7.1

4.2

3.0

0.0

3.6

5.3

0.0

2.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域における子育て支援の充実(n=69)

保育サービスの充実(n=65)

子育て支援のネットワークづくり(n=16)

地域における子どもの活動拠点の充実(n=14)

妊娠・出産に対する支援(n=48)

子どもの教育環境(n=33)

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実(n=52)

仕事と家庭生活の両立への取組(n=56)

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減(n=38)

特別な支援を要する児童への支援(n=10)

子どもたちの遊び場、機会の充実(n=86)

子育てや子どもの発育・発達について相談できる場所(n=18)

1満足度

が低い

2 3 4 5満足度

が高い
無回答
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１．お住まいの地域について 

問 1 お住まいの校区としてあてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

全体では、「川崎小学校区」が 31.5％と最も高く、次いで、「川崎東小学校区」（27.8％）、

「池尻小学校区」（21.3％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

２．お子さんとご家族の状況について 

問 2 お子さんの生年月、学年をご記入ください。＜（）内に数字でご記入ください。＞ 

全体では、「11 歳」が 22.7％と最も高く、次いで、「9 歳」（19.0％）、「7 歳」「10 歳」

（14.4％）の順になっています。 

 

 

学年では、「3 年生」が 21.8％と最も高く、次いで、「5 年生」（19.9％）、「6 年生」

（16.7％）の順になっています。 

 

  

31.5 27.8 18.1 21.3 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

川崎小学校区 川崎東小学校区 真崎小学校区 池尻小学校区 無回答無回答

1.9
14.4 12.5 19.0 14.4 22.7 13.9 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 無回答無回答

14.4 10.2 21.8 14.8 19.9 16.7 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 無回答無回答
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問 3 お子さんのきょうだいは何人ですか。＜（）内に数字でご記入ください。＞ 

全体では、「2 人」が 29.2％と最も高く、次いで、「3 人」（26.4％）、「1 人」（23.1％）の

順になっています。 

 

 

問 4 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた続柄で、あてはまる番号

1 つに○をつけてください。 

全体では、「母親」が 93.5％と最も高く、次いで、「父親」（5.1％）、「その他」（0.9％）の

順になっています。 

 

 

問 5 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。あてはまる番号

1 つに○をつけてください。 

全体では、「配偶者がいる」が 70.4％と最も高く、次いで、「配偶者がいない」（29.6％）

の順になっています。 

 

 

問 6 お子さんの子育て（教育や保育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんから

みた続柄で、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

全体では、「父母ともに」が 48.1％と最も高く、次いで、「主に母親」（46.3％）、「主に祖

父母」（1.9％）の順になっています。 

  

3.7
23.1 29.2 26.4 8.3 8.3 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

0人(一人っ子) 1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答無回答

93.5

5.1

0.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

母親 父親 その他 無回答無回答

70.4 29.6 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

配偶者がいる 配偶者がいない 無回答無回答

48.1 46.3

1.4 1.9 0.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答無回答
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「その他」の内容…「頼みにくい」「町内に居住していないので預けに行くまで時間がかかる」「兄

に緊急の時」など 

63.8

21.8

12.6

25.9

4.6

1.7

1.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心

配することなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配

である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦し

い

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるかどう

か、少し不安がある

その他

無回答

全体(n=174)

39.4

53.7

4.2

7.9

10.6

3.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえ

る

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・

知人がいる

いずれもいない

無回答

全体(N=216)

３．お子さんの育ちをめぐる環境について 

問 7 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

全体では、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 53.7％と最も

高く、次いで、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（39.4％）、「いずれもいない」

（10.6％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 で「1」または「2」に○をつけた方にうかがいます。 

問 7-1 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

全体では、「祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安

心して子どもをみてもらえる」が 63.8％と最も高く、次いで、「自分たち親の立場として、負

担をかけていることが心苦しい」（25.9％）、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配であ

る」（21.8％）の順になっています。 
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問 7 で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 7-2 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番号すべてに

○をつけてください。 

全体では、「友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心し

て子どもをみてもらえる」が 54.5％と最も高く、次いで、「自分たち親の立場として、負担を

かけていることが心苦しい」（27.3％）、「友人・知人の身体的負担が大きく心配である」「子ど

もの教育や発達にとってふさわしい環境であるかどうか、少し不安がある」（9.1％）の順にな

っています。 

 

 

 

 

問 8 お子さんの子育て（教育や保育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。ま

た、相談できる場所はありますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

全体では、「いる／ある」が 88.9％と最も高く、次いで、「いない／ない」（7.4％）の順に

なっています。 

 

 

 

  

54.5

9.1

4.5

27.3

9.1

4.5

18.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配す

ることなく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配であ

る

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦し

い

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるかどう

か、少し不安がある

その他

無回答

全体(n=22)

88.9 7.4 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

いる／ある いない／ない 無回答無回答
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「その他」の内容…「放課後デイサービス」「職場の人」「彼氏」「夫」「姉、妹」など 

問 8 で「1」に○をつけた方にうかがいます。 

問 8-1 お子さんの子育て（教育や保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（ど

こ）ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

全体では、「祖父母等の親族」が 73.4％と最も高く、次いで、「友人や知人」（66.7％）、

「小学校教諭」（18.8％）の順になっています。 

 

  

73.4

66.7

2.6

6.3

4.7

18.8

0.0

10.4

2.1

5.2

0.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援センター・児童館」

保健所・保健センター

小学校教諭

民生委員・児童委員

かかりつけ医師・看護師等

自治体の子育て関連担当窓口

その他

無回答

全体(n=192)
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４．保護者の就労状況について 

問 10 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）をうかがいます。あて

はまる番号 1 つずつ○をつけてください。 

 ❶ 母親 

全体では、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中では無い」が 31.9％と最

も高く、次いで、「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中では無い」

（28.2％）、「以前は就労していたが、現在は就労していない」（17.6％）の順になっています。 

 

 

 

 ❷ 父親 

全体では、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中では無い」が 53.7％と最

も高く、次いで、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である」（8.3％）、

「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中では無い」（2.3％）の順に

なっています。 

 

 

  

31.9 7.9 28.2 6.0 17.6 0.0 8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中では無い

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中では無い

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答無回答

53.7 8.3

2.3

0.0

1.9

0.0
33.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中では無い

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中では無い

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答無回答



２ 子ども・子育て支援事業計画調査 

（小学生児童の保護者） 

68 

問 10 で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-1 「1 週当たりの就労日数」、「1 日当たりの就労時間（残業時間を含む）」をお答え

ください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答え

ください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

 ❶ 母親 

１週あたりの就労日数は、「５日」が60.0％と最も高く、次いで、「４日」（16.3％）、「６日」

（10.6％）の順になっています。1 日あたりの就労時間は、「８-9 時間未満」が 37.5％と最

も高く、次いで、「7-8 時間未満」（16.9％）、「5-6 時間未満」（13.1％）の順になっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

１週あたりの就労日数は、「６日」が 48.9％と最も高く、次いで、「５日」（41.0％）の順にな

っています。1 日あたりの就労時間は、「８-9 時間未満」が 46.8％と最も高く、次いで、「9-10

時間未満」（16.5％）、「10-11 時間未満」（11.5％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

  

■1週あたりの就労日数 ■1日あたりの就労時間 

■1週あたりの就労日数 ■1日あたりの就労時間 

0.0

0.0

7.5

16.3

60.0

10.6

1.3

4.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

全体(n=160)

平均4.9日

2.5

8.8

13.1

12.5

16.9

37.5

3.8

1.3

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8-9時間未満

9-10時間未満

10-11時間未満

11-12時間未満

12-13時間未満

13時間以上

無回答

全体(n=160)

平均 6.8時間

0.0

0.7

0.0

2.2

41.0

48.9

3.6

3.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

全体(n=139)

平均 5.6日

0.0

0.7

2.2

0.0

5.8

46.8

16.5

11.5

2.2

7.2

3.6

3.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8-9時間未満

9-10時間未満

10-11時間未満

11-12時間未満

12-13時間未満

13時間以上

無回答

全体(n=139)

平均 9.0時間
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問 10 で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-2 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも

多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状

況についてお答えください。 

➊母親 

家を出る時間は「８時台」が 50.0％と最も高く、次いで、「７時台」（21.9％）、「９時台」

（16.3％）の順になっています。帰宅時間は「18 時台」が 33.8％と最も高く、次いで、

「17 時台」（20.0％）、「15 時台」（13.8％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➋父親 

家を出る時間は「７時台」が 40.3％と最も高く、次いで、「８時台」（23.7％）、「６時台」

（19.4％）の順になっています。帰宅時間は「18 時台」が 35.3％と最も高く、次いで、

「19 時台」（24.5％）、「17 時台」（15.1％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■家を出る時間 ■帰宅時間 

■家を出る時間 ■帰宅時間 

0.0

1.3

21.9

50.0

16.3

4.4

0.0

0.6

5.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

6時前

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

全体(n=160)

平均 8：10

7.9

19.4

40.3

23.7

2.9

0.0

0.0

1.4

4.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

6時前

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

全体(n=139)

平均 7：00

1.9

3.1

3.8

13.8

11.9

20.0

33.8

5.6

0.0

0.0

0.6

0.0

5.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

全体(n=160)

平均 16：55

0.7

0.7

2.2

1.4

0.7

15.1

35.3

24.5

7.2

2.9

0.7

3.6

5.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

全体(n=139)

平均 18:20
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問 10 で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-3 フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてくださ

い。 

 ❶ 母親 

全体では、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 59.5％と最も高く、次い

で、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」（17.6％）、「パート・アルバ

イト等をやめて子育てや家事に専念したい」（9.5％）の順になっています。 

 

 

 ❷ 父親 

全体では、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 60.0％となっています。 

 

 

  

17.6 8.1 59.5 9.5 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=74)

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望がない、又は実現できる見込みが無い

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答無回答

0.00.0 60.0 0.0 40.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=5)

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望がない、又は実現できる見込みが無い

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答無回答



２ 子ども・子育て支援事業計画調査 

（小学生児童の保護者） 

71 

問 10 で「5」または「6」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-4 就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ 1 つに○を

つけ、該当する（）内には数字をご記入ください。 

 ❶ 母親 

ア．母親の就労希望と就労を希望する時の子どもの年齢 

全体では、「子育てや家事などに専念したい(就労の予定はない)」が 39.5％と最も高く、次

いで、「すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい」（31.6％）、「1 年より先、一番下の子ど

もが（）歳になったころに就労したい」（15.8％）の順になっています。また、就労を希望す

る時の子どもの年齢は、平均 8.8 歳となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．母親の希望する就労形態 

全体では、「フルタイム」「パートタイム、アルバイト等」が 6.3％と最も高くなっています。 

 

 

  

■子どもが何歳になった頃に就労を希望するか 

16.7

33.3

16.7

16.7

16.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

6歳

7歳

8歳

16歳

無回答

子どもがある程度の年齢になったら働きたい(n=6)

平均 8.8歳

38.9 33.3 27.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=18)

フルタイム パート・アルバイト等 無回答無回答

39.5 15.8 31.6 13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=38)

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもがある程度の年齢になったころに働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

無回答無回答
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ウ．母親の希望する就労日数と就労時間 

就労日数は、「３日」「４日」が 33.3％と最も高く、次いで、「５日」（16.7％）の順になっ

ています。 

就労時間は、「5-6 時間未満」が 50.0％と最も高く、次いで、「4-5 時間未満」「6-7 時間

未満」（16.7％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

ア．父親の就労希望と就労を希望する時の子どもの年齢 

全体では、「子育てや家事などに専念したい(就労の予定はない)」「すぐにでも、もしくは 1

年以内に就労したい」が 50.0％と最も高くなっています。 

 

 

イ．父親の希望する就労形態 

全体では、「フルタイム」が 100.0％と最も高くなっています。 

  

50.0 0.0 50.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4)

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもがある程度の年齢になったころに働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

無回答無回答

100.0 0.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2)

フルタイム パートタイム、アルバイト等 無回答無回答

■希望する就労日数（週当たり） ■希望する就労時間（１日当たり） 

0.0

0.0

33.3

33.3

16.7

0.0

16.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

全体(n=6)

平均 3.8日

0.0

0.0

16.7

50.0

16.7

0.0

0.0

16.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

3時間未満

3-4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8時間以上

無回答

全体(n=6)

平均 5.0時間
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５．地域の子育てに関する事業の利用状況について 

問 11 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと

思うものをお答えください。①～④の事業ごとにａ～ｃのそれぞれについて、「はい」「いい

え」のいずれかに○をつけてください。 

認知度は、「②地域子育て支援センター」が 80.1％で最も高く、次いで、「➀スクールカウ

ンセラー等による相談」（55.1％）、「③子育て世代包括支援センターによる相談」（36.6％）、

「④ファミリー・サポート・センター」（16.7％）の順になっています。 

 

利用状況は、「②地域子育て支援センター」が 36.1％で最も高く、次いで、「➀スクールカ

ウンセラー等による相談」（13.0％）、「③子育て世代包括支援センターによる相談」（6.0％）、

「④ファミリー・サポート・センター」（1.4％）の順になっています。 

 

利用意向は、「②地域子育て支援センター」が 20.8％で最も高く、「➀スクールカウンセラ

ー等による相談」（19.0％）、「③子育て世代包括支援センターによる相談」（9.7％）、「④ファ

ミリー・サポート・センター」（9.3％）の順になっています。 

 

Ａ．知っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55.1

80.1

36.6

16.7

35.6

12.0

52.8

74.1

9.3

7.9

10.6

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① スクールカウンセラー等による相談

② 地域子育て支援センター

③ 子育て世代包括支援センターによる相談

④ ファミリー・サポート・センター

はい いいえ 系列4無回答

全体(N=216)
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Ｂ．これまでに利用したことがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．今後利用したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.0

36.1

6.0

1.4

70.8

48.6

73.1

77.8

16.2

15.3

20.8

20.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① スクールカウンセラー等による相談

② 地域子育て支援センター

③ 子育て世代包括支援センターによる相談

④ ファミリー・サポート・センター

はい いいえ 系列4無回答

全体(N=216)

19.0

20.8

9.7

9.3

61.1

58.8

67.6

69.0

19.9

20.4

22.7

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① スクールカウンセラー等による相談

② 地域子育て支援センター

③ 子育て世代包括支援センターによる相談

④ ファミリー・サポート・センター

はい いいえ 系列4無回答

全体(N=216)
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問 11 の①～④のいずれかで「C．今後利用したい」の「はい」に○をつけた方にうかがいます。問

11-1 今後利用したいと思われる時間帯はどれくらいですか。 

 

希望する利用時間帯は、開始時間は「9 時台」（20.3％）、終了時間は「17 時台」（20.3％）

が最も高く、開始時間の平均は 11：20、終了時間の平均は 16：25 となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■希望する利用時間帯（開始時間） 

 

■希望する利用時間帯（終了時間） 

 

0.0

0.0

15.6

20.3

10.9

0.0

1.6

3.1

3.1

0.0

6.3

1.6

9.4

28.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

7時前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

全体(n=64)

平均 11：20

0.0

3.1

1.6

6.3

0.0

4.7

4.7

4.7

20.3

12.5

6.3

6.3

1.6

28.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

10時前

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

全体(n=64)

平均 16：25
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19.0

75.8

24.2

12.4

0.7

0.0

0.0

12.4

3.3

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父親が休んだ

母親が休んだ

(同居者を含む)親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみ

た

病児・病後児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

全体(n=153)

「その他」の内容…「子どもを連れて仕事に行った」など 

６．病気の際の対応について 

問 12 この 1 年間に、お子さんが病気やケガで学校に通うことができなかったことはあります

か。あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

「あった」が 70.8％、「なかった」が 26.4％となっています。 

 

 

問 12 で「1 あった」に○をつけた方にうかがいます。 

問 12-1 お子さんが病気や病後（感染症など）、またはけがで学校を休んだり、学童クラブ

などの預かりサービスが利用できなかったりした場合、この 1 年間に行った対処方法は何で

すか。あてはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も（）内に数字でご記入ください

（半日程度の対応の場合も 1 日とカウントしてください。） 

全体では、「母親が休んだ」が 75.8％と最も高く、次いで、「(同居者を含む)親族・知人に子

どもをみてもらった」（24.2％）、「父親が休んだ」（19.0％）の順になっています。また、子

どもが病気になった時に対処した年間の平均日数は、「父親又は母親のうち就労していない方

が子どもをみた」が 17.0 日と最も高く、次いで、「父親が休んだ」（7.9 日）、「母親が休んだ」

（7.5 日）の順になっています。 

 

  

70.8 26.4 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

あった なかった 無回答無回答
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問 12-1 で「ア父親が休んだ」「イ．母親が休んだ」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

問 12-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われまし

たか。あてはまる番号 1 つに○をつけ、日数についても（）内に数字でご記入ください。な

お、病児・病後児のための事業等の利用には、利用前に医療機関の受診が必要となります。 

全体では、「利用したいとは思わない」が 71.9％と最も高く、次いで、「できれば病児・病

後児保育施設等を利用したい」（23.1％）の順になっています。年間の利用日数は、「1～5 日」

「６～15 日」が 32.1％と最も高く、平均 17.3 日となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.1 71.9 5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=121)

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答無回答

■子どもが病気になった時に対処した年間日数（平均） 

■病児・病後児保育施設の年間利用日数 

32.1

32.1

0.0

3.6

32.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1～5日

6～15日

16～20日

21日以上

無回答

利用したい(n=28)

平均 17.3日

平均日数
（日）

父親が休んだ 7.9
母親が休んだ 7.5
(同居者を含む)親族・知人に子どもをみてもらった 4.0
父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 17.0
病児・病後児保育を利用した -
ベビーシッターを利用した -
ファミリー・サポート・センターを利用した -
仕方なく子どもだけで留守番をさせた 4.4
その他 4.3
全体 7.5
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７．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問 13 お子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労など）により、不定期に利

用している事業はありますか。ある場合はあてはまる番号すべてに○をつけ、1 年間の利用

日数（おおよそ）も（）内に数字でご記入ください。 

全体では、「利用していない」が 96.8％と最も高く、次いで、「ファミリー・サポート・セ

ンター」（0.9％）、「その他」（0.5％）の順になっています。年間の平均利用日数は、1.0 日と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.9

0.0

0.0

0.5

96.8

1.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ(夜間一時保育)

ショートステイ(短期間入所)

その他

利用していない

無回答

全体(N=216)

■不定期な一時預かり等の利用年間日数（平均） 

平均日数
（日）

ファミリー・サポート・センター 1.0
夜間養護等事業(トワイライトステイ) -
短期入所生活援助事業(ショートステイ) -
その他 -
全体 1.0
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「その他」の内容…「知らなかった」「川崎町にあるのかわからない」「仕事を休み自分で診るた

め」「利用したい内容が違う」など 

問 13 で「5 利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問 13-1 現在利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

全体では、「特に利用する必要がない」が 82.3％と最も高く、次いで、「自分が事業の対象

者になるのかどうかわからない」（15.3％）、「利用料がわからない」（14.4％）の順になって

います。 

 

 

  

82.3

2.9

6.2

1.0

3.3

14.4

15.3

13.4

5.3

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

事業の質に不安がある

事業の利便性(立地や利用可能時間・日数など)がよくな

い

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利用方法(手続き等)がわからない

その他

無回答

全体(n=209)



２ 子ども・子育て支援事業計画調査 

（小学生児童の保護者） 

80 

「その他」の内容…「入院」など 

問 14 お子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労等）により、年間何日くら

い事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無についてあてはまる番号・記号

すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください。 

全体では、「利用する必要はない」が 75.5％と最も高く、次いで、「利用したい」（12.5％）

の順になっています。利用したいと思う目的は、「私用(買物、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の

習い事等)、リフレッシュ目的」が 48.1％と最も高く、次いで、「不定期の就労」（44.4％）、

「冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の通院など」（40.7％）の順になってい

ます。また、利用したい年間の平均日数は、全体で 10.0 日、「（ア）私用（買物、子ども（兄

弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的」が5.3日、「（イ）冠婚葬祭、学校行事、

子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院など」が 3.3 日、「（ウ）不定期の就労」が 3.8 日となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.5 75.5 12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

利用したい 利用する必要はない 無回答無回答

48.1

40.7

44.4

3.7

11.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

私用(買物、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の習い事等)、リ

フレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の通院

など

不定期の就労

その他

無回答

全体(n=27)

■不定期な一時預かりを利用したいと思う目的 



２ 子ども・子育て支援事業計画調査 

（小学生児童の保護者） 

81 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■不定期な一時預かりを利用したい年間日数 

＜全体＞ ＜（ア）私用、リフレッシュ目的＞ 

＜（イ）冠婚葬祭、学校行事、

子どもや親の通院など＞ 
＜（ウ）不定期の就労＞ 

40.7

11.1

3.7

3.7

0.0

0.0

3.7

37.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

利用したい(n=27)

平均 10.0日

46.2

7.7

7.7

0.0

0.0

0.0

0.0

38.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（ア）利用したい(n=13)

平均 5.3日

63.6

9.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

27.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（イ）利用したい(n=11)

平均 3.3日

16.7

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

66.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（ウ）利用したい(n=12)

平均 3.8日
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「その他」の内容…「ベビーシッターが家に来てもらえると助かる」など 

問 14 で「1 利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 14-1 問 14 の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思わ

れますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

全体では、「ファミリー・サポート・センター(地域住民が子どもを預かる事業)」が 44.4％

と最も高く、次いで、「トワイライトステイ(夜間一時保育)」（18.5％）、「ショートステイ(短

期間入所)」「その他」（7.4％）の順になっています。 

 

 

  

44.4

18.5

7.4

7.4

40.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ファミリー・サポート・センター(地域住民が子どもを預

かる事業)

トワイライトステイ(夜間一時保育)

ショートステイ(短期間入所)

その他

無回答

全体(n=27)
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問 15 宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育

児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要が

あると思いますか。短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期

間、子どもを保護する事業）の利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○を

つけ、必要な泊数をご記入ください。（利用したい泊数の合計と、目的別の内訳の泊数を

（）内に数字でご記入ください。） 

全体では、「利用する必要はない」が 84.3％と最も高く、次いで、「利用したい」（6.0％）

の順になっています。泊りがけで預けた状況は、「保護者や家族の病気」が 69.2％と最も高く

なっています。また、預けた年間の平均泊数は、全体で 7.2 日となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.0 84.3 9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

利用したい 利用する必要はない 無回答無回答

■保護者の用事で子どもを家族以外に泊りがけで預けた状況（過去１年） 

■保護者の用事で子どもを家族以外に泊りがけで預けた年間泊数（平均） 

7.7

15.4

69.2

7.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

（ア）冠婚葬祭

（イ）保護者や家族の育児疲れ・不安

（ウ）保護者や家族の病気

（エ）その他

利用したい(n=13)

平均 8.1日

平均泊数
（日）

（ア）冠婚葬祭 1.0
（イ）保護者や家族の育児疲れ・不安 6.5
（ウ）保護者や家族の病気 8.0
（エ）その他 -
全体 7.2
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８．放課後（授業等終了後）の過ごし方について 

問 16 お子さんが小学校低学年（1～3 年生）の方にうかがいます。お子さんについて、小学校低

学年（1～3 年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過

ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日

数を数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も（）

内に数字でご記入ください。 

問 17 お子さんが小学校低学年（1～3 年生）の方にうかがいます。 

お子さんについて、小学校高学年（4～6 年生）になったら、放課後の時間をどのような場

所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当

たり日数を数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には、利用を希望する時間

も（）内に数字でご記入ください。 

小学校低学年（1～3 年生）のうちは、「自宅」が 41.0％と最も高く、次いで、「学童クラブ」

（40.0％）、「祖父母宅や友人・知人宅」「習い事」（18.0％）の順になっています。 

小学校高学年（4～6 年生）になったら、「自宅」が 48.0％と最も高く、次いで、「学童クラ

ブ」（36.0％）、「祖父母宅や友人・知人宅」「習い事」（21.0％）の順になっています。 

 

 

 

  

41.0 

18.0 

18.0 

3.0 

7.0 

40.0 

0.0 

11.0 

48.0

21.0

21.0

2.0

6.0

36.0

0.0

11.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

ファミリー・サポート・セ

ンター

その他(公民館、公園など)

低学年（1～3年生）

高学年（4～6年生）

低学年（1～3年生）(n=100)
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放課後に過ごす場所の週あたりの利用日数の希望は、低学年（1～3 年生）では平均 3.7 日、

高学年（4～6 年生）では平均 3.5 日となっています。 

また、学童クラブと回答した人に、利用終了の時間帯の意向を尋ねたところ、低学年（1～

3 年生）、高学年（4～6 年生）ともに「17 時台」（55.0％、44.4％）の回答が最も高く、低

学年（1～3 年生）で平均 17：15、高学年（4～6 年生）で平均 17：15 となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■利用終了の時間帯の意向（学童クラブ） 

■放課後に過ごす場所の週あたり利用日数の希望（平均日数） 

7.5

55.0

30.0

0.0

0.0

7.5

8.3

44.4

25.0

2.8

0.0

19.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

17時前

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

低学年（1～3年生）(n=40)

高学年（4～6年生）(n=36)

低学年（1～3年生）:平均 17：15

高学年（4～6年生）:平均 17：15

低学年
1～3年生

高学年
4～6年生

自宅 3.9 3.9

祖父母宅や友人・知人宅 2.9 3.0

習い事 1.9 1.8

児童館 1.0 1.0

放課後子ども教室 1.4 1.5

学童クラブ 5.1 4.8

ファミリー・サポート・センター - 3.0

その他(公民館、公園など) 3.7 3.6

3.7 3.5

平均日数（日）

全体
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問 16 または問 17 で「6．学童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

問 18 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日と夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間

中に、学童クラブの利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。

（1）～（3）それぞれについて、あてはまる番号 1 つに○をつけて、時間帯を（）内にご記

入ください。 

土曜日は、「利用する必要はない」が 38.8％と最も高く、次いで、「高学年(4～6 年生)にな

っても利用したい」（32.7％）、「低学年(1～3 年生)の間は利用したい」（20.4％）の順になっ

ています。 

日曜・祝日は、「利用する必要はない」が 59.2％と最も高く、次いで、「高学年(4～6 年生)

になっても利用したい」（14.3％）、「低学年(1～3 年生)の間は利用したい」（12.2％）の順に

なっています。 

夏休み・冬休みなど長期休暇中は、「高学年(4～6 年生)になっても利用したい」が 55.1％と

最も高く、次いで、「低学年(1～3 年生)の間は利用したい」（24.5％）、「利用する必要はない」

（4.1％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.4

12.2

24.5

32.7

14.3

55.1

38.8

59.2

4.1

8.2

14.3

16.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

日曜・祝日

長期休暇中

低学年（1～3年生）の間は利用したい

高学年（4～6年生）になっても利用したい

利用する必要はない

-

(n=49)

無回答
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利用したい時間帯について、利用開始は、土曜日、日曜・祝日、長期休暇中いずれも「８時

台」（42.3％、46.2％、56.4％）が最も高くなっており、土曜日は平均 8：45、日曜日は平

均 8：20、長期休暇中は平均 8：05 となっています。 

また、利用終了は、土曜日、日曜・祝日、長期休暇中いずれも「17 時台」（42.3％、

46.2％、43.6％）が最も高くなっており、土曜日は平均 17：10、日曜・祝日は平均 16：

55、長期休暇中は平均 17：25 となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中に利用したい時間帯 

＜利用開始＞ ＜利用終了＞ 

11.5

42.3

26.9

0.0

7.7

11.5

7.7

46.2

30.8

0.0

0.0

15.4

17.9

56.4

23.1

0.0

0.0

2.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

8時前

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

土曜日( n=26)

日曜・祝日( n=13)

長期休暇中( n=39)

日曜・祝日：平均 8：20

長期休暇中：平均 8：05

土曜日：平均 8：45

3.8

15.4

42.3

23.1

7.7

0.0

7.7

7.7

15.4

46.2

7.7

7.7

0.0

15.4

0.0

10.3

43.6

35.9

7.7

0.0

2.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

16時前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

土曜日( n=26)

日曜・祝日( n=13)

長期休暇中( n=39)

日曜・祝日：平均 16：55

長期休暇中：平均 17：25

土曜日：平均 17：10
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９．育児休業について 

問 19 お子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しましたか。母

親、父親それぞれについて、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

 ❶ 母親 

全体では、「働いていなかった」が 33.8％と最も高く、次いで、「取得した(取得中である)」

（30.6％）、「取得していない」（14.8％）の順になっています。 

 

 

 ❷ 父親 

全体では、「取得していない」が 61.1％と最も高く、次いで、「取得した(取得中である)」

（5.1％）、「働いていなかった」（1.4％）の順になっています。 

 

 

  

33.8 30.6 14.8 20.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

働いていなかった 取得した(取得中である) 取得していない 無回答無回答

1.4

5.1

61.1 32.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

働いていなかった 取得した(取得中である) 取得していない 無回答無回答



２ 子ども・子育て支援事業計画調査 

（小学生児童の保護者） 

89 

問 19 で母または父が育児休業を「2．取得した（取得中である）」に○をつけた方にうかがいま

す。⇒該当しない方は、問 20 へ 

問 19-1 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号 1 つに○をつけてくだ

さい。 

 ❶ 母親 

全体では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 90.9％と最も高く、次いで、「育児休業

中に離職した」（6.1％）、「現在も育児休業中である」（3.0％）の順になっています。 

 

 

 ❷ 父親 

全体では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 45.5％と最も高く、次いで、「現在も育

児休業中である」（9.1％）の順になっています。 

 

 

  

90.9

3.0

6.1
0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=66)

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答無回答

45.5 9.1 0.0 45.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=11)

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答無回答
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問 19-1 で「1 育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。 

問 19-2 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。

また、お勤め先の育児休業制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。 

 ❶ 母親 

実際に職場復帰した時の子どもの年齢について、母親では「１歳 0-３ヶ月」が 50.0％と最

も高く、次いで、「６ヶ月」（10.0％）、「10 ヶ月」（6.7％）の順になっています。また、希望

については「１歳 0-３ヶ月」が 26.7％と最も高く、次いで、「３歳以上」（15.0％）、「２歳

0-５ヶ月」（11.7％）の順になっています。 

 

 ❷ 父親 

実際に職場復帰した時の子どもの年齢について、父親では「１ヶ月」「２ヶ月」「１歳 0-３ヶ

月」が 20.0％となっています。また、希望については「１歳 0-３ヶ月」「１歳８-11 ヶ月」

が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■職場復帰した時の子どもの年齢 

0.0

1.7

0.0

3.3

0.0

3.3

10.0

1.7

1.7

0.0

6.7

3.3

50.0

5.0

1.7

1.7

0.0

3.3

6.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

26.7

10.0

5.0

11.7

3.3

15.0

25.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1ヶ月未満

1ヶ月

2ヶ月

3ヶ月

4ヶ月

5ヶ月

6ヶ月

7ヶ月

8ヶ月

9ヶ月

10ヶ月

11ヶ月

1歳0-3ヶ月

1歳4-7ヶ月

1歳8-11ヶ月

2歳0-5ヶ月

2歳6-11ヶ月

3歳以上

無回答

実際 希望

希望：平均 1歳9ヶ月

実際：平均 11.9 ヶ月

母親(n=60)

0.0

20.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

40.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

20.0

0.0

0.0

0.0

60.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1ヶ月未満

1ヶ月

2ヶ月

3ヶ月

4ヶ月

5ヶ月

6ヶ月

7ヶ月

8ヶ月

9ヶ月

10ヶ月

11ヶ月

1歳0-3ヶ月

1歳4-7ヶ月

1歳8-11ヶ月

2歳0-5ヶ月

2歳6-11ヶ月

3歳以上

無回答

実際 希望

希望：平均 1歳5ヶ月

実際：平均 5ヶ月

父親(n=5)
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職場に復帰した時期について、母親は「希望より早く復帰した」が 55.0％と最も高く、次

いで、「実際と希望する復帰時期が同じだった」（20.0％）となっています。父親は「希望より

早く復帰した」が 40.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■職場復帰した時期 

55.0

40.0

0.0

0.0

20.0

0.0

25.0

60.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=60)

父親(n=5)

希望より早く復帰した 希望より遅く復帰した 実際と希望する復帰時期が同じだった -無回答
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「その他」の内容…「あまり育休をとると会社がうるさい為」「育休が基本1年間だった」「育児休業

取得期間が決まっていた為」「育児休業がまだとれる事を知らなかった」「上の

子が保育園に通う事が出来なくなる為」「人手不足のため」など 

問 19-2 で、育児休業取得後、希望より早く復帰した方にうかがいます。 

問 19-3 希望より早く復帰した理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

 ❶ 母親 

全体では、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 40.6％と最も高く、次いで、

「その他」（25.0％）、「希望する保育所に入るため」（21.9％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

全体では、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 100.0％と最も高く、その他の

回答が 50.0％となっています。 

 

  

21.2

3.0

42.4

18.2

24.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

母親(n=33)

50.0

50.0

100.0

50.0

50.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

父親(n=2)
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49.5

50.9

0.5

36.1

10.2

24.5

17.1

4.6

0.0

5.6

42.1

1.9

2.8

1.4

16.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親族(親、兄弟等)

隣近所の人、知人、友人

子育てサークルの仲間

保育所(園)・幼稚園・学校

町役場や町の機関

町の広報やパンフレット

テレビ、ラジオ、新聞

町役場

民生委員・児童委員

育児書・育児雑誌

インターネット

その他

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

無回答

全体(N=216)「その他」の内容…「デイサービス」など 

10．子育て全般について 

問 20 子育てに関する情報をどこ（だれ）から入手していますか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

全体では、「隣近所の人、知人、友人」が 50.9％と最も高く、次いで、「親族(親、兄弟等)」

（49.5％）、「インターネット」（42.1％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 ＰＴＡの役員など次の経験はありますか。（今されていることも含みます）。経験のある番

号すべてに〇をつけてください。 

全体では、「ＰＴＡの役員、子ども会の役員」「したことがない」が 38.4％と最も高く、次

いで、「子ども会行事への参加」（14.8％）の順になっています。 

  

14.8

38.4

3.7

4.6

11.1

4.2

0.5

38.4

16.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子ども会行事への参加

ＰＴＡの役員、子ども会の役員

民間の子育てサークルへの参加

子育てに関する勉強会・講演会への参加

自治会・行政区の活動への参加

地域のボランティア活動への参加

その他

したことがない

無回答

全体(N=216)
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「その他」の内容…「仕事との両立（ワークライフバランス）」「学ばせたいスポーツ教室が近くにな

い」「学校に行かない」「言うことを聞かない」「反抗期」「子どもの友達と、その

親との人間関係」「防犯のシステムが充分でない」など 

問 22 川崎町は子育てしやすい町だと思いますか。あてはまる番号 1 つに〇をつけてください。 

全体では、「ややそう思う」が 32.9％と最も高く、次いで、「あまりそう思わない」

（23.6％）、「どちらでもない」（10.6％）の順になっています。 

 

 

 

問 23 子育てに関して不安感や負担感をお感じですか。あてはまる番号 1 つに〇をつけてくださ

い。 

全体では、「なんとなく不安や負担を感じる」が 28.7％と最も高く、次いで、「あまり不安

や負担等は感じない」（26.9％）、「なんともいえない」（17.1％）の順になっています。 

 

 

問 24 子育てをする中で、いちばん負担になっていることは何ですか。あてはまる番号 1 つに〇

をつけてください。 

全体では、「お金がかかりすぎる」が 32.9％と最も高く、次いで、「特にない」（15.3％）、

「精神的な疲れ・ストレス」（8.3％）の順になっています。 

 

 

 

  

9.3 32.9 23.6 8.8 10.6 14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない どちらでもない 無回答無回答

10.6 28.7 26.9 14.4 17.1 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

非常に不安や負担を感じる なんとなく不安や負担を感じる あまり不安や負担等は感じない

全く感じない なんともいえない 無回答無回答

32.9 6.5 8.3

0.5

5.6

2.3

2.8

2.8

1.9

15.3 21.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

お金がかかりすぎる 身体的・体力的な疲れ

精神的な疲れ・ストレス 相談できる人がいない

まわりの環境がよくない 子育てしながら働ける場所がない

公共施設・医療機関がない 公共交通機関の便がわるい

その他 特にない

無回答無回答
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問 25 川崎町では以下の事業等をしていますが、どれくらい知っていますか。1 から 4 までのあて

はまる番号 1 つに〇をつけてください。 

① 保健センター何でも相談事業（1 つ） 

全体では、「名前を聞いたことがある」が 36.6％と最も高く、次いで、「内容を少し知って

いる」（26.4％）、「全く知らない」（22.7％）の順になっています。 

 
 

 

② 子ども発育相談事業・子育て相談（子育て支援センター）（1 つ） 

全体では、「内容を少し知っている」が 38.4％と最も高く、次いで、「名前を聞いたことが

ある」（31.0％）、「内容をよく知っている」（15.3％）の順になっています。 

 

 

 

③ 川崎町子どもの権利条例に関する行動計画の制定（1 つ） 

全体では、「全く知らない」が 60.2％と最も高く、次いで、「名前を聞いたことがある」

（22.7％）、「内容を少し知っている」（7.9％）の順になっています。 

 

  

9.3 26.4 36.6 22.7 5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

内容をよく知っている 内容を少し知っている 名前を聞いたことがある

全く知らない 無回答無回答

15.3 38.4 31.0 9.3 6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

内容をよく知っている 内容を少し知っている 名前を聞いたことがある

全く知らない 無回答無回答

1.9

7.9 22.7 60.2 7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

内容をよく知っている 内容を少し知っている 名前を聞いたことがある

全く知らない 無回答無回答
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④ 子どもの権利を守るための救済事業（1 つ） 

全体では、「全く知らない」が 59.7％と最も高く、次いで、「名前を聞いたことがある」

（21.8％）、「内容を少し知っている」（8.3％）の順になっています。 

 

 

 

⑤ 障がいがある子などが利用できる放課後等デイサービス事業（1 つ） 

全体では、「名前を聞いたことがある」が 34.7％と最も高く、次いで、「内容を少し知って

いる」（25.5％）、「全く知らない」（18.5％）の順になっています。 

 

 

 

⑥ 0 歳から中学 3 年生までの子どもの医療費助成（1 つ） 

全体では、「内容をよく知っている」が 45.4％と最も高く、次いで、「内容を少し知ってい

る」（29.6％）、「名前を聞いたことがある」（10.2％）の順になっています。 

 

  

2.3
8.3 21.8 59.7 7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

内容をよく知っている 内容を少し知っている 名前を聞いたことがある

全く知らない 無回答無回答

14.4 25.5 34.7 18.5 6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

内容をよく知っている 内容を少し知っている 名前を聞いたことがある

全く知らない 無回答無回答

45.4 29.6 10.2 8.8 6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

内容をよく知っている 内容を少し知っている 名前を聞いたことがある

全く知らない 無回答無回答
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⑦ 放課後子ども教室（1 つ） 

全体では、「内容を少し知っている」が 31.9％と最も高く、次いで、「名前を聞いたことが

ある」（25.0％）、「全く知らない」（21.8％）の順になっています。 

 

 

 

⑧ 学習支援事業（土曜の風・学びっこ教室、チャレンジ教室、放課後学習支援教室）（1 つ） 

全体では、「内容を少し知っている」が 32.4％と最も高く、次いで、「内容をよく知ってい

る」（24.1％）、「名前を聞いたことがある」（22.7％）の順になっています。 

 

 

 

問 26 町の相談機関において、子育てに関する相談で充実してほしいことは何ですか。あてはま

る番号 3 つまでに〇をつけてください。 

全体では、「安心して相談できる環境(子どもの預かり、プライバシーの配慮等)」が 39.4％

と最も高く、次いで、「職員の対応スキル」（31.9％）、「特にない」（31.5％）の順になってい

ます。 

  

14.4 31.9 25.0 21.8 6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

内容をよく知っている 内容を少し知っている 名前を聞いたことがある

全く知らない 無回答無回答

24.1 32.4 22.7 14.4 6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

内容をよく知っている 内容を少し知っている 名前を聞いたことがある

全く知らない 無回答無回答

25.0

27.8

31.9

16.7

39.4

0.0

31.5

5.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

身近な場での窓口

専門的な情報

職員の対応スキル

地域機関等へのつなぎ

安心して相談できる環境(子どもの預かり、プライバシー

の配慮等)

その他

特にない

無回答

全体(N=216)
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「その他」の内容…「子どもにかかるお金の補助」「習い事の充実」など 

問 27 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。あてはまる番号 3 つ

までに〇をつけてください。 

全体では、「子どもたちの遊び場、機会の充実」が 44.9％と最も高く、次いで、「子育てし

やすい住居・まちの環境面での充実」（34.7％）、「地域における子育て支援の充実」「子どもの

教育環境」（30.1％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

問 28 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度についておうかがいします。あて

はまる番号 1 つに○をつけてください。 

全体では、「3」が 53.2％と最も高く、次いで、「2」（21.3％）、「4」（10.2％）の順にな

っています。 

 

  

30.1

13.0

5.6

7.9

13.0

30.1

34.7

21.3

27.8

10.2

44.9

9.7

0.9

10.2

4.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

地域における子育て支援の充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもの活動拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立への取組

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

特別な支援を要する児童への支援

子どもたちの遊び場、機会の充実

子育てや子どもの発育・発達について相談できる場所

その他

特にない

無回答

全体(N=216)

9.3 21.3 53.2 10.2
1.4

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=216)

1満足度が低い 2 3 4 5満足度が高い 無回答無回答
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（参考）「問 27 子育てをする中での有効な支援・対策」と「問 28 子育ての環境や支援へ

の満足度」のクロス集計 

7.7

17.9

8.3

5.9

7.1

4.6

13.3

13.0

6.7

4.5

11.3

0.0

23.1

14.3

16.7

17.6

14.3

30.8

28.0

23.9

26.7

36.4

23.7

23.8

53.8

67.9

58.3

64.7

67.9

56.9

46.7

52.2

46.7

54.5

55.7

66.7

10.8

16.7

11.8

10.7

7.7

10.7

6.5

16.7

0.0

7.2

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.0

4.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

4.3

3.3

4.5

1.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域における子育て支援の充実(n=65)

保育サービスの充実(n=28)

子育て支援のネットワークづくり(n=12)

地域における子どもの活動拠点の充実(n=17)

妊娠・出産に対する支援(n=28)

子どもの教育環境(n=65)

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実(n=75)

仕事と家庭生活の両立への取組(n=46)

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減(n=60)

特別な支援を要する児童への支援(n=22)

子どもたちの遊び場、機会の充実(n=97)

子育てや子どもの発育・発達について相談できる場所(n=21)

1満足度

が低い

2 3 4 5満足度

が高い
系列6無回答
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１．ご本人とご家族の状況について 

問 1 お子さんとあなたとの関係は、次のどれにあたりますか。お子さんからみた続柄でお答えく

ださい。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「母親」が 91.2％と最も高く、次いで、「父親」（7.1％）、「祖父母」（0.9％）の

順になっています。 

 

 

問 2 あなたがお住まいの校区を教えてください。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「川崎小学校区」が 34.5％と最も高く、次いで、「川崎東小学校区」（24.8％）、

「池尻小学校区」（21.2％）の順になっています。 

 

  

91.2

94.6

88.2

7.1

5.4

8.8

0.9

1.5

0.0

0.0

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

母親 父親 祖父母 その他 無回答無回答

34.5

32.4

36.8

24.8

35.1

19.1

17.7

16.2

17.6

21.2

16.2

23.5

1.8

0.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

川崎小学校区 川崎東小学校区 真崎小学校区 池尻小学校区 無回答無回答
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問 3 お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の構成と人数をお答えください。単身赴任

中の方や学業のために世帯を離れているお子さんがいる場合には、ご家族の人数に含めてお

答えください。（a～h それぞれについて、あてはまるもの 1 つに○） 

a) 祖母 

全体では、「いない」が 78.8％と最も高く、次いで、「1 人」（14.2％）、「2 人」（0.9％）

の順になっています。 

 

 

b) 祖父 

全体では、「いない」が 82.3％と最も高く、次いで、「1 人」（11.5％）の順になっていま

す。 

 

 

c) 母親 

全体では、「1 人」が 94.7％と最も高く、次いで、「いない」（1.8％）の順になっています。 

 

  

78.8

81.1

76.5

14.2

8.1

17.6

0.9

0.0
1.5

6.2

10.8

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いない 1人 2人 無回答無回答

82.3

78.4

83.8

11.5

10.8

11.8

0.0

0.0

0.0

6.2

10.8

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いない 1人 2人 無回答無回答

1.8

0.0

2.9

94.7

94.6

94.1

3.5

5.4

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いない 1人 無回答無回答
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d) 父親 

全体では、「1 人」が 73.5％と最も高く、次いで、「いない」（22.1％）の順になっていま

す。 

 

 

e) 姉・兄 

全体では、「いない」が 38.9％と最も高く、次いで、「1 人」（32.7％）、「2 人」（20.4％）

の順になっています。 

 

 

f) 妹・弟 

全体では、「いない」が 41.6％と最も高く、次いで、「1 人」（31.0％）、「2 人」（12.4％）

の順になっています。 

 

  

22.1

51.4

8.8

73.5

43.2

86.8

4.4

5.4

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いない 1人 無回答無回答

38.9

27.0

45.6

32.7

37.8

30.9

20.4

21.6

19.1

0.0

0.0

0.0

8.0

13.5

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いない 1人 2人 3人 4人以上 無回答無回答

41.6

32.4

47.1

31.0

29.7

29.4

12.4

18.9

10.3

6.2

8.1

5.9

0.9

0.0

1.5

8.0

10.8

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いない 1人 2人 3人 4人以上 無回答無回答
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g) その他 

全体では、「いない」が 89.4％と最も高く、次いで、「1 人」（0.9％）の順になっています。 

 

 

h) 合計（あなたや対象のお子さんを含む） 

全体では、「4 人」が 32.7％と最も高く、次いで、「5 人」（24.8％）、「6 人」（14.2％）の

順になっています。 

 

 

問 4 お子さんの親の現在の年齢についてお答えください。（母親・父親それぞれについて数字で

回答、いない場合やわからない場合は「ー」と記入） 

■母親 

全体では、「40 歳代」が 55.8％と最も高く、次いで、「30 歳代」（31.0％）、「50 歳代」

（11.5％）の順になっています。 

 

  

89.4

81.1

94.1

0.9

2.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.7

16.2

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いない 1人 2人 3人 4人以上 無回答無回答

5.3

8.1

4.4

12.4

13.5

11.8

32.7

27.0

33.8

24.8

21.6

29.4

14.2

16.2

10.3

5.3

8.1

4.4

2.7

2.7

2.9

2.7

2.7

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人以上 無回答無回答

0.0

0.0

0.0

31.0

29.7

29.4

55.8

62.2

52.9

11.5

8.1

14.7

0.0

0.0

0.0

1.8

0.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60代以上 わからない 無回答無回答
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■父親 

全体では、「40 歳代」が 46.0％と最も高く、次いで、「30 歳代」（19.5％）、「わからない」

（14.2％）の順になっています。 

 

 

問 5 お子さんのご家族のうち、現在単身赴任中の方はいらっしゃいますか。（1～4 については、

あてはまるものすべてに○） 

全体では、「単身赴任中の者はいない」が 93.8％と最も高く、次いで、「お子さんの父親が

単身赴任中」（3.5％）、「その他」（0.9％）の順になっています。 

 

 

  

0.0

0.0

0.0

19.5

16.2

19.1

46.0

24.3

57.4

9.7

0.0

14.7

0.9

0.0

1.5

14.2

32.4

5.9

9.7

27.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60代以上 わからない 無回答無回答

0.0

3.5

0.9

93.8

1.8

0.0

0.0

2.7

97.3

0.0

0.0

5.9

0.0

91.2

2.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

お子さんの母親が単身赴任中

お子さんの父親が単身赴任中

その他

単身赴任中の者はいない

無回答

全体(N=113) 相対的貧困世帯(n=37) 標準世帯(n=68)



３ 子どもの未来応援計画調査 

（小学生・中学生保護者） 

107 

問 6 お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況を教えてください。（あてはまるも

の 1 つに○） 

全体では、「結婚している(再婚や事実婚を含む。)」が 76.1％と最も高く、次いで、「離婚」

（19.5％）、「いない」（2.7％）の順になっています。 

 

 

問 7 前問で「2 離婚」を選んだ場合、離婚相手と子どもの養育費の取り決めをしていますか。ま

た養育費を現在受け取っていますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「取り決めをしておらず、受け取っていない」が 68.2％と最も高く、次いで、

「取り決めをしており、受け取っている」（18.2％）、「取り決めをしているが、受け取ってい

ない」（13.6％）の順になっています。 

 

 

 

  

76.1

45.9

89.7

19.5

40.5

10.3

0.9

2.7

0.0

0.9

2.7

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

8.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

結婚している(再婚や事実婚を含む。) 離婚

死別 未婚

わからない いない

無回答無回答

18.2

13.3

28.6

0.0

0.0

0.0

13.6

13.3

14.3

68.2

73.3

57.1

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=22)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=7)

取り決めをしており、受け取っている 特に取り決めはしていないが、受け取っている

取り決めをしているが、受け取っていない 取り決めをしておらず、受け取っていない

無回答無回答
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問 8 ご家庭ではどれくらい、日本語以外の言語を使用していますか。（あてはまるもの 1 つに

○） 

全体では、「日本語のみを使用している」が 97.3％と最も高く、次いで、「日本語以外の言

語も使用しているが、日本語の方が多い」（1.8％）の順になっています。 

 

 

問 9 お子さんの保護者の方が卒業・修了した学校をお答えください。（a,b,c それぞれについて、

あてはまるものひとつに○） 

a) 母親の最終学歴 

全体では、「高校まで」が 42.5％と最も高く、次いで、「中学、高校、専門学校」（16.8％）、

「中学、高校、短大」（15.9％）の順になっています。 

 

  

97.3

97.3

97.1

1.8

2.7

1.5

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

日本語のみを使用している

日本語以外の言語も使用しているが、日本語の方が多い

日本語以外の言語を使うことが多い

無回答無回答

14.2

21.6

8.8

42.5

54.1

36.8

16.8

10.8

20.6

0.0

0.0

0.0

15.9

8.1

19.1

8.0

5.4

10.3

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

0.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

中学まで 高校まで

中学、高校、専門学校 中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大 中学、高校(または5年制の高等専門学校)、大学

中学、高校(または5年制の高等専門学校)、大学、大学院 その他

わからない いない

無回答無回答



３ 子どもの未来応援計画調査 

（小学生・中学生保護者） 

109 

b) 父親の最終学歴 

全体では、「高校まで」が 35.4％と最も高く、次いで、「中学、高校(または 5 年制の高等専

門学校)、大学」（14.2％）、「中学まで」（12.4％）の順になっています。 

 

 

c) 母親・父親にかわる保護者の最終学歴 

全体では、「いない」が 15.9％と最も高く、次いで、「高校まで」（3.5％）、「中学まで」

（2.7％）の順になっています。 

 

 

  

12.4

13.5

7.4

35.4

18.9

45.6

11.5

2.7

16.2

0.0

0.0

0.0

1.8

0.0

2.9

14.2

5.4

20.6

1.8

2.7

0.0

0.0

0.0
0.0

0.9

2.7

0.0

7.1

16.2

2.9

15.0

37.8

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

中学まで 高校まで

中学、高校、専門学校 中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大 中学、高校(または5年制の高等専門学校)、大学

中学、高校(または5年制の高等専門学校)、大学、大学院 その他

わからない いない

無回答無回答

2.7

0.0

4.4

3.5
0.0

5.9

0.9

0.0

1.5

0.00.0

0.0

0.9

0.0

1.5

0.00.0

0.0

0.0
0.0

0.0

0.00.0

0.0

0.9

2.7

0.0

15.9

8.1

19.1

75.2

89.2

67.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

中学まで 高校まで

中学、高校、専門学校 中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大 中学、高校(または5年制の高等専門学校)、大学

中学、高校(または5年制の高等専門学校)、大学、大学院 その他

わからない いない

無回答無回答
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問 10 お子さんの親の就労状況について、あてはまるものを回答してください。（a,b,c それぞれ

について、あてはまるもの 1 つに○） 

a) 母親の就労 

全体では、「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」が 40.7％と最も高く、次いで、

「正社員・正規職員・会社役員」（30.1％）、「働いていない(専業主婦／主夫を含む。)」

（15.9％）の順になっています。 

 

 

b) 父親の就労 

全体では、「正社員・正規職員・会社役員」が 55.8％と最も高く、次いで、「自営業(家族従

業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)」（17.7％）、「いない」（7.1％）の順になって

います。 

 

  

30.1

8.1

41.2

6.2

10.8

4.4

40.7

59.5

33.8

5.3

5.4

5.9

15.9

16.2

11.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

0.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

正社員・正規職員・会社役員 嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない(専業主婦／主夫を含む。) わからない

いない 無回答無回答

55.8

18.9

76.5

0.0

0.0

0.0

1.8

5.4

0.0

17.7

16.2

14.7

1.8

5.4

0.0

0.0

0.0

0.0

7.1

16.2

2.9

15.9

37.8

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

正社員・正規職員・会社役員 嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない(専業主婦／主夫を含む。) わからない

いない 無回答無回答
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c) 母親・父親にかわる保護者 

全体では、「いない」が 15.9％と最も高く、次いで、「正社員・正規職員・会社役員」「わか

らない」（2.7％）の順になっています。 

 

 

問 11 前の質問で「5 働いていない」と答えた場合、働いていない最も主な理由を教えてくださ

い。(a,b,c それぞれについて、あてはまるもの 1 つに○) 

a) 母親の就労理由 

全体では、「子育てを優先したいため」が 33.3％と最も高く、次いで、「働きたいが、希望

する条件の仕事がないため」（22.2％）、「自分の病気や障害のため」「その他の理由」（11.1％）

の順になっています。 

 

  

2.7

0.0

4.4

0.0
0.0

0.0

0.0
0.0

0.0

1.8
0.0

2.9

0.9

0.0

1.5

2.7

2.7

2.9

15.9

8.1

19.1

76.1

89.2

69.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

正社員・正規職員・会社役員 嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない(専業主婦／主夫を含む。) わからない

いない 無回答無回答

22.2

33.3

25.0

33.3

0.0

37.5

0.0

0.0

0.0

5.6

0.0

0.0

11.1

33.3

0.0

5.6

16.7

0.0

11.1

16.7

12.5

11.1

0.0

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=18)

相対的貧困世帯(n=6)

標準世帯(n=8)

働きたいが、希望する条件の仕事がないため 子育てを優先したいため

子どもが病気・障がいのため その他の家族の介護・介助のため

自分の病気や障害のため 通学しているため

その他の理由 無回答無回答
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b) 父親の就労理由 

全体では、「自分の病気や障害のため」が 100.0％と最も高くなっています。 

 

 

c) 母親・父親にかわる保護者の就労理由 

全体では、「自分の病気や障害のため」が 100.0％と最も高くなっています。 

 

 

  

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2)

相対的貧困世帯(n=2)

標準世帯(n=0)

働きたいが、希望する条件の仕事がないため 子育てを優先したいため

子どもが病気・障がいのため その他の家族の介護・介助のため

自分の病気や障害のため 通学しているため

その他の理由 無回答無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1)

相対的貧困世帯(n=0)

標準世帯(n=1)

働きたいが、希望する条件の仕事がないため 子育てを優先したいため

子どもが病気・障がいのため その他の家族の介護・介助のため

自分の病気や障害のため 通学しているため

その他の理由 無回答無回答
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２．お子さんについて 

問 12 お子さんが 0～2 歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いもの）

をお答えください。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「認可保育所・認定こども園」が 63.7％と最も高く、次いで、「もっぱら親・親

族が面倒を見ていた」（29.2％）、「その他の教育・保育等の施設」（5.3％）の順になっていま

す。 

 

 

問 13 お子さんが 3～5 歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いもの）

をお答えください。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「幼稚園・認可保育所・認定こども園」が 91.2％と最も高く、次いで、「その他

の教育・保育等の施設」（7.1％）、「もっぱら親・親族が面倒を見ていた」「その他」（0.9％）

の順になっています。 

 

 

  

63.7

73.0

58.8

5.3

8.1

4.4

0.9

0.0

0.0

29.2

18.9

35.3

0.9

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人 もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他 無回答無回答

91.2

89.2

91.2

7.1

8.1

7.4

0.0

0.0

0.0

0.9

2.7

0.0

0.9

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

幼稚園・認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人 もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他 無回答無回答
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問 14 あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまりますか。

（a～h それぞれについて、あてはまるもの 1 つに○） 

a) テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている 

全体では、「どちらかといえば、あてはまる」が 32.7％と最も高く、次いで、「あてはまら

ない」（23.9％）、「あてはまる」（23.0％）の順になっています。 

 

 

b) お子さんに本や新聞を読むように勧めている 

全体では、「どちらかといえば、あてはまらない」が 33.6％と最も高く、次いで、「どちら

かといえば、あてはまる」（31.0％）、「あてはまらない」（26.5％）の順になっています。 

 

  

23.0

18.9

26.5

32.7

29.7

33.8

20.4

16.2

19.1

23.9

35.1

20.6

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答

8.8

5.4

11.8

31.0

24.3

33.8

33.6

29.7

36.8

26.5

40.5

17.6

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答
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c) お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた 

全体では、「どちらかといえば、あてはまる」が 37.2％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（30.1％）、「どちらかといえば、あてはまらない」（23.0％）の順になっています。 

 

 

d) お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる 

全体では、「あてはまる」が 43.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、あてはまる」

（32.7％）、「どちらかといえば、あてはまらない」（17.7％）の順になっています。 

 

 

e) ニュースの話をする 

全体では、「どちらかといえば、あてはまる」が 42.5％と最も高く、次いで、「どちらかと

いえば、あてはまらない」（22.1％）、「あてはまる」（18.6％）の順になっています。 

 

  

30.1

27.0

33.8

37.2

29.7

36.8

23.0

27.0

23.5

9.7

16.2

5.9

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答

43.4

37.8

48.5

32.7

35.1

29.4

17.7

18.9

16.2

6.2

8.1

5.9

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答

18.6

16.2

19.1

42.5

32.4

47.1

22.1

32.4

17.6

16.8

18.9

16.2

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答
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f) SNS 等の話をする 

全体では、「どちらかといえば、あてはまる」が 47.8％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（27.4％）、「どちらかといえば、あてはまらない」（15.0％）の順になっています。 

 

 

g) 夕食は子どもが作る 

全体では、「あてはまらない」が 81.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、あては

まらない」（12.4％）、「どちらかといえば、あてはまる」（5.3％）の順になっています。 

 

 

h) 夕食は一緒に食べる 

全体では、「あてはまる」が 85.0％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、あてはまる」

（9.7％）、「どちらかといえば、あてはまらない」（4.4％）の順になっています。 

 

  

27.4

29.7

25.0

47.8

51.4

45.6

15.0

13.5

16.2

8.8

5.4

11.8

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答

0.0

0.0

0.0

5.3

2.7

5.9

12.4

13.5

11.8

81.4

83.8

80.9

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答

85.0

83.8

83.8

9.7

8.1

11.8

4.4

8.1

2.9

0.9

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答



３ 子どもの未来応援計画調査 

（小学生・中学生保護者） 

117 

問 15 あなたは、次のようなことをどの程度していますか。（a～c それぞれについて、あてはまる

もの 1 つに○） 

a) 授業参観や運動会などの学校行事への参加 

全体では、「よく参加している」が 81.4％と最も高く、次いで、「ときどき参加している」

（15.0％）、「あまり参加していない」（3.5％）の順になっています。 

 

 

b) ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加 

全体では、「あまり参加していない」が 29.2％と最も高く、次いで、「ときどき参加してい

る」「まったく参加していない」（24.8％）の順になっています。 

 

 

c) 部活や校外活動に参加している 

全体では、「まったく参加していない」が 42.5％と最も高く、次いで、「よく参加している」

（31.0％）、「あまり参加していない」（13.3％）の順になっています。 

 

  

81.4

75.7

82.4

15.0

24.3

11.8

3.5

0.0

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答無回答

21.2

21.6

23.5

24.8

16.2

27.9

29.2

32.4

27.9

24.8

29.7

20.6

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答無回答

31.0

32.4

32.4

12.4

16.2

11.8

13.3

13.5

14.7

42.5

37.8

39.7

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答無回答
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問 16 お子さんは将来、現実的に見てどの学校に進学すると思いますか。（あてはまるものひとつ

に○） 

全体では、「高校」が 34.5％と最も高く、次いで、「高校(または 5 年制の高等専門学校)、大

学」（26.5％）、「高校、専門学校」（17.7％）の順になっています。 

 

 

問 17 前問で 1～8 と答えた場合、その理由は何ですか。（1～7 については、あてはまるものすべ

てに○） 

全体では、「お子さんがそう希望しているから」が 60.0％と最も高く、次いで、「一般的な

進路だと思うから」（34.7％）、「親・保護者が希望しているから」（17.9％）の順になってい

ます。 

  

1.8

2.7

1.5

34.5

45.9

30.9

17.7

16.2

16.2

0.9

0.0

1.5

1.8

2.7

1.5

26.5

16.2

30.9

0.9

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

15.0

13.5

16.2

0.9

2.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

中学卒業後は進学しない 高校

高校、専門学校 5年制の高等専門学校

高校、短大 高校(または5年制の高等専門学校)、大学

高校(または5年制の高等専門学校)、大学、大学院 その他

まだわからない 無回答無回答

60.0

17.9

34.7

16.8

8.4

1.1

4.2

2.1

74.2

16.1

38.7

16.1

6.5

0.0

0.0

0.0

52.6

17.5

33.3

19.3

8.8

1.8

7.0

1.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

お子さんがそう希望しているから

親・保護者が希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

全体(n=95) 相対的貧困世帯(n=31) 標準世帯(n=57)
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３．経済的な状況 

問 18 あなたは次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（a～c それぞれについて、1～3 のあては

まるもの 1 つに○）また、「1 頼れる人がいる」場合、それはだれですか。(①～⑦のあては

まるものすべてに○) 

a1 子育てに関する相談 

全体では、「頼れる人がいる」が 92.9％と最も高く、次いで、「そのことでは人に頼らない」

（2.7％）、「いない」（1.8％）の順になっています。 

 

 

a2 「①いる」場合は、誰ですか。 

全体では、「家族・親族」が 88.6％と最も高く、次いで、「友人・知人」（55.2％）、「職場

の人」（23.8％）の順になっています。 

 

  

92.9

94.6

92.6

1.8

5.4

0.0

2.7

0.0

4.4

2.7

0.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答無回答

88.6

55.2

5.7

23.8

0.0

4.8

0.0

3.8

82.9

40.0

5.7

5.7

0.0

5.7

0.0

2.9

90.5

65.1

6.3

34.9

0.0

4.8

0.0

4.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1家族・親族

2友人・知人

3近所の人

4職場の人

5民生委員・児童委員

6相談・支援機関や福祉の人

7その他

無回答

全体(n=105) 相対的貧困世帯(n=35) 標準世帯(n=63)
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b1 重要な事柄の相談 

全体では、「頼れる人がいる」が 92.0％と最も高く、次いで、「そのことでは人に頼らない」

（1.8％）、「いない」（0.9％）の順になっています。 

 

 

b2 「①いる」場合は、誰ですか。 

全体では、「家族・親族」が 87.5％と最も高く、次いで、「友人・知人」（31.7％）、「職場

の人」（5.8％）の順になっています。 

 

  

92.0

91.9

92.6

0.9

2.7

0.0

1.8

0.0

2.9

5.3

5.4

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答無回答

87.5

31.7

1.0

5.8

1.0

1.9

0.0

3.8

85.3

29.4

0.0

2.9

0.0

2.9

0.0

2.9

87.3

34.9

1.6

7.9

1.6

1.6

0.0

4.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1家族・親族

2友人・知人

3近所の人

4職場の人

5民生委員・児童委員

6相談・支援機関や福祉の人

7その他

無回答

全体(n=104) 相対的貧困世帯(n=34) 標準世帯(n=63)
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c1 いざという時のお金の援助 

全体では、「頼れる人がいる」が 58.4％と最も高く、次いで、「そのことでは人に頼らない」

（17.7％）、「いない」（15.9％）の順になっています。 

 

 

c2 「①いる」場合は、誰ですか。 

全体では、「家族・親族」が 93.9％と最も高く、次いで、「友人・知人」（6.1％）、「相談・

支援機関や福祉の人」（1.5％）の順になっています。 

 

 

 

  

58.4

48.6

64.7

15.9

35.1

7.4

17.7

10.8

20.6

8.0

5.4

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答無回答

93.9

6.1

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

6.1

94.4

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.6

93.2

6.8

0.0

0.0

0.0

2.3

0.0

6.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1家族・親族

2友人・知人

3近所の人

4職場の人

5民生委員・児童委員

6相談・支援機関や福祉の人

7その他

無回答

全体(n=66) 相対的貧困世帯(n=18) 標準世帯(n=44)
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問 19 あなたは、現在の暮らしの経済的な状況をどのように感じていますか。（あてはまるもの 1

つに○） 

全体では、「ふつう」が 46.0％と最も高く、次いで、「苦しい」（28.3％）、「大変苦しい」

（15.0％）の順になっています。 

 

 

 

問 20 世帯全体のおおよその年間収入(税込)はいくらですか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「300~350 万円未満」「600~700 万円未満」が 9.7％と最も高く次いで、

「450~500 万円未満」「500~600 万円未満」（8.0％）の順になっています。 

 

 

 

  

0.9

0.0

1.5

7.1

5.4

8.8

46.0

24.3

55.9

28.3

40.5

23.5

15.0

24.3

10.3

2.7

5.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答無回答

1.8

5.4

0.0

6.2

18.9

0.0

7.1

21.6

0.0

2.7

8.1

0.0

7.1

21.6

0.0

4.4

10.8

1.5

9.7

10.8

10.3

7.1

2.7

10.3

7.1

0.0

11.8

8.0

0.0

13.2

8.0

0.0

13.2

9.7

0.0

16.2

4.4

0.0

7.4

3.5

0.0

5.9

3.5

0.0

5.9

2.7

0.0

4.4

7.1

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

50万円未満 50~100万円未満 100~150万円未満 150~200万円未満

200~250万円未満 250~300万円未満 300~350万円未満 350~400万円未満

400~450万円未満 450~500万円未満 500~600万円未満 600~700万円未満

700~800万円未満 800~900万円未満 900~1000万円未満 1000万円以上

無回答無回答
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問 21 昨年は、お子さんの将来のための貯蓄ができましたか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「できなかった」が 69.9％と最も高く、次いで、「できた」（29.2％）の順にな

っています。 

 

 

 

問 22 あなたの世帯では、過去 1 年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えな

いことがありましたか。ただし、嗜好品（※）は含みません。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「まったくなかった」が 73.5％と最も高く、次いで、「ときどきあった」

（10.6％）、「まれにあった」（9.7％）の順になっています。 

 

  

29.2

13.5

38.2

69.9

86.5

61.8

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

できた できなかった 必要ないと思い、しなかった 無回答無回答

5.3

10.8

1.5

10.6

16.2

7.4

9.7

16.2

7.4

73.5

56.8

83.8

0.9

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答無回答
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問 23 あなたの世帯では、過去 1 年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買えな

いことがありましたか。ただし、高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません。（あてはまる

もの 1 つに○） 

全体では、「まったくなかった」が 69.9％と最も高く、次いで、「まれにあった」（16.8％）、

「ときどきあった」（7.1％）の順になっています。 

 

 

 

問 24 あなたの世帯では、過去 1 年の間に、以下の料金について、経済的な理由で未払いになっ

たことがありましたか。（1～3 については、あてはまるものすべてに○） 

全体では、「あてはまるものはない」が 82.3％と最も高く、次いで、「ガス料金」（14.2％）、

「電気料金」「水道料金」（12.4％）の順になっています。 

 

 

 

  

4.4

8.1

2.9

7.1

13.5

2.9

16.8

27.0

11.8

69.9

48.6

80.9

1.8

2.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答無回答

12.4

14.2

12.4

82.3

0.9

27.0

29.7

27.0

64.9

0.0

4.4

5.9

4.4

91.2

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

電気料金

ガス料金

水道料金

あてはまるものはない

無回答

全体(N=113) 相対的貧困世帯(n=37) 標準世帯(n=68)
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４．健康状態について 

問 25 お子さんの現在の健康状態は次のどれですか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「よい」が 68.1％と最も高く、次いで、「普通」（19.5％）、「どちらかといえば

よい」（10.6％）の順になっています。 

 

 

 

問 25 で「4」「5」と答えた方にうかがいます。 

問 25-1 お子さんを連れて医療機関を受診しましたか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「受診した」が 100.0％と最も高くなっています。 

 

 

  

68.1

59.5

73.5

10.6

16.2

8.8

19.5

21.6

16.2

0.9

2.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

よい どちらかといえばよい 普通 どちらかといえば悪い 悪い 無回答無回答

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1)

相対的貧困世帯(n=1)

標準世帯(n=0)

受診した 受診を予定している 受診を予定していない その他 無回答無回答
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問 25-1 で「3 受診を予定していない」と答えた方にうかがいます。 

問 25-2 その理由は次のどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

今回の回答では対象者なしになっていますのでグラフ等は省略しております。 

 

問 26 この 1 年間（令和 5 年 1 月から現在に至るまでの時間）に、お子さんに大きな問題やトラ

ブル（病気やケガ、学校の問題など）がありましたか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「なかった」が 60.2％と最も高く、次いで、「時々あった」（23.9％）、「まれに

あった」（13.3％）の順になっています。 

 

 

問 27 過去に、不登校（学校を病気やケガ以外で 1 年間で 30 日以上休むこと）がありましたか。

（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「なかった」が 92.0％と最も高く、次いで、「過去に不登校があった」（4.4％）、

「現在不登校である」（2.7％）の順になっています。 

 

 

  

1.8

2.7

1.5

23.9

32.4

17.6

13.3

8.1

16.2

60.2

56.8

63.2

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

何度もあった 時々あった まれにあった なかった 無回答無回答

2.7

2.7

2.9

4.4

5.4

4.4

92.0

91.9

91.2

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

現在不登校である 過去に不登校があった なかった 無回答無回答



３ 子どもの未来応援計画調査 

（小学生・中学生保護者） 

127 

問 28 あなたの現在の健康状態は次のどれですか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「普通」が 38.9％と最も高く、次いで、「よい」（32.7％）、「どちらかといえば

よい」（14.2％）の順になっています。 

 

 

問 28 で「4」「5」と答えた方にうかがいます。 

問 28-1 あなたは医療機関を受診していますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「受診している」が 68.8％と最も高く、次いで、「受診を予定していない」

（25.0％）、「受診を予定している」（6.3％）の順になっています。 

 

  

32.7

35.1

33.8

14.2

13.5

13.2

38.9

32.4

44.1

10.6

13.5

8.8

3.5

5.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

よい どちらかといえばよい 普通 どちらかといえば悪い 悪い 無回答無回答

68.8

100.0

16.7

6.3

0.0

16.7

25.0

0.0

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=16)

相対的貧困世帯(n=7)

標準世帯(n=6)

受診している 受診を予定している 受診を予定していない その他 無回答無回答
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問 28-1 で「3 受診を予定していない」と答えた方にうかがいます。 

問 28-2 その理由は次のどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「受診しなくてもよいと判断したため」が 75.0％と最も高く、次いで、「健康保

険に加入しているが、医療機関で自己負担金を支払うことができないため」「医療機関までの

距離が遠く、通院が困難なため」「多忙で、医療機関に行く時間がないため」（25.0％）の順に

なっています。 

 

 

 

問 29 次の a)～f)の質問について、この 1 か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。(a～f

それぞれについて、あてはまるもの 1 つに○) 

a) 神経過敏に感じた 

全体では、「まったくない」が 52.2％と最も高く、次いで、「少しだけ」（21.2％）、「とき

どき」（16.8％）の順になっています。 

 

  

0.0

25.0

25.0

25.0

75.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

25.0

25.0

75.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

健康保険に加入しておらず、医療費の支払いができないため

健康保険に加入しているが、医療機関で自己負担金を支払う

ことができないため

医療機関までの距離が遠く、通院が困難なため

多忙で、医療機関に行く時間がないため

受診しなくてもよいと判断したため

その他

無回答

全体(n=4) 相対的貧困世帯(n=0) 標準世帯(n=4)

3.5

5.4

2.9

5.3

2.7

5.9

16.8

16.2

17.6

21.2

16.2

25.0

52.2

56.8

48.5

0.9

2.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答



３ 子どもの未来応援計画調査 

（小学生・中学生保護者） 

129 

b) 絶望的だと感じた 

全体では、「まったくない」が 72.6％と最も高く、次いで、「少しだけ」（11.5％）、「とき

どき」（7.1％）の順になっています。 

 

 

c) そわそわ、落ち着かなく感じた 

全体では、「まったくない」が 65.5％と最も高く、次いで、「少しだけ」（19.5％）、「とき

どき」（10.6％）の順になっています。 

 

 

d) 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた 

全体では、「まったくない」が 49.6％と最も高く、次いで、「少しだけ」（26.5％）、「とき

どき」（14.2％）の順になっています。 

 

  

3.5

5.4

2.9

3.5

2.7

4.4

7.1

10.8

5.9

11.5

16.2

10.3

72.6

59.5

76.5

1.8

5.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答

1.8

2.7

1.5

0.9

2.7

0.0

10.6

8.1

10.3

19.5

21.6

17.6

65.5

62.2

69.1

1.8

2.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答

3.5

2.7

4.4

5.3

5.4

5.9

14.2

21.6

11.8

26.5

29.7

25.0

49.6

40.5

52.9

0.9

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答
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e) 何をするのも面倒だと感じた 

全体では、「少しだけ」が 34.5％と最も高く、次いで、「まったくない」（31.9％）、「とき

どき」（20.4％）の順になっています。 

 

 

f) 自分は価値のない人間だと感じた 

全体では、「まったくない」が 69.9％と最も高く、次いで、「ときどき」（11.5％）、「少し

だけ」（9.7％）の順になっています。 

 

 

問 30 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。 

全体では、「8」が 22.1％と最も高く、次いで、「5」（19.5％）、「3」（14.2％）の順にな

っています。 

 

  

5.3

8.1

4.4

8.0

5.4

8.8

20.4

27.0

14.7

34.5

40.5

33.8

31.9

18.9

38.2

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答

4.4

2.7

5.9

3.5

5.4

2.9

11.5

18.9

7.4

9.7

10.8

10.3

69.9

62.2

72.1

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答

0.9

2.7

0.0

0.9

2.7

0.0

2.7

5.4

1.5

14.2

27.0

5.9

7.1

10.8

4.4

19.5

24.3

17.6

5.3

5.4

5.9

13.3

8.1

16.2

22.1

13.5

25.0

7.1

0.0

11.8

6.2

0.0

10.3

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

0：まったく満足していない 1 2

3 4 5

6 7 8

9 10：十分に満足している 無回答無回答
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問 31 あなたのご家庭の現在の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡大により学校が休校する

前（2020 年 2 月以前）から比べて、どのように変わりましたか。（a~g それぞれについて、

あてはまるもの 1 つに○） 

a) 世帯全体の収入の変化 

全体では、「3 変わらない」が 59.3％と最も高く、次いで、「2 減った」（31.0％）、「1 増え

た」（8.0％）の順になっています。 

 

 

b) 生活に必要な支出の変化 

全体では、「1 増えた」が 55.8％と最も高く、次いで、「3 変わらない」（41.6％）、「2 減っ

た」（2.7％）の順になっています。 

 

 

c) お金が足りなくて、必要な食料や衣服を買えないこと 

全体では、「3 変わらない」が 73.5％と最も高く、次いで、「1 増えた」（22.1％）、「2 減っ

た」（2.7％）の順になっています。 

 

  

8.0

8.1

7.4

31.0

40.5

27.9

59.3

48.6

63.2

1.8

2.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

増えた 減った 変わらない 無回答無回答

55.8

64.9

51.5

2.7

0.0

4.4

41.6

35.1

44.1

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

増えた 減った 変わらない 無回答無回答

22.1

29.7

19.1

2.7

0.0

4.4

73.5

70.3

75.0

1.8

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

増えた 減った 変わらない 無回答無回答
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d) お子さんと話をすること 

全体では、「3 変わらない」が 66.4％と最も高く、次いで、「1 増えた」（27.4％）、「2 減っ

た」（5.3％）の順になっています。 

 

 

e) 家庭内で言い争ったり、もめごとが起こること 

全体では、「3 変わらない」が 84.1％と最も高く、次いで、「1 増えた」（9.7％）、「2 減っ

た」（4.4％）の順になっています。 

 

 

f) あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこと 

全体では、「3 変わらない」が 71.7％と最も高く、次いで、「1 増えた」（23.0％）、「2 減っ

た」（3.5％）の順になっています。 

 

  

27.4

35.1

22.1

5.3

5.4

5.9

66.4

59.5

70.6

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

増えた 減った 変わらない 無回答無回答

9.7

13.5

8.8

4.4

8.1

2.9

84.1

78.4

86.8

1.8

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

増えた 減った 変わらない 無回答無回答

23.0

27.0

22.1

3.5

5.4

2.9

71.7

67.6

73.5

1.8

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

増えた 減った 変わらない 無回答無回答
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g) 家にいる時間 

全体では、「3 変わらない」が 48.7％と最も高く、次いで、「1 増えた」（37.2％）、「2 減っ

た」（13.3％）の順になっています。 

 

 

問 32 子育てについての心配や悩みごとは次のどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「将来的な教育費など」が 66.4％と最も高く、次いで、「生活費などの経済的な

負担」（53.1％）、「仕事と家庭の両立」（32.7％）の順になっています。 

  

37.2

40.5

35.3

13.3

10.8

13.2

48.7

48.6

50.0

0.9

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

増えた 減った 変わらない 無回答無回答

53.1

66.4

31.0

15.0

15.9

32.7

13.3

0.9

19.5

0.0

73.0

75.7

32.4

13.5

24.3

35.1

8.1

2.7

13.5

0.0

41.2

63.2

32.4

17.6

13.2

30.9

16.2

0.0

23.5

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

生活費などの経済的な負担

将来的な教育費など

子どものしつけや接し方

子どもの健康状態

家事や育児

仕事と家庭の両立

周囲との人間関係

その他

特にない

無回答

全体(N=113) 相対的貧困世帯(n=37) 標準世帯(n=68)
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５．必要な支援 

問 33 あなたのご家庭では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。（a～e それ

ぞれについて、1～3 のあてはまるもの 1 つに○）また、「3 利用したことがない」場合、そ

の理由は何ですか。（①～⑥のあてはまるもの 1 つに○） 

ａ 就学援助 

全体では、「利用したことがない」が 60.2％と最も高く、次いで、「現在利用している」

（25.7％）、「現在利用していないが、以前利用したことがある」（8.8％）の順になっていま

す。 

 

 

ａ2 就学援助（利用したことがない理由） 

全体では、「制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから」が 42.6％と最も高く、

次いで、「これまで利用が必要な状況になかったから」（23.5％）、「利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから」（5.9％）の順になっています。 

 

  

25.7

62.2

5.9

8.8

5.4

11.8

60.2

18.9

82.4

5.3

13.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答無回答

42.6

57.1

41.1

23.5

14.3

25.0

1.5

0.0

1.8

5.9

0.0

5.4

4.4

28.6

1.8

1.5

0.0

1.8

20.6

0.0

23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=68)

相対的貧困世帯(n=7)

標準世帯(n=56)

制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから

これまで利用が必要な状況になかったから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答無回答
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ｂ 生活保護 

全体では、「利用したことがない」が 79.6％と最も高く、次いで、「現在利用している」「現

在利用していないが、以前利用したことがある」（5.3％）の順になっています。 

 

 

ｂ2 生活保護（利用したことがない理由） 

全体では、「制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから」が 41.1％と最も高く、

次いで、「これまで利用が必要な状況になかったから」（28.9％）、「それ以外の理由」（2.2％）

の順になっています。 

 

  

5.3

13.5

1.5

5.3

13.5

0.0

79.6

48.6

97.1

9.7

24.3

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答無回答

41.1

33.3

42.4

28.9

22.2

31.8

1.1

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

5.6

0.0

2.2

5.6

1.5

25.6

27.8

24.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=90)

相対的貧困世帯(n=18)

標準世帯(n=66)

制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから

これまで利用が必要な状況になかったから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答無回答
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ｃ 生活困窮者の自立支援相談窓口 

全体では、「利用したことがない」が 86.7％と最も高く、次いで、「現在利用している」

（1.8％）の順になっています。 

 

 

ｃ2 生活困窮者の自立支援相談窓口（利用したことがない理由） 

全体では、「制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから」が 34.7％と最も高く、

次いで、「これまで利用が必要な状況になかったから」（29.6％）、「それ以外の理由」（5.1％）

の順になっています。 

 

  

1.8

2.7

1.5

0.0

0.0

0.0

86.7

67.6

97.1

11.5

29.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答無回答

34.7

20.0

39.4

29.6

24.0

33.3

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

4.0

1.5

5.1

16.0

1.5

27.6

36.0

24.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=98)

相対的貧困世帯(n=25)

標準世帯(n=66)

制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから

これまで利用が必要な状況になかったから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答無回答
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ｄ 児童扶養手当 

全体では、「利用したことがない」が 69.9％と最も高く、次いで、「現在利用している」

（19.5％）、「現在利用していないが、以前利用したことがある」（5.3％）の順になっていま

す。 

 

 

ｄ2 児童扶養手当（利用したことがない理由） 

全体では、「制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから」が 43.0％と最も高く、

次いで、「これまで利用が必要な状況になかったから」（25.3％）、「それ以外の理由」（2.5％）

の順になっています。 

 

  

19.5

43.2

8.8

5.3

5.4

5.9

69.9

40.5

83.8

5.3

10.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答無回答

43.0

26.7

45.6

25.3

20.0

28.1

0.00.0

0.0

1.3

0.0

1.8

1.3

6.7

0.0

2.5

13.3

0.0

26.6

33.3

24.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=79)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=57)

制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから

これまで利用が必要な状況になかったから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答無回答
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ｅ ひとり親家庭サポートセンター 

全体では、「利用したことがない」が 85.8％と最も高く、次いで、「現在利用している」「現

在利用していないが、以前利用したことがある」（1.8％）の順になっています。 

 

 

ｅ2 ひとり親家庭サポートセンター（利用したことがない理由） 

全体では、「制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから」が 35.1％と最も高く、

次いで、「これまで利用が必要な状況になかったから」（30.9％）、「それ以外の理由」（6.2％）

の順になっています。 

 

 

  

1.8

2.7

1.5

1.8

5.4

0.0

85.8

64.9

97.1

10.6

27.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=113)

相対的貧困世帯(n=37)

標準世帯(n=68)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答無回答

35.1

16.7

39.4

30.9

20.8

36.4

1.0

4.2

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

4.2

0.0

6.2

25.0

0.0

25.8

29.2

24.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=97)

相対的貧困世帯(n=24)

標準世帯(n=66)

制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから

これまで利用が必要な状況になかったから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答無回答
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問 34 あなたが、現在または将来的にあったらよいと思う支援は次のうちどれですか。（あてはまる

ものすべてに○） 

問 34-1 相談などについて 

全体では、「特にない」が 54.0％と最も高く、次いで、「子どもや生活のことなどの悩みを

相談できること」（25.7％）、「就労のための相談や情報提供が受けられること」（21.2％）の

順になっています。 

 

 

 

  

25.7

15.0

6.2

11.5

21.2

0.9

54.0

0.9

18.9

18.9

2.7

8.1

16.2

2.7

62.2

0.0

29.4

13.2

8.8

13.2

23.5

0.0

50.0

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもや生活のことなどの悩みを相談できること

同じような悩みを持った人同士で知り合えること

民生委員・児童委員など地域の人から相談や情報提供が受け

られること

離婚のことや養育費のことなどについて専門的な相談や情報

提供が受けられること

就労のための相談や情報提供が受けられること

その他

特にない

無回答

全体(N=113) 相対的貧困世帯(n=37) 標準世帯(n=68)
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問 34-2 経済的支援などについて 

全体では、「子どもの就学にかかる費用が軽減されること」が 83.2％と最も高く、次いで、

「子どもの習いごとや塾などの費用が軽減されること」（50.4％）、「保護者の就労に必要な職

業訓練や資格取得にかかる費用を助成してもらえる．こと」（39.8％）の順になっています。 

 

 

  

39.8

35.4

83.2

50.4

17.7

0.9

8.8

0.9

51.4

48.6

81.1

51.4

21.6

0.0

5.4

2.7

33.8

29.4

85.3

48.5

14.7

1.5

10.3

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保護者の就労に必要な職業訓練や資格取得にかかる費用を助

成してもらえる．こと

住宅を探したり住宅費を軽減したりするための支援が受けら

れること

子どもの就学にかかる費用が軽減されること

子どもの習いごとや塾などの費用が軽減されること

一時的に必要となる資金を借りられること

その他

特にない

無回答

全体(N=113) 相対的貧困世帯(n=37) 標準世帯(n=68)
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問 34-3 その他の支援について 

全体では、「無料で利用できる塾などの子どもの学習支援の場が地域にできること」が

67.3％と最も高く、次いで、「子どもの学習用品などを定期的に支給されること」（48.7％）、

「子ども食堂などの子どもの居場所が地域に増えること」（32.7％）の順になっています。 

 

 

 

  

31.9

22.1

32.7

67.3

26.5

48.7

15.0

1.8

13.3

0.0

27.0

10.8

32.4

73.0

40.5

59.5

16.2

2.7

10.8

0.0

33.8

27.9

35.3

63.2

19.1

41.2

11.8

1.5

14.7

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保護者が病気、出産、事故などの事情があったときに一時的

に子どもを預けら．れること

保護者が病気や障がいのある場合にヘルパーの派遣や家事支

援を受けられる．こと

子ども食堂などの子どもの居場所が地域に増えること

無料で利用できる塾などの子どもの学習支援の場が地域にで

きること

食品を定期的に支給されること

子どもの学習用品などを定期的に支給されること

病気や障がいのことなどについて専門的な相談や情報提供が

受けられること

その他

特にない

無回答

全体(N=113) 相対的貧困世帯(n=37) 標準世帯(n=68)
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問 35 あなたが、子どものための必要な支援を受けられるようにするために、必要だと思うことを

教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

問 35-1 情報提供について 

全体では、「町役場の広報誌(広報かわさき)に支援策の情報を掲載する」が 55.8％と最も高

く、次いで、「町役場の公式 LINE で支援策の情報を配信する」（51.3％）、「町役場のホームペ

ージに支援策の情報を掲載する」「保育所、認定こども園、学校等を通じて支援策のチラシ等

を配布する」（41.6％）の順になっています。 

 

 

 

  

41.6

55.8

51.3

3.5

41.6

9.7

0.9

13.3

1.8

32.4

56.8

43.2

5.4

40.5

8.1

2.7

13.5

2.7

48.5

55.9

55.9

2.9

44.1

10.3

0.0

11.8

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

町役場のホームページに支援策の情報を掲載する

町役場の広報誌(広報かわさき)に支援策の情報を掲載する

町役場の公式LINEで支援策の情報を配信する

新聞に支援策の情報を掲載する

保育所、認定こども園、学校等を通じて支援策のチラシ等を

配布する

病院に支援策のチラシ等を設置する

その他

特にない

無回答

全体(N=113) 相対的貧困世帯(n=37) 標準世帯(n=68)
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問 35-2 相談・助言について 

全体では、「公式 LINE 等のアプリで相談できるようにする」が 42.5％と最も高く、次いで、

「特にない」（31.9％）、「相談窓口の場所や時間を分かりやすく情報提供する」（23.0％）の

順になっています。 

 
 

9.7

23.0

8.8

21.2

42.5

17.7

5.3

12.4

8.8

1.8

31.9

3.5

13.5

18.9

8.1

18.9

27.0

24.3

8.1

8.1

10.8

5.4

37.8

5.4

8.8

26.5

10.3

22.1

51.5

13.2

4.4

13.2

7.4

0.0

27.9

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

相談窓口の数を町内に増やす

相談窓口の場所や時間を分かりやすく情報提供する

相談窓口を行きやすい雰囲気にする(具体的に：)

休日や夜間でも対応している相談窓口を増やす

公式LINE等のアプリで相談できるようにする

保育所、幼稚園、学校等で具体的な助言を受けられるように

する

病院で具体的な助言を受けられるようにする

子育て世帯に対する訪問事業を充実させる

乳幼児健康診査を充実させる

その他

特にない

無回答

全体(N=113) 相対的貧困世帯(n=37) 標準世帯(n=68)
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１．学習の状況 

問 1 あなたの性別を教えてください。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「女性」が 54.8％と最も高く、次いで、「男性」（38.1％）の順になっています。

「その他・答えたくない」は 0％で回答者なしでした。 

 

 

問 2 あなたは、ふだん学校の授業以外で、どのように勉強をしていますか。勉強には学校の宿題

もふくみます。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「自分で勉強する」が 65.5％と最も高く、次いで、「家の人に教えてもらう」

（34.5％）、「友達と勉強する」（14.3％）の順になっています。 

  

38.1 54.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

男性 女性 その他・答えたくない 無回答無回答

65.5

6.0

6.0

1.2

0.0

34.5

14.3

2.4

11.9

4.8

73.3

0.0

6.7

6.7

0.0

26.7

13.3

6.7

13.3

6.7

60.7

7.1

7.1

0.0

0.0

46.4

14.3

3.6

10.7

7.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強しない

無回答

全体(N=84) 相対的貧困世帯(n=15) 標準世帯(n=28)
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問 3 あなたは、ふだん学校の授業以外に、1 日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。学校の

宿題をする時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。（①、②それぞれについて、あては

まるもの 1 つに○） 

① 学校がある日（月～金曜日） 

全体では、「30 分以上 1 時間より少ない」が 39.3％と最も高く、次いで、「1 時間以上 2

時間より少ない」（26.2％）、「30 分より少ない」（17.9％）の順になっています。 

 

 

② 学校がない日（土曜日・日曜日・祝日） 

全体では、「まったくしない」が 34.5％と最も高く、次いで、「30 分以上 1 時間より少な

い」（26.2％）、「30 分より少ない」（17.9％）の順になっています。 

 

  

6.0

0.0

10.7

17.9

6.7

10.7

39.3

40.0

46.4

26.2

46.7

21.4

4.8

0.0

3.6

1.2

0.0

0.0

4.8

6.7

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

まったくしない 30分より少ない 30分以上1時間より少ない

1時間以上2時間より少ない 2時間以上3時間より少ない 3時間以上

無回答無回答

34.5

20.0

32.1

17.9

13.3

17.9

26.2

40.0

28.6

8.3

13.3

7.1

2.4

6.7

3.6

3.6

0.0

0.0

7.1

6.7

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

まったくしない 30分より少ない 30分以上1時間より少ない

1時間以上2時間より少ない 2時間以上3時間より少ない 3時間以上

無回答無回答
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問 4 あなたの成績は、クラスの中でどのくらいだと思いますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「わからない」が 26.2％と最も高く、次いで、「まん中あたり」（23.8％）、「下

のほう」（16.7％）の順になっています。 

 

 

問 5 あなたは、学校にどのくらい通っていますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「毎日(週 5 日)」が 81.0％と最も高く、次いで、「週 3～4 日」（11.9％）、「ほと

んど通っていない」（2.4％）の順になっています。 

 

 

問 6 あなたは学校の授業がわからないことがありますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「だいたいわかる」が 40.5％と最も高く、次いで、「教科によってはわからない

ことがある」（36.9％）、「わからないことが多い」（9.5％）の順になっています。 

  

2.4

0.0

3.6

11.9

13.3

21.4

23.8

0.0

32.1

13.1

26.7

3.6

16.7

13.3

3.6

26.2

40.0

25.0

6.0

6.7

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答無回答

81.0

80.0

82.1

11.9

13.3

7.1

0.0

0.0

0.0

2.4

0.0

3.6

4.8

6.7

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

毎日(週5日) 週3～4日 週1～2日 ほとんど通っていない 無回答無回答

6.0

6.7

10.7

40.5

20.0

46.4

36.9

53.3

25.0

9.5

13.3

7.1

2.4

0.0

3.6

4.8

6.7

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答無回答
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問 6-1 問 6 で「3」～「5」と答えた人にお聞きします。いつごろから、授業がわからないことが

あるようになりましたか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「4 年生のころ」が 41.5％と最も高く、次いで、「5 年生のころ」（39.0％）、「3

年生のころ」（19.5％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

２．進学希望 

問 7 あなたは、中学校卒業後、どこまで勉強したいですか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「高校」が 35.7％と最も高く、次いで、「大学」（19.0％）、「まだわからない」

（17.9％）の順になっています。 

 

 

  

0.0

0.0

0.0

19.5

30.0

20.0

41.5

20.0

60.0

39.0

50.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=41)

相対的貧困世帯(n=10)

標準世帯(n=10)

1・2年生のころ 3年生のころ 4年生のころ 5年生のころ 無回答無回答

3.6

0.0

0.0

35.7

26.7

39.3

16.7

33.3

10.7

1.2

6.7

0.0

19.0

20.0

21.4

0.0

0.0

0.0

17.9

13.3

17.9

6.0

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

中学卒業後は進学しない 高校 専門学校

短大 大学 その他

まだわからない 無回答無回答
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問 7-1 問 7 で「1」～「6」と答えた人にお聞きします。その理由は何ですか。（あてはまるもの

すべてに○） 

全体では、「希望する学校や職業があるから」が 39.1％と最も高く、次いで、「自分の成績

から考えて」（20.3％）、「親がそう言っているから」（15.6％）の順になっています。 

 

 

  

39.1

20.3

15.6

9.4

6.3

10.9

3.1

14.1

14.1

4.7

46.2

0.0

15.4

23.1

7.7

23.1

0.0

23.1

7.7

0.0

50.0

20.0

25.0

5.0

5.0

10.0

0.0

20.0

10.0

10.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友だちがそうしているから

お金のことを考えて

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

全体(n=64) 相対的貧困世帯(n=13) 標準世帯(n=20)
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３．日常的な生活の状況 

問 8 あなたは週にどのくらい朝食を食べていますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「毎日食べる(週7日)」が52.4％と最も高く、次いで、「週5～6日」（26.2％）、

「週に 1～2 日、ほとんど食べない」（10.7％）の順になっています。 

 

 

問 9 あなたは週にどのくらい夕食を食べていますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「毎日食べる(週 7 日)」が 83.3％と最も高く、次いで、「週 5～6 日」（7.1％）、

「週 3～4 日」（2.4％）の順になっています。 

 

 

問 10 あなたは夏休みや冬休みなどの期間は、週にどのくらい昼食を食べていますか。（あてはま

るもの 1 つに○） 

全体では、「毎日食べる(週7日)」が65.5％と最も高く、次いで、「週5～6日」（16.7％）、

「週 3～4 日」（7.1％）の順になっています。 

  

52.4

60.0

60.7

26.2

20.0

25.0

3.6

13.3

0.0

10.7

6.7

3.6

7.1

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答

83.3

93.3

85.7

7.1

0.0

3.6

2.4

6.7

0.0

1.2

0.0

0.0

6.0

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答

65.5

66.7

67.9

16.7

20.0

17.9

7.1

0.0

3.6

4.8

13.3

0.0

6.0

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答
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問 11 あなたは土・日曜日・祝日の昼食は、どのくらい食べていますか。（あてはまるもの 1 つに

○） 

全体では、「毎回食べる」が 72.6％と最も高く、次いで、「2 回に 1 回くらい」（14.3％）、

「ほとんど食べない」（3.6％）の順になっています。 

 

 

問 12 あなたは主にだれと食事をしていますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「家族全員」が 63.1％と最も高く、次いで、「親」（19.0％）、「きょうだい」

（10.7％）の順になっています。 

 

 

問 13 あなたは、ふだん（月曜日～金曜日）、ほぼ同じ時間に寝ていますか。（あてはまるもの 1

つに○） 

全体では、「どちらかといえばそうである」が 42.9％と最も高く、次いで、「そうである」

（26.2％）、「そうではない」（15.5％）の順になっています。 

 

  

72.6

80.0

67.9

14.3

6.7

14.3

2.4

6.7

0.0

3.6

6.7

3.6

7.1

0.0

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

毎回食べる 2回に1回くらい 3回に1回くらい ほとんど食べない 無回答無回答

63.1

60.0

64.3

19.0

13.3

17.9

10.7

20.0

7.1

0.0

0.0

0.0

1.2

6.7

0.0

6.0

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

家族全員 親 きょうだい その他 1人で食事をしている 無回答無回答

26.2

33.3

17.9

42.9

20.0

53.6

9.5

13.3

7.1

15.5

33.3

10.7

6.0

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

そうである どちらかといえばそうである どちらかといえばそうではない

そうではない 無回答無回答
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問 14 あなたは、現在、むし歯がありますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「ない」が 39.3％と最も高く、次いで、「ない(あったが治療済み)」（33.3％）、

「ある(治療していない)」（13.1％）の順になっています。 

 

 

問 15 あなたは、毎日お風呂に入っていますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「毎日・ほぼ毎日」が 92.9％と最も高く、次いで、「週に 4～5 日」（1.2％）の

順になっています。 

 

 

問 16 あなたは、現在、夢中になって取り組めるものがありますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「ある」が 71.4％と最も高く、次いで、「ない」（22.6％）の順になっています。 

 

 

  

8.3

6.7

0.0

13.1

26.7

3.6

33.3

20.0

35.7

39.3

46.7

50.0

6.0

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

ある(治療中) ある(治療していない) ない(あったが治療済み) ない 無回答無回答

92.9

100.0

89.3

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.0

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

毎日・ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 週に1日

1月に1～2日 入らない 無回答無回答

71.4

86.7

75.0

22.6

13.3

14.3

6.0

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

ある ない 無回答無回答
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問 17 あなたは、大人の代わりにほぼ毎日行っていることはありますか。（あてはまるものすべて

に○） 

全体では、「どれも行っていない」が 67.9％と最も高く、次いで、「家族に代わり、幼いき

ょうだいの世話をしている」（15.5％）、「障がいや病気のある家族に代わり、買い物・料理・

掃除・洗濯などの家事をしている」「目を離せない家族の見守りや声かけなどの気づかいをし

ている」「一緒に住んでいる家族の通訳をしている」（3.6％）の順になっています。 

 

 

  

3.6

15.5

1.2

2.4

3.6

3.6

67.9

6.0

0.0

20.0

0.0

6.7

0.0

0.0

73.3

0.0

3.6

10.7

3.6

0.0

3.6

7.1

75.0

7.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

障がいや病気のある家族に代わり、買い物・料理・掃除・洗

濯などの家事をしている

家族に代わり、幼いきょうだいの世話をしている

障がいや病気のあるきょうだいの世話や見守りをしている

障がいや病気のある大人の家族の身の回りの世話をしている

目を離せない家族の見守りや声かけなどの気づかいをしてい

る

一緒に住んでいる家族の通訳をしている

どれも行っていない

無回答

全体(N=84) 相対的貧困世帯(n=15) 標準世帯(n=28)
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問 18 今、いやなことや悩んでいることはありますか。（ア～エそれぞれの 1 または 2 に○） 

ア 友だちができない 

全体では、「あてはまらない」が 90.5％と最も高く、次いで、「あてはまる」（1.2％）の順

になっています。 

 

 

イ 友だちとのつきあいに気をつかう 

全体では、「あてはまらない」が 63.1％と最も高く、次いで、「あてはまる」（31.0％）の

順になっています。 

 

 

ウ クラスのなかでいじめを受けている 

全体では、「あてはまらない」が 89.3％と最も高く、次いで、「あてはまる」（1.2％）の順

になっています。 

 

  

1.2

0.0

0.0

90.5

100.0

89.3

8.3

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまる あてはまらない 無回答無回答

31.0

40.0

28.6

63.1

60.0

64.3

6.0

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまる あてはまらない 無回答無回答

1.2

0.0

0.0

89.3

100.0

89.3

9.5

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまる あてはまらない 無回答無回答
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エ 家では落ち着いて勉強ができない 

全体では、「あてはまらない」が 72.6％と最も高く、次いで、「あてはまる」（20.2％）の

順になっています。 

 

 

問 19 あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う人はだれです

か。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「親」が 66.7％と最も高く、次いで、「学校の友だち」（56.0％）、「学校の先生」

（25.0％）の順になっています。 

  

20.2

33.3

7.1

72.6

66.7

85.7

7.1

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまる あてはまらない 無回答無回答

66.7

17.9

13.1

25.0

56.0

10.7

3.6

6.0

1.2

10.7

7.1

60.0

20.0

6.7

40.0

40.0

13.3

13.3

6.7

6.7

20.0

6.7

75.0

17.9

25.0

28.6

64.3

17.9

3.6

3.6

0.0

7.1

10.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親

きょうだい

祖父母など

学校の先生

学校の友だち

学校外の友だち

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど

その他の大人(学童クラブの人、塾・習い事の先生、地域の人

など)

ネットで知り合った人

だれにも相談できない、相談したくない

無回答

全体(N=84) 相対的貧困世帯(n=15) 標準世帯(n=28)
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問 20 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0：まったく満足し

ていない」から「10：十分に満足している」の数字で答えてください。（あてはまるもの 1

つに○） 

全体では、「10：十分に満足している」が23.8％と最も高く、次いで、「9」（20.2％）、「8」

（16.7％）の順になっています。 

 

 

問 21 以下の質問について回答してください。あなたのここ半年くらいのことを考えて答えてく

ださい。（①～⑱それぞれについて、あてはまるもの 1 つに○） 

① 私は、他人の気持ちを考えて、親切にするようにしている。 

全体では、「まああてはまる」が 59.5％と最も高く、次いで、「あてはまる」（28.6％）、

「あてはまらない」（6.0％）の順になっています。 

 

 

② 私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気分が悪くなったりする。 

全体では、「あてはまらない」が 38.1％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（34.5％）、

「あてはまる」（21.4％）の順になっています。 

  

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

6.7

0.0

2.4

0.0

3.6

4.8

13.3

7.1

6.0

0.0

0.0

9.5

6.7

10.7

9.5

13.3

3.6

16.7

6.7

14.3

20.2

33.3

25.0

23.8

20.0

28.6

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 無回答無回答

6.0

0.0

3.6

59.5

60.0

53.6

28.6

33.3

35.7

6.0

6.7

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

38.1

40.0

42.9

34.5

40.0

25.0

21.4

20.0

25.0

6.0

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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③ 私は、他の人たちと、よく食べ物を分け合ったり、ゲームやペンなどを貸し借りする。 

全体では、「あてはまらない」が 45.2％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（33.3％）、

「あてはまる」（15.5％）の順になっています。 

 

 

④ 私は、だいたいいつも一人で遊ぶか、人と付き合うことを避けている。 

全体では、「あてはまらない」が 77.4％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（17.9％）

の順になっています。 

 

 

⑤ 私は、心配ごとが多く、いつも不安だ。 

全体では、「あてはまらない」が 48.8％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（27.4％）、

「あてはまる」（19.0％）の順になっています。 

 

  

45.2

40.0

42.9

33.3

40.0

39.3

15.5

20.0

10.7

6.0

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

77.4

93.3

75.0

17.9

6.7

17.9

0.0

0.0

0.0

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

48.8

46.7

57.1

27.4

26.7

25.0

19.0

26.7

10.7

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑥ 私は、だれかが落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける。 

全体では、「まああてはまる」が 54.8％と最も高く、次いで、「あてはまる」（27.4％）、

「あてはまらない」（13.1％）の順になっています。 

 

 

⑦ 私は、落ち込んだり、涙ぐんだりすることがよくある。 

全体では、「あてはまらない」が 40.5％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（33.3％）、

「あてはまる」（21.4％）の順になっています。 

 

 

⑧ 私は、同じくらいの年齢の人からは、だいたい好かれている。 

全体では、「まああてはまる」が 52.4％と最も高く、次いで、「あてはまらない」（25.0％）、

「あてはまる」（17.9％）の順になっています。 

 

  

13.1

13.3

7.1

54.8

53.3

60.7

27.4

33.3

25.0

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

40.5

53.3

39.3

33.3

33.3

32.1

21.4

13.3

21.4

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

25.0

33.3

7.1

52.4

46.7

67.9

17.9

20.0

17.9

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑨ 私は、新しい場面に直面すると、自信をなくしやすい。 

全体では、「まああてはまる」が 44.0％と最も高く、次いで、「あてはまる」（29.8％）、

「あてはまらない」（21.4％）の順になっています。 

 

 

⑩ 私は、年下の人たちに対してやさしくしている。 

全体では、「あてはまる」が 48.8％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（34.5％）、

「あてはまらない」（11.9％）の順になっています。 

 

 

⑪ 私は、他の人から、いじめられたり、からかわれたりする。 

全体では、「あてはまらない」が 81.0％と最も高く、次いで、「まああてはまる」「あてはま

る」（7.1％）の順になっています。 

 

  

21.4

33.3

25.0

44.0

40.0

39.3

29.8

26.7

28.6

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

11.9

13.3

3.6

34.5

40.0

35.7

48.8

46.7

53.6

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

81.0

86.7

82.1

7.1

6.7

7.1

7.1

6.7

3.6

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑫ 私は、一緒に住んでいる人からやさしくされている。 

全体では、「あてはまる」が 65.5％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（23.8％）、

「あてはまらない」（2.4％）の順になっています。 

 

 

⑬ 一緒に住んでいる人は、私の気持ちを大事にしてくれている。 

全体では、「あてはまる」が 58.3％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（33.3％）、

「あてはまらない」（2.4％）の順になっています。 

 

 

⑭ 私は、自分からすすんでよくお手伝いをする（親・先生・他の人たちなど） 

全体では、「まああてはまる」が 48.8％と最も高く、次いで、「あてはまる」（26.2％）、

「あてはまらない」（20.2％）の順になっています。 

 

  

2.4

0.0

0.0

23.8

26.7

14.3

65.5

73.3

75.0

8.3

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

2.4

0.0

0.0

33.3

60.0

14.3

58.3

40.0

78.6

6.0

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

20.2

26.7

17.9

48.8

46.7

50.0

26.2

26.7

25.0

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑮ 私は、他の人たちより、大人といる方がうまくいく。 

全体では、「あてはまらない」が 52.4％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（31.0％）、

「あてはまる」（9.5％）の順になっています。 

 

 

⑯ 私は、こわがりで、すぐにおびえたりする。 

全体では、「あてはまらない」が 42.9％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（34.5％）、

「あてはまる」（17.9％）の順になっています。 

 

 

⑰ 私は、半年前より学力が低下した。 

全体では、「あてはまらない」が 51.2％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（28.6％）、

「あてはまる」（14.3％）の順になっています。 

 

  

52.4

60.0

42.9

31.0

33.3

32.1

9.5

6.7

10.7

7.1

0.0

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

42.9

40.0

50.0

34.5

40.0

21.4

17.9

20.0

21.4

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

51.2

53.3

64.3

28.6

33.3

25.0

14.3

6.7

3.6

6.0

6.7

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑱ 私は、半年前より体力が低下した。 

全体では、「あてはまらない」が 46.4％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（25.0％）、

「あてはまる」（23.8％）の順になっています。 

 

 

問 22 あなたは、次のような場所などを利用したことがありますか。また、利用したことがない

場合、今後利用したいと思いますか。（①～④それぞれについて、あてはまるもの 1 つに

○） 

① （自分や友だちの家以外で）夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（子ども食堂） 

全体では、「今後も利用したいと思わない」が 32.1％と最も高く、次いで、「あれば利用し

たいと思う」（31.0％）、「今後利用したいかどうかわからない」（26.2％）の順になっていま

す。 

 

  

46.4

46.7

50.0

25.0

40.0

17.9

23.8

13.3

25.0

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

6.0

6.7

3.6

31.0

46.7

21.4

32.1

26.7

32.1

26.2

20.0

35.7

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答
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② 勉強を無料または安いお金でみてくれる場所 

全体では、「今後利用したいかどうかわからない」が 38.1％と最も高く、次いで、「今後も

利用したいと思わない」（29.8％）、「あれば利用したいと思う」（19.0％）の順になっていま

す。 

 

 

③ （家や学校以外で）何でも相談できる場所（電話やネットの相談をふくむ） 

全体では、「今後も利用したいと思わない」が 42.9％と最も高く、次いで、「今後利用した

いかどうかわからない」（31.0％）、「あれば利用したいと思う」（17.9％）の順になっていま

す。 

 

 

④ スクールソーシャルワーカー 

全体では、「今後利用したいかどうかわからない」が 45.2％と最も高く、次いで、「今後も

利用したいと思わない」（33.3％）、「あれば利用したいと思う」（11.9％）の順になっていま

す。 

  

7.1

6.7

7.1

19.0

40.0

21.4

29.8

20.0

25.0

38.1

33.3

39.3

6.0

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答

1.2

6.7

0.0

17.9

20.0

28.6

42.9

40.0

39.3

31.0

33.3

25.0

7.1

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答

1.2

6.7

0.0

11.9

6.7

14.3

33.3

26.7

25.0

45.2

60.0

50.0

8.3

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答
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問 22-1 問 22 で「1」と答えた人にお聞きします。そこを利用したことで変化はありましたか。

（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「気軽に話せる大人が増えた」が 41.7％と最も高く、次いで、「友だちが増えた」

「生活の中で楽しみなことが増えた」「勉強がわかるようになった」（33.3％）の順になってい

ます。 

 

  

33.3

41.7

33.3

25.0

8.3

33.3

25.0

8.3

16.7

8.3

25.0

50.0

25.0

25.0

25.0

50.0

25.0

25.0

0.0

0.0

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

100.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答

全体(n=12) 相対的貧困世帯(n=4) 標準世帯(n=2)
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問 23 あなたは、1 か月に自分で自由に使えるお金（お小遣い）がありますか。（あてはまるもの

1 つに○） 

全体では、「ある」が 75.0％と最も高く、次いで、「ない」（20.2％）の順になっています。 

 

 

問 23-1 問 23 で「1．ある」と答えた人にお聞きします。その金額はどのくらいですか（あては

まるもの 1 つに○） 

全体では、「1,000～5,000 円」が 63.5％と最も高く、次いで、「1,000 円より少ない」

（14.3％）、「10,000 円より多い」（12.7％）の順になっています。 

 

 

  

75.0

73.3

82.1

20.2

26.7

10.7

4.8

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=84)

相対的貧困世帯(n=15)

標準世帯(n=28)

ある ない 無回答無回答

14.3

9.1

17.4

63.5

90.9

65.2

7.9

0.0

8.7

12.7

0.0

8.7

1.6

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=63)

相対的貧困世帯(n=11)

標準世帯(n=23)

1,000円より少ない 1,000～5,000円 5,000円～10,000円 10,000円より多い 無回答無回答
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１．学習の状況 

問 1 あなたの性別を教えてください。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「女性」が 46.9％と最も高く、次いで、「男性」（45.3％）、「その他・答えたく

ない」（1.6％）の順になっています。 

 

 

問 2 あなたは、ふだん学校の授業以外で、どのように勉強をしていますか。勉強には学校の宿題

もふくみます。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「自分で勉強する」が 75.0％と最も高く、次いで、「家の人に教えてもらう」

（21.9％）、「友達と勉強する」（20.3％）の順になっています。 

  

45.3 46.9

1.6

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

男性 女性 その他・答えたくない 無回答無回答

75.0

14.1

12.5

4.7

3.1

21.9

20.3

1.6

18.8

1.6

81.0

4.8

9.5

0.0

4.8

23.8

23.8

0.0

23.8

0.0

71.8

20.5

10.3

5.1

2.6

20.5

15.4

2.6

17.9

2.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強しない

無回答

全体(N=64) 相対的貧困世帯(n=21) 標準世帯(n=39)
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問 3 あなたは、ふだん学校の授業以外に、1 日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。学校の

宿題をする時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。（①、②それぞれについて、あては

まるもの 1 つに○） 

① 学校がある日（月～金曜日） 

全体では、「30 分以上 1 時間より少ない」が 35.9％と最も高く、次いで、「1 時間以上 2

時間より少ない」（26.6％）、「まったくしない」（15.6％）の順になっています。 

 

 

② 学校がない日（土・日曜日・祝日） 

全体では、「まったくしない」が 35.9％と最も高く、次いで、「30 分より少ない」「30 分以

上 1 時間より少ない」（21.9％）の順になっています。 

 

 

  

15.6

23.8

7.7

9.4

14.3

7.7

35.9

23.8

43.6

26.6

33.3

23.1

7.8

0.0

12.8

4.7

4.8

5.1

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

まったくしない 30分より少ない 30分以上1時間より少ない

1時間以上2時間より少ない 2時間以上3時間より少ない 3時間以上

無回答無回答

35.9

38.1

33.3

21.9

23.8

20.5

21.9

23.8

20.5

7.8

0.0

12.8

7.8

14.3

5.1

4.7

0.0

7.7

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

まったくしない 30分より少ない 30分以上1時間より少ない

1時間以上2時間より少ない 2時間以上3時間より少ない 3時間以上

無回答無回答
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問 4 あなたの成績は、クラスの中でどのくらいだと思いますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「まん中あたり」が 32.8％と最も高く、次いで、「やや上のほう」（18.8％）、

「下のほう」（17.2％）の順になっています。 

 

 

問 5 あなたは、学校にどのくらい通っていますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「毎日(週 5 日)」が 89.1％と最も高く、次いで、「週 3～4 日」（7.8％）、「ほと

んど通っていない」（1.6％）の順になっています。 

 

 

問 6 あなたは、学校の授業がわからないことがありますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「教科によってはわからないことがある」が 48.4％と最も高く、次いで、「だい

たいわかる」（37.5％）、「わからないことが多い」（7.8％）の順になっています。 

  

9.4

9.5

10.3

18.8

14.3

23.1

32.8

33.3

33.3

15.6

14.3

15.4

17.2

14.3

15.4

6.3

14.3

2.6

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答無回答

89.1

85.7

89.7

7.8

14.3

5.1

0.0

0.0

0.0

1.6

0.0

2.6

1.6

0.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

毎日(週5日) 週3～4日 週1～2日 ほとんど通っていない 無回答無回答

0.0

0.0

0.0

37.5

23.8

48.7

48.4

61.9

41.0

7.8

9.5

2.6

4.7

4.8

5.1

1.6

0.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答無回答
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問 6-1 問 6 で「3」～「5」と答えた人にお聞きします。いつごろから、授業がわからないことが

あるようになりましたか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「中学 1 年生のころ」が 51.3％と最も高く、次いで、「小学 5・6 年生のころ」

（15.4％）、「小学 3・4 年生のころ」「中学 2 年生のころ」（12.8％）の順になっています。 

 

 

２．進学希望 

問 7 あなたは、中学校卒業後、どこまで勉強したいですか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「高校」が43.8％と最も高く、次いで、「大学」（20.3％）、「専門学校」（18.8％）

の順になっています。 

 

 

  

5.1

6.3

5.3

12.8

6.3

21.1

15.4

12.5

10.5

51.3

56.3

47.4

12.8

12.5

15.8

2.6

6.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=39)

相対的貧困世帯(n=16)

標準世帯(n=19)

小学1・2年生のころ 小学3・4年生のころ 小学5・6年生のころ

中学1年生のころ 中学2年生のころ 無回答無回答

1.6

0.0

2.6

43.8

52.4

43.6

18.8

23.8

15.4

4.7

4.8

2.6

20.3

4.8

28.2

0.0

0.0

0.0

10.9

14.3

7.7

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

中学卒業後は進学しない 高校 専門学校

短大 大学 その他

まだわからない 無回答無回答
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問 7-1 問 7 で「1」～「6」と答えた人にお聞きします。その理由は何ですか。（あてはまるもの

すべてに○） 

全体では、「希望する学校や職業があるから」が 50.9％と最も高く、次いで、「とくに理由

はない」（21.1％）、「自分の成績から考えて」「お金のことを考えて」（12.3％）の順になって

います。 

 

 

  

50.9

12.3

10.5

5.3

10.5

12.3

5.3

1.8

21.1

3.5

50.0

5.6

5.6

5.6

5.6

11.1

5.6

0.0

22.2

5.6

50.0

13.9

13.9

5.6

13.9

13.9

5.6

2.8

22.2

2.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友だちがそうしているから

お金のことを考えて

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

全体(n=57) 相対的貧困世帯(n=18) 標準世帯(n=36)
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３．日常的な生活の状況 

問 8 あなたは地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加していますか。（あては

まるもの 1 つに○） 

全体では、「参加している」が 65.6％と最も高く、次いで、「参加していない」（34.4％）

の順になっています。 

 

 

問 8-1 問 8 で「2．参加していない」と答えた人にお聞きします。参加していない理由は何です

か。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「入りたいクラブ・部活動がないから」が 40.9％と最も高く、次いで、「その他」

（18.2％）、「塾や習い事が忙しいから」「家の事情(家族の世話、家事など)があるから」

（13.6％）の順になっています。 

  

65.6

61.9

71.8

34.4

38.1

28.2

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

参加している 参加していない 無回答無回答

40.9

13.6

4.5

13.6

4.5

18.2

13.6

25.0

12.5

0.0

25.0

12.5

25.0

0.0

63.6

18.2

0.0

9.1

0.0

9.1

18.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

一緒に入る友だちがいないから

その他

無回答

全体(n=22) 相対的貧困世帯(n=8) 標準世帯(n=11)
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問 9 あなたは週にどのくらい朝食を食べていますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「毎日食べる(週7日)」が64.1％と最も高く、次いで、「週5～6日」（18.8％）、

「週に 1～2 日、ほとんど食べない」（12.5％）の順になっています。 

 

 

問 10 あなたは週にどのくらい夕食を食べていますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「毎日食べる(週 7 日)」が 95.3％と最も高く、次いで、「週 5～6 日」（4.7％）

の順になっています。 

 

 

問 11 あなたは夏休みや冬休みなどの期間は、週にどのくらい昼食を食べていますか。（あてはま

るもの 1 つに○） 

全体では、「毎日食べる(週7日)」が75.0％と最も高く、次いで、「週5～6日」（12.5％）、

「週 3～4 日」（9.4％）の順になっています。 

 

 

  

64.1

42.9

74.4

18.8

28.6

15.4

4.7

9.5

2.6

12.5

19.0

7.7

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答

95.3

95.2

94.9

4.7

4.8

5.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答

75.0

66.7

76.9

12.5

14.3

12.8

9.4

9.5

10.3

1.6

4.8

0.0

1.6

4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答
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問 12 あなたは土・日曜日・祝日の昼食は、どのくらい食べていますか。（あてはまるもの 1 つに

○） 

全体では、「毎回食べる」が 82.8％と最も高く、次いで、「2 回に 1 回くらい」（15.6％）、

「ほとんど食べない」（1.6％）の順になっています。 

 

 

問 13 あなたは主にだれと食事をしていますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「家族全員」が 78.1％と最も高く、次いで、「親」（10.9％）、「きょうだい」

（6.3％）の順になっています。 

 

 

問 14 あなたは、ふだん（月曜日～金曜日）、ほぼ同じ時間に寝ていますか。（あてはまるもの 1

つに○） 

全体では、「そうである」が 32.8％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそうである」

（31.3％）、「どちらかといえばそうではない」（25.0％）の順になっています。 

 

  

82.8

81.0

82.1

15.6

14.3

17.9

0.0

0.0

0.0

1.6

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

毎回食べる 2回に1回くらい 3回に1回くらい ほとんど食べない 無回答無回答

78.1

85.7

76.9

10.9

4.8

12.8

6.3

4.8

7.7

1.6

0.0

2.6

3.1

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

家族全員 親 きょうだい その他 1人で食事をしている 無回答無回答

32.8

33.3

33.3

31.3

19.0

41.0

25.0

23.8

20.5

10.9

23.8

5.1

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

そうである どちらかといえばそうである どちらかといえばそうではない

そうではない 無回答無回答
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問 15 あなたは、現在、むし歯がありますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「ない」が 53.1％と最も高く、次いで、「ない(あったが治療済み)」（34.4％）、

「ある(治療していない)」（10.9％）の順になっています。 

 

 

問 16 あなたは、毎日お風呂に入っていますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「毎日・ほぼ毎日」が 100.0％と最も高くなっています。 

 

 

問 17 あなたは、現在、夢中になって取り組めるものがありますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「ある」が 75.0％と最も高く、次いで、「ない」（23.4％）の順になっています。 

 

 

  

1.6

4.8

0.0

10.9

19.0

5.1

34.4

9.5

46.2

53.1

66.7

48.7

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

ある(治療中) ある(治療していない) ない(あったが治療済み) ない 無回答無回答

100.0

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

毎日・ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 週に1日

1月に1～2日 入らない 無回答無回答

75.0

71.4

76.9

23.4

28.6

20.5

1.6

0.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

ある ない 無回答無回答
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問 18 あなたは、大人の代わりにほぼ毎日行っていることはありますか。（あてはまるものすべて

に○） 

全体では、「どれも行っていない」が 81.3％と最も高く、次いで、「目を離せない家族の見

守りや声かけなどの気づかいをしている」（10.9％）、「家族に代わり、幼いきょうだいの世話

をしている」（7.8％）の順になっています。 

 

 

  

4.7

7.8

1.6

1.6

10.9

0.0

81.3

1.6

4.8

4.8

0.0

4.8

14.3

0.0

76.2

4.8

5.1

10.3

0.0

0.0

10.3

0.0

84.6

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

障がいや病気のある家族に代わり、買い物・料理・掃除・洗

濯などの家事をしている

家族に代わり、幼いきょうだいの世話をしている

障がいや病気のあるきょうだいの世話や見守りをしている

障がいや病気のある大人の家族の身の回りの世話をしている

目を離せない家族の見守りや声かけなどの気づかいをしてい

る

一緒に住んでいる家族の通訳をしている

どれも行っていない

無回答

全体(N=64) 相対的貧困世帯(n=21) 標準世帯(n=39)
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問 19 今、いやなことや悩んでいることはありますか。（ア～エそれぞれの 1 または 2 に○） 

ア 友だちができない 

全体では、「あてはまらない」が 95.3％と最も高く、次いで、「あてはまる」（3.1％）の順

になっています。 

 

 

イ 友だちとのつきあいに気をつかう 

全体では、「あてはまらない」が 64.1％と最も高く、次いで、「あてはまる」（34.4％）の

順になっています。 

 

 

ウ クラスのなかでいじめを受けている 

全体では、「あてはまらない」が 98.4％と最も高くなっています。 

 

  

3.1

4.8

2.6

95.3

90.5

97.4

1.6

4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまる あてはまらない 無回答無回答

34.4

28.6

38.5

64.1

66.7

61.5

1.6

4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまる あてはまらない 無回答無回答

0.0

0.0

0.0

98.4

95.2

100.0

1.6

4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまる あてはまらない 無回答無回答
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エ 家では落ち着いて勉強ができない 

全体では、「あてはまらない」が 79.7％と最も高く、次いで、「あてはまる」（15.6％）の

順になっています。 

 

 

問 20 あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う人はだれです

か。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「親」が 68.8％と最も高く、次いで、「学校の友だち」（64.1％）、「学校の先生」

（32.8％）の順になっています。 

  

15.6

9.5

20.5

79.7

81.0

76.9

4.7

9.5

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまる あてはまらない 無回答無回答

68.8

28.1

14.1

32.8

64.1

21.9

1.6

1.6

3.1

23.4

1.6

76.2

23.8

19.0

52.4

76.2

19.0

0.0

0.0

0.0

14.3

0.0

66.7

30.8

10.3

25.6

56.4

23.1

2.6

2.6

5.1

28.2

2.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親

きょうだい

祖父母など

学校の先生

学校の友だち

学校外の友だち

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど

その他の大人(学童クラブの人、塾・習い事の先生、地域の人

など)

ネットで知り合った人

だれにも相談できない、相談したくない

無回答

全体(N=64) 相対的貧困世帯(n=21) 標準世帯(n=39)
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問 21 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0：まったく満足し

ていない」から「10：十分に満足している」の数字で答えてください。（あてはまるもの 1

つに○） 

全体では、「10：十分に満足している」が28.1％と最も高く、次いで、「8」（18.8％）、「5」

（17.2％）の順になっています。 

 

 

問 22 以下の質問について回答してください。あなたのここ半年くらいのことを考えて答えてく

ださい。（①～⑱それぞれについて、あてはまるもの 1 つに○） 

① 私は、他人の気持ちを考えて、親切にするようにしている。 

全体では、「まああてはまる」が 53.1％と最も高く、次いで、「あてはまる」（43.8％）、

「あてはまらない」（3.1％）の順になっています。 

 

 

② 私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気分が悪くなったりする。 

全体では、「あてはまらない」が 50.0％と最も高く、次いで、「まああてはまる」「あてはま

る」（25.0％）の順になっています。 

 

1.6

4.8

0.0

1.6

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

3.1

4.8

2.6

7.8

4.8

7.7

17.2

14.3

20.5

7.8

4.8

7.7

3.1

0.0

5.1

18.8

9.5

20.5

10.9

19.0

7.7

28.1

38.1

25.6

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 無回答無回答

3.1

4.8

0.0

53.1

33.3

61.5

43.8

61.9

38.5

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

50.0

66.7

43.6

25.0

9.5

30.8

25.0

23.8

25.6

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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③ 私は、他の人たちと、よく食べ物を分け合ったり、ゲームやペンなどを貸し借りする。 

全体では、「まああてはまる」が 40.6％と最も高く、次いで、「あてはまらない」（31.3％）、

「あてはまる」（28.1％）の順になっています。 

 

 

④ 私は、だいたいいつも一人で遊ぶか、人と付き合うことを避けている。 

全体では、「あてはまらない」が 73.4％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（18.8％）、

「あてはまる」（7.8％）の順になっています。 

 

 

⑤ 私は、心配ごとが多く、いつも不安だ。 

全体では、「あてはまらない」が 42.2％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（37.5％）、

「あてはまる」（20.3％）の順になっています。 

 

  

31.3

33.3

30.8

40.6

47.6

38.5

28.1

19.0

30.8

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

73.4

90.5

61.5

18.8

9.5

25.6

7.8

0.0

12.8

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

42.2

57.1

33.3

37.5

33.3

38.5

20.3

9.5

28.2

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑥ 私は、だれかが落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける。 

全体では、「まああてはまる」が 67.2％と最も高く、次いで、「あてはまる」（17.2％）、

「あてはまらない」（15.6％）の順になっています。 

 

 

⑦ 私は、落ち込んだり、涙ぐんだりすることがよくある。 

全体では、「あてはまらない」が 57.8％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（21.9％）、

「あてはまる」（20.3％）の順になっています。 

 

 

⑧ 私は、同じくらいの年齢の人からは、だいたい好かれている。 

全体では、「まああてはまる」が 56.3％と最も高く、次いで、「あてはまらない」（26.6％）、

「あてはまる」（17.2％）の順になっています。 

 

  

15.6

28.6

7.7

67.2

47.6

76.9

17.2

23.8

15.4

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

57.8

71.4

46.2

21.9

19.0

25.6

20.3

9.5

28.2

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

26.6

14.3

35.9

56.3

66.7

48.7

17.2

19.0

15.4

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑨ 私は、新しい場面に直面すると、自信をなくしやすい。 

全体では、「まああてはまる」が 40.6％と最も高く、次いで、「あてはまらない」（34.4％）、

「あてはまる」（25.0％）の順になっています。 

 

 

⑩ 私は、年下の人たちに対してやさしくしている。 

全体では、「まああてはまる」が 46.9％と最も高く、次いで、「あてはまる」（42.2％）、

「あてはまらない」（9.4％）の順になっています。 

 

 

⑪ 私は、他の人から、いじめられたり、からかわれたりする。 

全体では、「あてはまらない」が 81.3％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（15.6％）、

「あてはまる」（3.1％）の順になっています。 

 

  

34.4

47.6

25.6

40.6

42.9

38.5

25.0

9.5

35.9

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

9.4

19.0

5.1

46.9

42.9

48.7

42.2

33.3

46.2

1.6

4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

81.3

85.7

76.9

15.6

9.5

20.5

3.1

4.8

2.6

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑫ 私は、一緒に住んでいる人からやさしくされている。 

全体では、「あてはまる」が 62.5％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（34.4％）、

「あてはまらない」（3.1％）の順になっています。 

 

 

⑬ 一緒に住んでいる人は、私の気持ちを大事にしてくれている。 

全体では、「あてはまる」が 60.9％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（34.4％）、

「あてはまらない」（4.7％）の順になっています。 

 

 

⑭ 私は、自分からすすんでよくお手伝いをする（親・先生・他の人たちなど） 

全体では、「まああてはまる」が 56.3％と最も高く、次いで、「あてはまらない」「あてはま

る」（21.9％）の順になっています。 

 

  

3.1

4.8

2.6

34.4

28.6

38.5

62.5

66.7

59.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

4.7

4.8

5.1

34.4

33.3

33.3

60.9

61.9

61.5

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

21.9

28.6

15.4

56.3

47.6

64.1

21.9

23.8

20.5

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑮ 私は、他の人たちより、大人といる方がうまくいく。 

全体では、「あてはまらない」が 43.8％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（42.2％）、

「あてはまる」（12.5％）の順になっています。 

 

 

⑯ 私は、こわがりで、すぐにおびえたりする。 

全体では、「あてはまらない」が 57.8％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（21.9％）、

「あてはまる」（20.3％）の順になっています。 

 

 

⑰ 私は、半年前より学力が低下した。 

全体では、「まああてはまる」が 39.1％と最も高く、次いで、「あてはまらない」（32.8％）、

「あてはまる」（28.1％）の順になっています。 

 

  

43.8

57.1

35.9

42.2

42.9

41.0

12.5

0.0

20.5

1.6

0.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

57.8

61.9

53.8

21.9

19.0

23.1

20.3

19.0

23.1

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

32.8

38.1

33.3

39.1

28.6

48.7

28.1

33.3

17.9

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑱ 私は、半年前より体力が低下した。 

全体では、「あてはまらない」が 60.9％と最も高く、次いで、「あてはまる」（20.3％）、

「まああてはまる」（18.8％）の順になっています。 

 

 

問 23 あなたは、次のような場所などを利用したことがありますか。また、利用したことがない

場合、今後利用したいと思いますか。（①～④それぞれについて、あてはまるもの 1 つに

○） 

① （自分や友だちの家以外で）夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（子ども食堂） 

全体では、「今後利用したいかどうかわからない」が 43.8％と最も高く、次いで、「あれば

利用したいと思う」「今後も利用したいと思わない」（25.0％）の順になっています。 

 

  

60.9

81.0

53.8

18.8

9.5

23.1

20.3

9.5

23.1

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

4.7

4.8

5.1

25.0

42.9

12.8

25.0

28.6

23.1

43.8

23.8

56.4

1.6

0.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答
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② 勉強を無料または安いお金でみてくれる場所 

全体では、「今後利用したいかどうかわからない」が 40.6％と最も高く、次いで、「あれば

利用したいと思う」（35.9％）、「今後も利用したいと思わない」（20.3％）の順になっていま

す。 

 

 

③ （家や学校以外で）何でも相談できる場所（電話やネットの相談をふくむ） 

全体では、「今後利用したいかどうかわからない」が 48.4％と最も高く、次いで、「今後も

利用したいと思わない」（28.1％）、「あれば利用したいと思う」（15.6％）の順になっていま

す。 

 

 

④ スクールソーシャルワーカー 

全体では、「今後利用したいかどうかわからない」が 62.5％と最も高く、次いで、「今後も

利用したいと思わない」（23.4％）、「あれば利用したいと思う」（9.4％）の順になっています。 

  

0.0

0.0

0.0

35.9

33.3

38.5

20.3

28.6

15.4

40.6

38.1

41.0

3.1

0.0

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答

3.1

0.0

5.1

15.6

14.3

17.9

28.1

42.9

17.9

48.4

42.9

53.8

4.7

0.0

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答

0.0

0.0

0.0

9.4

9.5

10.3

23.4

28.6

20.5

62.5

61.9

64.1

4.7

0.0

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答
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問 23-1 問 23 で「1」と答えた人にお聞きします。そこを利用したことで変化はありましたか。

（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「生活の中で楽しみなことが増えた」「特に変化はない」が 40.0％と最も高く、

次いで、「友だちが増えた」「勉強がわかるようになった」「その他」（20.0％）の順になってい

ます。 

 

 

  

20.0

0.0

40.0

0.0

0.0

20.0

0.0

20.0

40.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

25.0

0.0

50.0

0.0

0.0

25.0

0.0

25.0

25.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答

全体(n=5) 相対的貧困世帯(n=1) 標準世帯(n=4)
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問 24 あなたは、1 か月に自分で自由に使えるお金（お小遣い）がありますか。（あてはまるもの

1 つに○） 

全体では、「ある」が 79.7％と最も高く、次いで、「ない」（17.2％）の順になっています。 

 

 

問 24-1 問 24 で「1．ある」と答えた人にお聞きします。その金額はどのくらいですか（あては

まるもの 1 つに○） 

全体では、「1,000～5,000円」が74.5％と最も高く、次いで、「5,000円～10,000円」

（11.8％）、「10,000 円以上」（7.8％）の順になっています。 

 

 

 

 

79.7

81.0

79.5

17.2

14.3

20.5

3.1

4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=64)

相対的貧困世帯(n=21)

標準世帯(n=39)

ある ない 無回答無回答

3.9

11.8

0.0

74.5

64.7

77.4

11.8

17.6

9.7

7.8

5.9

9.7

2.0

0.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=51)

相対的貧困世帯(n=17)

標準世帯(n=31)

1,000円未満 1,000～5,000円 5,000円～10,000円 10,000円以上 無回答無回答
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	問7　日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問7で「1」または「2」に○をつけた方にうかがいます。 問7-1　祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問7で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 問7-2　友人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問8　お子さんの子育て（教育や保育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所はありますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	問8で「1」に○をつけた方にうかがいます。 問8-1　お子さんの子育て（教育や保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問10　次の項目について、町役場に相談したいと思ったことのある番号すべてに○をつけてください。

	４．保護者の就労状況について
	問11　お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）をうかがいます。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問11で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 問11-1　「1週当たりの就労日数」、「1日当たりの就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問11で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 問11-2　家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問11で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 問11-3　フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問11で「5」または「6」に○をつけた方にうかがいます。 問11-4　就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ1つに○をつけてください。
	❶ 母親
	ア．母親の就労希望と就労を希望する時の子どもの年齢
	イ．母親の希望する就労形態
	ウ．母親の希望する就労日数と就労時間

	❷ 父親
	ア．父親の就労希望と就労を希望する時の子どもの年齢



	５．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について
	問12　お子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用されていますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	問12で「1」に○をつけた方にうかがいます。 問12-1　年間を通じて「定期的に」利用している事業すべてに○をつけて、現在の週当たり、1日あたりの利用頻度をお答えください。また、希望する事業は、週当たり、1日当たりどのくらい利用したいですか。
	問12で「1」に○をつけた方にうかがいます。 問12-2　現在利用している教育・保育の事業の実施場所について、あてはまる番号1つに○をつけてください。
	問12で「1」に○をつけた方にうかがいます。 問12-3　平日に定期的に利用されている主な理由としてあてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問12で「2」に○をつけた方にうかがいます。 問12-4　利用していない理由として、もっともあてはまる番号すべてに○をつけてください。
	すべての方にうかがいます。 問13　現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問13-1　問13で「1．幼稚園」または「2．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ「3」～「13」に○をつけた方にうかがいます。特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	問13-2　教育・保育事業を利用したい場所について、いずれかに○をつけてください。

	６．地域の子育て支援事業の利用状況について
	問14　お子さんは現在、地域子育て支援センターすこやか（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりする場）などを利用していますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問15　問14の地域子育て支援センターすこやかについて、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。あてはまる番号1つに○をつけて、おおよその利用回数（頻度）を（）内に数字でご記入ください。
	問16　下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと思うものをお答えください。①～⑮の事業ごとにＡ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○をつけてください。
	Ａ．知っている
	Ｂ.これまでに利用したことがある
	Ｃ．今後利用したい


	７．土曜・休日や長期休暇中の「定期的な」教育・保育事業の利用希望について
	問17　お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望はありますか（一時的な利用は除きます）。
	❶ 土曜日
	❷ 日曜・祝日

	問17の➊もしくは➋で「3．月に1～2回は利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 問17-1　毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	「幼稚園・認定こども園（幼稚園部門）」を利用されている方にうかがいます。 問18　お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の利用を希望しますか。希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。
	問18で「3休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 問18-1　毎日ではなく、数日利用したい理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

	８．病気の際の対応について
	問12で「1利用している」に○をつけた方（平日定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方）にうかがいます。 問19　この1年間（令和5年1月から現在に至るまでの時間。以下同じです。）に、お子さんが病気やケガで幼稚園や保育所等に通うことができなかったことはありますか。あてはまる番号に○をつけてください。
	問19で「1あった」に○をつけた方にうかがいます。 問19-1　お子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合、この1年間に行った対処方法としてあてはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数もご記入ください。
	問19-1で「ア.父親が休んだ」「イ．母親が休んだ」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 問19-2　その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。あてはまる番号1つに○をつけ、日数についてもご記入ください。

	９．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について
	問20　お子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労など）により、不定期に利用している事業はありますか。ある場合は、あてはまる番号すべてに○をつけ、1年間の利用日数（おおよそ）もご記入ください。
	問20で「8利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 問20-1　現在利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問21　お子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労等）により、年間何日くらい事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について、あてはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください。
	問21で「1利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 問21-1　問21の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問22　宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思いますか。短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な泊数をご記入ください。

	10．小学校就学後の放課後の過ごし方について（お子さんが５歳以上である方）
	問23　お子さんについて、小学校低学年（1～3年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。
	問24　お子さんについて、小学校高学年（4～6年生）になったら、放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週当たり日数を数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には利用を希望する時間も（）内に数字でご記入ください。
	問23または問24で「6．学童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 問25　お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日と夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中に、学童クラブの利用希望はありますか。

	11．育児休業について
	問26　お子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しましたか。母親、父親それぞれについて、あてはまる番号1つに○をつけてください。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問26で母または父が育児休業を「2．取得した（取得中である）」に○をつけた方にうかがいます。 問26-1　育児休業取得後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問26-1で「1育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。 問26-2　育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。あてはまる番号1つに○をつけてください。また、お勤め先の育児休業制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問26-2で、育児休業取得後、希望より早く復帰した方にうかがいます。 問26-3　希望より早く復帰した理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	❶ 母親
	❷ 父親


	12．子育て全般について
	問27　子育てに関する情報をどこ（だれ）から入手していますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問28　子育てに関する情報は十分入手できていますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	問29　川崎町は子育てしやすい町だと思いますか。あてはまる番号1つに〇をつけてください。
	問30　子育てに関して不安感や負担感をお感じですか。あてはまる番号1つに〇をつけてください。
	問31　子育てをする中で、いちばん負担になっていることは何ですか。あてはまる番号1つに〇をつけてください。
	問32　行政が行って欲しい。また、機会があれば参加・利用したいサービスは次のうちどれであすか。あてはまる番号1つに〇をつけてください。
	問33　町の相談機関において、子育てに関する相談で充実してほしいことは何ですか。あてはまる番号3つまでに〇をつけてください。
	問34　子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。あてはまる番号3つまでに〇をつけてください。
	問36　お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度についておうかがいします。あてはまる番号1つに○をつけてください。


	２ 子ども・子育て支援事業計画調査 （小学生児童の保護者）
	１．お住まいの地域について
	問1　お住まいの校区としてあてはまる番号1つに○をつけてください。

	２．お子さんとご家族の状況について
	問2　お子さんの生年月、学年をご記入ください。＜（）内に数字でご記入ください。＞
	問3　お子さんのきょうだいは何人ですか。＜（）内に数字でご記入ください。＞
	問4　この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた続柄で、あてはまる番号1つに○をつけてください。
	問5　この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	問6　お子さんの子育て（教育や保育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた続柄で、あてはまる番号1つに○をつけてください。

	３．お子さんの育ちをめぐる環境について
	問7　日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問7で「1」または「2」に○をつけた方にうかがいます。 問7-1　祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問7で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 問7-2　友人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問8　お子さんの子育て（教育や保育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所はありますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	問8で「1」に○をつけた方にうかがいます。 問8-1　お子さんの子育て（教育や保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

	４．保護者の就労状況について
	問10　お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）をうかがいます。あてはまる番号1つずつ○をつけてください。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問10で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 問10-1　「1週当たりの就労日数」、「1日当たりの就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問10で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 問10-2　家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。
	問10で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 問10-3　フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問10で「5」または「6」に○をつけた方にうかがいます。 問10-4　就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ1つに○をつけ、該当する（）内には数字をご記入ください。
	❶ 母親
	ア．母親の就労希望と就労を希望する時の子どもの年齢
	イ．母親の希望する就労形態
	ウ．母親の希望する就労日数と就労時間

	❷ 父親
	ア．父親の就労希望と就労を希望する時の子どもの年齢
	イ．父親の希望する就労形態



	５．地域の子育てに関する事業の利用状況について
	問11　下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと思うものをお答えください。①～④の事業ごとにａ～ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○をつけてください。
	Ａ．知っている
	Ｂ．これまでに利用したことがある
	Ｃ．今後利用したい

	問11の①～④のいずれかで「C．今後利用したい」の「はい」に○をつけた方にうかがいます。問11-1　今後利用したいと思われる時間帯はどれくらいですか。

	６．病気の際の対応について
	問12　この1年間に、お子さんが病気やケガで学校に通うことができなかったことはありますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	問12で「1あった」に○をつけた方にうかがいます。 問12-1　お子さんが病気や病後（感染症など）、またはけがで学校を休んだり、学童クラブなどの預かりサービスが利用できなかったりした場合、この1年間に行った対処方法は何ですか。あてはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も（）内に数字でご記入ください（半日程度の対応の場合も1日とカウントしてください。）
	問12-1で「ア父親が休んだ」「イ．母親が休んだ」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 問12-2　その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。あてはまる番号1つに○をつけ、日数についても（）内に数字でご記入ください。なお、病児・病後児のための事業等の利用には、利用前に医療機関の受診が必要となります。

	７．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について
	問13　お子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労など）により、不定期に利用している事業はありますか。ある場合はあてはまる番号すべてに○をつけ、1年間の利用日数（おおよそ）も（）内に数字でご記入ください。
	問13で「5利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 問13-1　現在利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問14　お子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労等）により、年間何日くらい事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無についてあてはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください。
	問14で「1利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 問14-1　問14の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問15　宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思いますか。短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な泊数をご記入ください。（利用したい泊数の合計と、目的別の内訳の泊数を（）内に数字でご記入ください。）

	８．放課後（授業等終了後）の過ごし方について
	問16　お子さんが小学校低学年（1～3年生）の方にうかがいます。お子さんについて、小学校低学年（1～3年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も（）内に数字でご記入ください。
	問17　お子さんが小学校低学年（1～3年生）の方にうかがいます。 お子さんについて、小学校高学年（4～6年生）になったら、放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も（）内に数字でご記入ください。
	問16または問17で「6．学童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 問18　お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日と夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中に、学童クラブの利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。（1）～（3）それぞれについて、あてはまる番号1つに○をつけて、時間帯を（）内にご記入ください。

	９．育児休業について
	問19　お子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しましたか。母親、父親それぞれについて、あてはまる番号1つに○をつけてください。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問19で母または父が育児休業を「2．取得した（取得中である）」に○をつけた方にうかがいます。⇒該当しない方は、問20へ 問19-1　育児休業取得後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号1つに○をつけてください。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問19-1で「1育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。 問19-2　育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、お勤め先の育児休業制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。
	❶ 母親
	❷ 父親

	問19-2で、育児休業取得後、希望より早く復帰した方にうかがいます。 問19-3　希望より早く復帰した理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	❶ 母親
	❷ 父親


	10．子育て全般について
	問20　子育てに関する情報をどこ（だれ）から入手していますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。
	問21　ＰＴＡの役員など次の経験はありますか。（今されていることも含みます）。経験のある番号すべてに〇をつけてください。
	問22　川崎町は子育てしやすい町だと思いますか。あてはまる番号1つに〇をつけてください。
	問23　子育てに関して不安感や負担感をお感じですか。あてはまる番号1つに〇をつけてください。
	問24　子育てをする中で、いちばん負担になっていることは何ですか。あてはまる番号1つに〇をつけてください。
	問25　川崎町では以下の事業等をしていますが、どれくらい知っていますか。1から4までのあてはまる番号1つに〇をつけてください。
	①　保健センター何でも相談事業（1つ）
	②　子ども発育相談事業・子育て相談（子育て支援センター）（1つ）
	③　川崎町子どもの権利条例に関する行動計画の制定（1つ）
	④　子どもの権利を守るための救済事業（1つ）
	⑤　障がいがある子などが利用できる放課後等デイサービス事業（1つ）
	⑥　0歳から中学3年生までの子どもの医療費助成（1つ）
	⑦　放課後子ども教室（1つ）
	⑧　学習支援事業（土曜の風・学びっこ教室、チャレンジ教室、放課後学習支援教室）（1つ）

	問26　町の相談機関において、子育てに関する相談で充実してほしいことは何ですか。あてはまる番号3つまでに〇をつけてください。
	問27　子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。あてはまる番号3つまでに〇をつけてください。
	問28　お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度についておうかがいします。あてはまる番号1つに○をつけてください。


	３ 子どもの未来応援計画調査 （小学生・中学生保護者）
	１．ご本人とご家族の状況について
	問1　お子さんとあなたとの関係は、次のどれにあたりますか。お子さんからみた続柄でお答えください。（あてはまるもの1つに○）
	問2　あなたがお住まいの校区を教えてください。（あてはまるもの1つに○）
	問3　お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の構成と人数をお答えください。単身赴任中の方や学業のために世帯を離れているお子さんがいる場合には、ご家族の人数に含めてお答えください。（a～hそれぞれについて、あてはまるもの1つに○）
	a)　祖母
	b)　祖父
	c)　母親
	d)　父親
	e)　姉・兄
	f)　妹・弟
	g)　その他
	h)　合計（あなたや対象のお子さんを含む）

	問4　お子さんの親の現在の年齢についてお答えください。（母親・父親それぞれについて数字で回答、いない場合やわからない場合は「ー」と記入）
	■母親
	■父親

	問5　お子さんのご家族のうち、現在単身赴任中の方はいらっしゃいますか。（1～4については、あてはまるものすべてに○）
	問6　お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況を教えてください。（あてはまるもの1つに○）
	問7　前問で「2離婚」を選んだ場合、離婚相手と子どもの養育費の取り決めをしていますか。また養育費を現在受け取っていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問8　ご家庭ではどれくらい、日本語以外の言語を使用していますか。（あてはまるもの1つに○）
	問9　お子さんの保護者の方が卒業・修了した学校をお答えください。（a,b,cそれぞれについて、あてはまるものひとつに○）
	a)　母親の最終学歴
	b)　父親の最終学歴
	c)　母親・父親にかわる保護者の最終学歴

	問10　お子さんの親の就労状況について、あてはまるものを回答してください。（a,b,cそれぞれについて、あてはまるもの1つに○）
	a)　母親の就労
	b)　父親の就労
	c)　母親・父親にかわる保護者

	問11　前の質問で「5働いていない」と答えた場合、働いていない最も主な理由を教えてください。(a,b,cそれぞれについて、あてはまるもの1つに○)
	a)　母親の就労理由
	b)　父親の就労理由
	c)　母親・父親にかわる保護者の就労理由


	２．お子さんについて
	問12　お子さんが0～2歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いもの）をお答えください。（あてはまるもの1つに○）
	問13　お子さんが3～5歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いもの）をお答えください。（あてはまるもの1つに○）
	問14　あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまりますか。（a～hそれぞれについて、あてはまるもの1つに○）
	a)　テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている
	b)　お子さんに本や新聞を読むように勧めている
	c)　お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた
	d)　お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる
	e)　ニュースの話をする
	f)　SNS等の話をする
	g)　夕食は子どもが作る
	h)　夕食は一緒に食べる

	問15　あなたは、次のようなことをどの程度していますか。（a～cそれぞれについて、あてはまるもの1つに○）
	a)　授業参観や運動会などの学校行事への参加
	b)　ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加
	c)　部活や校外活動に参加している

	問16　お子さんは将来、現実的に見てどの学校に進学すると思いますか。（あてはまるものひとつに○）
	問17　前問で1～8と答えた場合、その理由は何ですか。（1～7については、あてはまるものすべてに○）

	３．経済的な状況
	問18　あなたは次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（a～cそれぞれについて、1～3のあてはまるもの1つに○）また、「1頼れる人がいる」場合、それはだれですか。(①～⑦のあてはまるものすべてに○)
	a1　子育てに関する相談
	a2　「①いる」場合は、誰ですか。
	b1　重要な事柄の相談
	b2　「①いる」場合は、誰ですか。
	c1　いざという時のお金の援助
	c2　「①いる」場合は、誰ですか。

	問19　あなたは、現在の暮らしの経済的な状況をどのように感じていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問20　世帯全体のおおよその年間収入(税込)はいくらですか。（あてはまるもの1つに○）
	問21　昨年は、お子さんの将来のための貯蓄ができましたか。（あてはまるもの1つに○）
	問22　あなたの世帯では、過去1年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えないことがありましたか。ただし、嗜好品（※）は含みません。（あてはまるもの1つに○）
	問23　あなたの世帯では、過去1年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買えないことがありましたか。ただし、高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません。（あてはまるもの1つに○）
	問24　あなたの世帯では、過去1年の間に、以下の料金について、経済的な理由で未払いになったことがありましたか。（1～3については、あてはまるものすべてに○）

	４．健康状態について
	問25　お子さんの現在の健康状態は次のどれですか。（あてはまるもの1つに○）
	問25で「4」「5」と答えた方にうかがいます。 問25-1　お子さんを連れて医療機関を受診しましたか。（あてはまるもの1つに○）
	問25-1で「3受診を予定していない」と答えた方にうかがいます。 問25-2　その理由は次のどれですか。（あてはまるものすべてに○）
	問26　この1年間（令和5年1月から現在に至るまでの時間）に、お子さんに大きな問題やトラブル（病気やケガ、学校の問題など）がありましたか。（あてはまるもの1つに○）
	問27　過去に、不登校（学校を病気やケガ以外で1年間で30日以上休むこと）がありましたか。（あてはまるもの1つに○）
	問28　あなたの現在の健康状態は次のどれですか。（あてはまるもの1つに○）
	問28で「4」「5」と答えた方にうかがいます。 問28-1　あなたは医療機関を受診していますか。（あてはまるもの1つに○）
	問28-1で「3受診を予定していない」と答えた方にうかがいます。 問28-2　その理由は次のどれですか。（あてはまるものすべてに○）
	問29　次のa)～f)の質問について、この1か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。(a～fそれぞれについて、あてはまるもの1つに○)
	a)　神経過敏に感じた
	b)　絶望的だと感じた
	c)　そわそわ、落ち着かなく感じた
	d)　気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた
	e)　何をするのも面倒だと感じた
	f)　自分は価値のない人間だと感じた

	問30　全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。
	問31　あなたのご家庭の現在の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡大により学校が休校する前（2020年2月以前）から比べて、どのように変わりましたか。（a~gそれぞれについて、あてはまるもの1つに○）
	a)　世帯全体の収入の変化
	b)　生活に必要な支出の変化
	c)　お金が足りなくて、必要な食料や衣服を買えないこと
	d)　お子さんと話をすること
	e)　家庭内で言い争ったり、もめごとが起こること
	f)　あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこと
	g)　家にいる時間

	問32　子育てについての心配や悩みごとは次のどれですか。（あてはまるものすべてに○）

	５．必要な支援
	問33　あなたのご家庭では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。（a～eそれぞれについて、1～3のあてはまるもの1つに○）また、「3利用したことがない」場合、その理由は何ですか。（①～⑥のあてはまるもの1つに○）
	ａ　就学援助
	ａ2　就学援助（利用したことがない理由）
	ｂ　生活保護
	ｂ2　生活保護（利用したことがない理由）
	ｃ　生活困窮者の自立支援相談窓口
	ｃ2　生活困窮者の自立支援相談窓口（利用したことがない理由）
	ｄ　児童扶養手当
	ｄ2　児童扶養手当（利用したことがない理由）
	ｅ　ひとり親家庭サポートセンター
	ｅ2　ひとり親家庭サポートセンター（利用したことがない理由）

	問34あなたが、現在または将来的にあったらよいと思う支援は次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○）
	問34-1　相談などについて
	問34-2　経済的支援などについて
	問34-3　その他の支援について
	問35あなたが、子どものための必要な支援を受けられるようにするために、必要だと思うことを教えてください。（あてはまるものすべてに○）
	問35-1　情報提供について
	問35-2　相談・助言について


	４ 子どもの未来応援計画調査 （小学生本人）
	１．学習の状況
	問1　あなたの性別を教えてください。（あてはまるもの1つに○）
	問2　あなたは、ふだん学校の授業以外で、どのように勉強をしていますか。勉強には学校の宿題もふくみます。（あてはまるものすべてに○）
	問3　あなたは、ふだん学校の授業以外に、1日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。学校の宿題をする時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。（①、②それぞれについて、あてはまるもの1つに○）
	①　学校がある日（月～金曜日）
	②　学校がない日（土曜日・日曜日・祝日）

	問4　あなたの成績は、クラスの中でどのくらいだと思いますか。（あてはまるもの1つに○）
	問5　あなたは、学校にどのくらい通っていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問6　あなたは学校の授業がわからないことがありますか。（あてはまるもの1つに○）
	問6-1　問6で「3」～「5」と答えた人にお聞きします。いつごろから、授業がわからないことがあるようになりましたか。（あてはまるもの1つに○）

	２．進学希望
	問7　あなたは、中学校卒業後、どこまで勉強したいですか。（あてはまるもの1つに○）
	問7-1　問7で「1」～「6」と答えた人にお聞きします。その理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

	３．日常的な生活の状況
	問8　あなたは週にどのくらい朝食を食べていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問9　あなたは週にどのくらい夕食を食べていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問10　あなたは夏休みや冬休みなどの期間は、週にどのくらい昼食を食べていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問11　あなたは土・日曜日・祝日の昼食は、どのくらい食べていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問12　あなたは主にだれと食事をしていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問13　あなたは、ふだん（月曜日～金曜日）、ほぼ同じ時間に寝ていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問14　あなたは、現在、むし歯がありますか。（あてはまるもの1つに○）
	問15　あなたは、毎日お風呂に入っていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問16　あなたは、現在、夢中になって取り組めるものがありますか。（あてはまるもの1つに○）
	問17　あなたは、大人の代わりにほぼ毎日行っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○）
	問18　今、いやなことや悩んでいることはありますか。（ア～エそれぞれの1または2に○）
	ア　友だちができない
	イ　友だちとのつきあいに気をつかう
	ウ　クラスのなかでいじめを受けている
	エ　家では落ち着いて勉強ができない

	問19　あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う人はだれですか。（あてはまるものすべてに○）
	問20　全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0：まったく満足していない」から「10：十分に満足している」の数字で答えてください。（あてはまるもの1つに○）
	問21　以下の質問について回答してください。あなたのここ半年くらいのことを考えて答えてください。（①～⑱それぞれについて、あてはまるもの1つに○）
	①　私は、他人の気持ちを考えて、親切にするようにしている。
	②　私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気分が悪くなったりする。
	③　私は、他の人たちと、よく食べ物を分け合ったり、ゲームやペンなどを貸し借りする。
	④　私は、だいたいいつも一人で遊ぶか、人と付き合うことを避けている。
	⑤　私は、心配ごとが多く、いつも不安だ。
	⑥　私は、だれかが落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける。
	⑦　私は、落ち込んだり、涙ぐんだりすることがよくある。
	⑧　私は、同じくらいの年齢の人からは、だいたい好かれている。
	⑨　私は、新しい場面に直面すると、自信をなくしやすい。
	⑩　私は、年下の人たちに対してやさしくしている。
	⑪　私は、他の人から、いじめられたり、からかわれたりする。
	⑫　私は、一緒に住んでいる人からやさしくされている。
	⑬　一緒に住んでいる人は、私の気持ちを大事にしてくれている。
	⑭　私は、自分からすすんでよくお手伝いをする（親・先生・他の人たちなど）
	⑮　私は、他の人たちより、大人といる方がうまくいく。
	⑯　私は、こわがりで、すぐにおびえたりする。
	⑰　私は、半年前より学力が低下した。
	⑱　私は、半年前より体力が低下した。

	問22　あなたは、次のような場所などを利用したことがありますか。また、利用したことがない場合、今後利用したいと思いますか。（①～④それぞれについて、あてはまるもの1つに○）
	①　（自分や友だちの家以外で）夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（子ども食堂）
	②　勉強を無料または安いお金でみてくれる場所
	③　（家や学校以外で）何でも相談できる場所（電話やネットの相談をふくむ）
	④　スクールソーシャルワーカー

	問22-1　問22で「1」と答えた人にお聞きします。そこを利用したことで変化はありましたか。（あてはまるものすべてに○）
	問23　あなたは、1か月に自分で自由に使えるお金（お小遣い）がありますか。（あてはまるもの1つに○）
	問23-1　問23で「1．ある」と答えた人にお聞きします。その金額はどのくらいですか（あてはまるもの1つに○）


	５ 子どもの未来応援計画調査 （中学生本人）
	１．学習の状況
	問1　あなたの性別を教えてください。（あてはまるもの1つに○）
	問2　あなたは、ふだん学校の授業以外で、どのように勉強をしていますか。勉強には学校の宿題もふくみます。（あてはまるものすべてに○）
	問3　あなたは、ふだん学校の授業以外に、1日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。学校の宿題をする時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。（①、②それぞれについて、あてはまるもの1つに○）
	①　学校がある日（月～金曜日）
	②　学校がない日（土・日曜日・祝日）

	問4　あなたの成績は、クラスの中でどのくらいだと思いますか。（あてはまるもの1つに○）
	問5　あなたは、学校にどのくらい通っていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問6　あなたは、学校の授業がわからないことがありますか。（あてはまるもの1つに○）
	問6-1　問6で「3」～「5」と答えた人にお聞きします。いつごろから、授業がわからないことがあるようになりましたか。（あてはまるもの1つに○）

	２．進学希望
	問7　あなたは、中学校卒業後、どこまで勉強したいですか。（あてはまるもの1つに○）
	問7-1　問7で「1」～「6」と答えた人にお聞きします。その理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

	３．日常的な生活の状況
	問8　あなたは地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加していますか。（あてはまるもの1つに○）
	問8-1　問8で「2．参加していない」と答えた人にお聞きします。参加していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）
	問9　あなたは週にどのくらい朝食を食べていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問10　あなたは週にどのくらい夕食を食べていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問11　あなたは夏休みや冬休みなどの期間は、週にどのくらい昼食を食べていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問12　あなたは土・日曜日・祝日の昼食は、どのくらい食べていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問13　あなたは主にだれと食事をしていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問14　あなたは、ふだん（月曜日～金曜日）、ほぼ同じ時間に寝ていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問15　あなたは、現在、むし歯がありますか。（あてはまるもの1つに○）
	問16　あなたは、毎日お風呂に入っていますか。（あてはまるもの1つに○）
	問17　あなたは、現在、夢中になって取り組めるものがありますか。（あてはまるもの1つに○）
	問18　あなたは、大人の代わりにほぼ毎日行っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○）
	問19　今、いやなことや悩んでいることはありますか。（ア～エそれぞれの1または2に○）
	ア　友だちができない
	イ　友だちとのつきあいに気をつかう
	ウ　クラスのなかでいじめを受けている
	エ　家では落ち着いて勉強ができない

	問20　あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う人はだれですか。（あてはまるものすべてに○）
	問21　全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0：まったく満足していない」から「10：十分に満足している」の数字で答えてください。（あてはまるもの1つに○）
	問22　以下の質問について回答してください。あなたのここ半年くらいのことを考えて答えてください。（①～⑱それぞれについて、あてはまるもの1つに○）
	①　私は、他人の気持ちを考えて、親切にするようにしている。
	②　私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気分が悪くなったりする。
	③　私は、他の人たちと、よく食べ物を分け合ったり、ゲームやペンなどを貸し借りする。
	④　私は、だいたいいつも一人で遊ぶか、人と付き合うことを避けている。
	⑤　私は、心配ごとが多く、いつも不安だ。
	⑥　私は、だれかが落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける。
	⑦　私は、落ち込んだり、涙ぐんだりすることがよくある。
	⑧　私は、同じくらいの年齢の人からは、だいたい好かれている。
	⑨　私は、新しい場面に直面すると、自信をなくしやすい。
	⑩　私は、年下の人たちに対してやさしくしている。
	⑪　私は、他の人から、いじめられたり、からかわれたりする。
	⑫　私は、一緒に住んでいる人からやさしくされている。
	⑬　一緒に住んでいる人は、私の気持ちを大事にしてくれている。
	⑭　私は、自分からすすんでよくお手伝いをする（親・先生・他の人たちなど）
	⑮　私は、他の人たちより、大人といる方がうまくいく。
	⑯　私は、こわがりで、すぐにおびえたりする。
	⑰　私は、半年前より学力が低下した。
	⑱　私は、半年前より体力が低下した。

	問23　あなたは、次のような場所などを利用したことがありますか。また、利用したことがない場合、今後利用したいと思いますか。（①～④それぞれについて、あてはまるもの1つに○）
	①　（自分や友だちの家以外で）夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（子ども食堂）
	②　勉強を無料または安いお金でみてくれる場所
	③　（家や学校以外で）何でも相談できる場所（電話やネットの相談をふくむ）
	④　スクールソーシャルワーカー

	問23-1　問23で「1」と答えた人にお聞きします。そこを利用したことで変化はありましたか。（あてはまるものすべてに○）
	問24　あなたは、1か月に自分で自由に使えるお金（お小遣い）がありますか。（あてはまるもの1つに○）
	問24-1　問24で「1．ある」と答えた人にお聞きします。その金額はどのくらいですか（あてはまるもの1つに○）




